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　　　◇１－１　いつもの放ほう課か後ご







　放課後、廊下をのんびりと歩いていると、「早くグラウンドに行かないと先せん輩ぱいたちに怒ど鳴なられるぞー」とでかい声を響ひびかせながら坊主頭の野球部員たちがおれを追い抜いていった。

　ふと放課後の喧けん騒そうに耳を傾けると、近くの教室から、「駅前寄っていこーぜー」とか「あいつマジうぜーから」とか「誰だれか充電器貸してー」とかいったような断片的な会話が耳に入ってきた。おれは口元を歪ゆがめながら暇人どもの声を意い識しき的てきにシャットアウトし、廊下を大おお股またで歩き出す。一階に下り、校内唯一の自動販はん売ばい機きでコーヒー牛乳を購こう入にゆう。人口密度の高い昇降口を素通りし、渡り廊下、中庭、部室棟、裏門をそれぞれ経由して旧校舎に移動。ここまで来ると人の気配けはいはほとんどなくなる。

　この旧校舎にはおれを含めた数名しかその存在を知らない秘密の『隠かくれ家が』がある。そこは旧校舎がまだ旧校舎と呼ばれていなかった時代に宿直室として使われていた場所で──




　──ぱぱぱぱーぱーぱっぱー♪




「……ん？」

　隠れ家に繫つながる扉を開けようとすると、中から某有名ＲＰＧのレベルアップ音が聞こえてきた。どうやら先客がいるようだ。

　おれは扉を静かに開き、隠れ家の中に足を踏み入れた。上うわ履ばきを脱ぎ散らかしたまま部へ屋やに上がり込むとあとでお小言を並べられる可能性があるので、説教回かい避ひのため、上履きはきちんとそろえておく。ついでに先客の上履きの左右を入れ替えて……っと。

「うむ。完かん璧ぺきだ」

　おれは満足げに頷うなずきながら畳の上にあがり、こちらに猫背気味の背中を向けている一人ひとりの少女に向かって、「ちーっす」と軽いノリで声をかけた。と、その直後──

「……あ、いやっ、そんな何回も……や、や、や、やああああああ！」

　畳の上で正座をし、両手で古めかしいコントローラーを握りしめている地味目の少女が、14型のブラウン管テレビに映し出された原色多めのゲーム画面を見つめながら艶なまめかしい絶叫を奏かなでた。

「……出た。無自覚なエロボイス……」

　普段ふだん、教室では平坦な声しか発しない事務的な少女が、人ひと気けのない密室で、こんないやらしい悲鳴を轟とどろかせていようとは誰も思うまい。

　──彼女の名前は早はや坂さかちひろ。

　一年三組のクラス委員長を務める、若干天然の入ったこの生き真面目まじめな女子のことを、おれはなんの捻ひねりもなく『委員長』と呼んでいる。

「もしかして全滅？」

「あ、渋しぶ沢さわ君……」

　傷心の委員長が首を後ろに回す。

「さっきレベル上がったよね？　ぱぱぱぱー、ってＳＥ流れたし。あれから何十秒も経たってないと思うんだけど何があったの？　やけにあっさり全滅したみたいだけど」

「……はい」と委員長が頷うなずき、「レベルが上がって喜んだのも束つかの間ま、ラスボスが潜ひそむダンジョン内を右に一歩動いた瞬しゆん間かん、敵が早くも再出現しまして、その上、先制攻こう撃げきを仕掛けてきたのです。それだけならよくあることですが、あろうことか、同種族の四体の敵が代わる代わる全体即死魔ま法ほうを唱えてきたのです。私は咄とつ嗟さに神に祈りました。しかし、祈りは天に通じなかったようで……」

「それは災さい難なんだったね」

　言葉を返しながら委員長の隣となりに腰を下ろす。

「むむむ。渋沢君……今、『ふふ』って鼻で笑いませんでしたか？」

「まさか。おれは人の失敗を鼻で笑うような感じの悪い人間ではないよ。ってか、そういうセコイ笑いは不良の流りゆう儀ぎに反する」

「不良の流儀？」

「おれは不良界のトップランナーだからね。笑うときは大笑いだよ。大笑い。あーっはっはっはっははー！　委員長ザマァ！　委員長ザマァ！　委員長ザマァ──っ！　あーっはっはっはっはっっはっ──っ！」

「こ、この上なく感じ悪いです！」

　委員長がぷくぅと頰ほおを膨ふくらませ、「減点です」と言いながら『レトロゲーム手帳』を開く。この手帳、ゲームのレビューや攻略情報などが事細かに記されているのだが、それと同じくらいおれの悪口も書き込まれている。生真面目な委員長様は、不良学生（＝おれ）の更生を第一の目的にこの隠かくれ家がを訪れているのだが、その目的は未いまだ達成されていない。

　……ま、レトロゲームの深みにハマっちゃったのが運のツキだよな。今やここではレトロゲームで遊ぶのが主目的になってるし。ってか、いつも一番乗りだよな、委員長。

「渋沢君……」

「ん？　何？　お説教？」

「質問です」委員長が手帳を開いたまま、ゲーム画面を指さす。「前々から疑問に思っていたことがあるのです」

「お説教はいいの？」

「……いいのです。渋しぶ沢さわ君は天あまの邪じや鬼く体質なので、私が強く注意すればするほど、反比例的にダメな言動を貫こうとします。正せい論ろんで武装しても渋沢君の屁へ理り屈くつには対抗できません。ではどうするのか？　答えは簡かん単たんです。渋沢君が得意とするレトロゲームの話題をあえてこちらから振ればいいのです。渋沢君はことレトロゲームに関しては比較的誠実に対応してくれますからね」

「ほう……」

　なるほどね。そうやっておれの言動をコントロールしようってんだな。そしてあわよくば主しゆ導どう権けんを握ってやろう、と。

「週末に夜なべして『ＲＰＧの質問集』を作成してきましたので、質問のストックは十分にあります。ですから話題には事欠きません」

「うわ、暇人……」

「なんとでも言ってください」

「委員長も物好きだねぇ」おれは頭を搔かきながら、「で？　その質問集ってのは？」

「まずはこれ」

　と言いながら委員長が手帳に視し線せんを落とし、

「ＨＰの概念に関してです」

「ほう？」

　おれは首を傾かしげ、自じ販はん機きで買ってきたコーヒー牛乳にストローを挿さし込む。

「たとえばＭＨＰ１００のキャラが99ポイントのダメージを受けたとしますよね？　その場合、残りのＨＰは１となるわけですが、このＨＰ１という状態……現実においては、一体どのような状態を指すのでしょうか？」

「そりゃ、瀕ひん死しだ、瀕死。虫の息だよ」

「では、虫の息であるにもかかわらず、敵に斬きりかかったり、魔ま法ほうを唱えたり、アイテムを使うことができるのはなぜですか？」

「うわぁ、最高にウザい質問きた……」

「どうぞ、お答えください」

「……えっと、降参してもいい？」

「ダメです」

「じゃあ、パス１」

「パスもダメです！」

「パスがダメならシュートは打てない」

「……え？」

「おれは委員長からのパスを前線で待ってるんだよ。ポジション、フォワードだから」

「パスの意味が違います！」

「何言ってんの。どっちもＰＡＳＳじゃん」

「……ハァ」と委員長が呆あきれ顔がおで、「……渋しぶ沢さわ君は屁へ理り屈くつの塊ですね。すでに捻ひねくれ者ものの域を軽く飛び越え、変人の域に達しています」

「いやいや。自分なんてまだまだだよ。世の中には『ＲＰＧの質問集』なんてものを夜なべして作っちゃう変人もいるらしいからねぇ」

「うっ……」

「どこの誰だれとは言わないけど」

「ううっ……」

「質問攻めにして困らせてやろう、っていう魂胆があったんじゃないの？」

「そ、そんなことは……」

　委員長がおれから目をそらし、

「いえ、たしかに……やり方が卑ひ怯きようだったかもしれません……。というか、こういうやり方は渋沢君が得意とする戦法ですよね……」

「その通り。委員長は正義の味方なんだから、卑怯が専売特許のおれと同じ土俵で勝負しちゃダメなんだよ。正々堂々と真正面から悪に立ち向かわないと」

「そ、そうですね……」

「（……よし。なんとか切り抜けた）」

　アドリブで屁理屈を捻り出すのも楽な仕事じゃないぞ、と内心で愚ぐ痴ちをこぼし、ストローを口にくわえコーヒー牛乳を吸い上げる。

「……うーん。うーん。急いで作戦を練り直さなければ……」

　一方、委員長はレトロゲーム手帳を開き、あーでもないこーでもないとぼやきながらペンを走らせ始めた。チラッと手元の手帳を覗のぞき込むと、『渋沢更生プログラム』という不吉な単語が目に飛び込んできた。

　──渋沢更生プログラム、ねぇ……。

「あのさ、委員長」

「……んー？　……はい？」

「今さらな質問で悪いんだけど、委員長って、おれのどういうところを『不良的』だと捉とらえてるわけ？」

「んーと、それはですね……」

「それは？」

「……み、見た目……とか？」

「ほう」ポキポキ、と指の関節を鳴らす。

「う、噓うそです。今のは冗じよう談だんです」

「なーんだ。冗談かー」ポキポキポキポキ！

「ひ、ひぃ!?　笑顔えがおを浮かべているのに、なおも指の関節を!?」

　ササッと委員長が壁かべ際ぎわに退たい避ひする。

　おれはその場から動かず、

「委員長。ＲＰＧでたとえてみてよ」

「……え？　ＲＰＧで？　何を、ですか？」

「おれのダメなところ」

「渋しぶ沢さわ君のダメなところをＲＰＧで？」

「うん。精神衛えい生せい上じようのことを考えると、オブラートに包んだ表現を多用したほうが、お互いのためだと思うんだよ」

「……回りくどいだけだと思いますが……」

「ちなみに委員長のダメなところをＲＰＧの魔ま法ほうでたとえると、使いどころが限定されてるニフ●ムあたりが第一候補」

「……むむ、それは聞き捨てなりません」

　委員長が口の端を吊り上げ、

「渋沢君はマホ●ーン。もしくはマ●ーサ。場合によってはラ●ホーにもなりえます」

「つまり、地味に鬱うつ陶とうしいってこと？」

「解釈はご自由に」

「言うねぇ」おれは薄うす笑えみを浮かべ、「あー、でもさ、ラ●ホーはおれよりも秋あき葉ばのほうがイメージ近くない？」

「んー？　そうですか？」

「そうだよ。おれなんかよりもあいつのほうがよっぽど鬱陶しいもん」

　この隠かくれ家がの存在を知る第三の人物──秋葉瑞みず穂ほ──はおれたちのクラスメイトであり、一年生を代表する究極の変人女でもある。特筆すべきはおれの不良睨にらみを無効化してしまう『マゾ体質』だろう。……あいつ、弱点らしい弱点がないからすげぇ弄いじりにくいんだよなぁ。

「渋沢君？　では西さい園おん寺じさんは？」

「西園寺は……メラ●ーマ……かな？」

「最強の魔法じゃないですか」

「いや、だって。西園寺って威圧感すごいじゃん。魔王級だよ、あの威圧感は」

　入学以来、委員長と主席争いを繰くり広げている西園寺奏かな恵えという女子は、秋葉同様、おれたちと隠れ家の秘密を共有している。ただ、秋葉が週に一、二度、隠れ家にやってくるのに対し、西園寺が隠れ家に姿を現すのは稀まれだ。以前、いざこざの末に和解し、そのとき一度だけコントローラーを握った西園寺だが、それ以来一度もゲーム機きには触れていない。

「あ、そうだ、委員長。ここも人の出入りが多くなってきたから、隠れ家の入り口のドアに細工を施して、鍵かぎを取りつけようかと考えてるんだけど、どう思う？　秋葉がそういうの得意だって言うからさ」

「鍵かぎですか……」委員長が眉まゆをひそめる。

「うん。でさ、隠かくれ家がに旧校舎の表から入るのは一番乗りのヤツだけにして、他ほかのメンツは隠れ家の窓から中に入るようにしない？」

「なるほど。その方法なら、裏門から林側に回ることで、まったく人目に触れることなく、隠れ家に侵入することができますね」

「旧校舎は普通校舎からそこそこ離はなれた場所にあるけど、入り口付近はやっぱり警けい戒かいが必要だからね。リスクはできるだけ取り除いておいたほうがいい」

「理に適かなったアイデアだと思います」

　委員長が大きく頷うなずく。だが、その直後、「ですが……」と顔をしかめ、

「未使用の教室とはいえ勝手に鍵を取りつけるのはよろしくないと思います」

「よろしくないですか」

「問題ありですよ」

「……うーん」

　旧校舎の一角にゲーム機きを持ち込んで放ほう課か後ご毎ごとにエキサイトするのはオーケーなのに、扉に鍵を取りつけるのはＮＧなのか……。

「えっとさ、委員長。隠れ家に鍵を取りつける案はともかく、一番乗り以外は隠れ家の窓から出入りする……っていうアイデアは採用してもいいんじゃない？」

「そうですね。そっちはオーケーです」

「なら採用ってことで」

「全会一致ですね」

「（……秋あき葉ばたちいないけどな）」

　おれは委員長を納得させると、「つーわけで」と今日きようのメインディッシュとばかりに、

「委員長。試しに窓から外に出てみてよ」

「私がですか？」

「一番鈍どんくさい人が出入りできれば、他のメンツは確かく認にんする必要がないからね」

「……どうせ私は鈍くさいですよ……」

　委員長がぶつくさ言いながら窓を開ける。

　そして、うんしょうんしょ、と窓枠に足をかけようと窮きゆう屈くつな体勢で片足を上げた。

　ところが──

　窓枠に足が届かない。

　委員長は、「ん～！　んんぅ～！」と苦悩の声を漏らしながら、ぴょんぴょん、とウサギみたいに可愛かわいらしく飛び跳ね始めた。しかし、それでも窓枠に足が届く気配けはいはない。

「んんんぅぅ～～、んんんぅぅ～～～～！」

　だんだん声が激はげしくなってきた。ベッドの中というよりはトイレの中と言ったほうがしっくりくる声だが、なんにしてもエロい。

　おれもその場から立ち上がり、「これは絶好のチャンスだぞ」とほくそ笑えみながらブレザーの内ポケットに手を差し込み、おもむろに携帯電話を取り出した。

「ん……ううん？」

　と委員長が何かに気づいたようにおれのほうを振り返り、
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「渋しぶ沢さわ君？　なぜ携帯電話をこちらに向けるのです？」

「……さあ」

「なぜなのです？」

「…………さあ」

「渋沢君には盗とう撮さつの嫌疑がかかりました」

　委員長が足を下ろし、わずかにひるがえったスカートの裾すそを手で直しつつ、むぅ、と口を尖とがらせ強気の姿勢でおれに詰め寄ってきた。

　──ちっ、作戦失敗か。

　せっかく委員長の長いスカートの中身が拝おがめるチャンスだったのに……。

「渋沢君、そこに座ってください」

「……結局、お説教ですか」

「今回はお説教だけではありません。罰として隠かくれ家が内の清掃をやってもらいます」

「…………マジかよ」

「当分はこのやり方で行きますからね？」

「……まさかそうくるとは……」

　おれは絶望のため息を吐き出し、さっそく始まった委員長のお説教に耳を傾ける。とりあえず反省したフリをしよう、と小こ狡ずるいことを考えながら……。







　　　◇１－２　リアルファイト







　ある日の放ほう課か後ご──

「渋しぶ沢さわ君！　渋沢君は右からやってくる敵を押さえてください！　私は左を押さえます！」

「へーい」

「返事は『はい』です！」

「……細かい」

「むむ、来ましたね！　えい！　えい！」

　委員長が竹やりを振り回し、向かってくる敵を次々に薙なぎ倒していく。なかなか近づいてこない挙きよ動どう不ふ審しんな敵には竹やりをぶん投げて相手を怯ひるませ、その隙すきに地面に転がっている岩を持ち上げて、「死んでください！」と物ぶつ騒そうなことを言いながら全力投球。敵は、石いし崎ざき君の顔面ブロックだー！　とばかりに岩を顔面で跳ね返し……いや、跳ね返せるわけもなく……派は手でなモーションで後方に吹っ飛んだ。

「今です！　トドメの一いち撃げきです！」

　殺さつ戮りくマシーンと化した委員長は、画面端に置いてあった大八車を操そう作さし、地面に転がっている敵をなんの躊ちゆう躇ちよもなく轢ひき殺した。

　と、こうしてゲーム内で起きている戦せん闘とうを忠実に文章で描写すると、リアルな暴ぼう力りよくシーンが目に浮かんでくるかもしれないが、二頭身にデフォルメされたちょんまげ頭の任にん俠きようたちが繰くり広げる抗争劇げきは、リアルとは程遠く、どちらかと言えばシュールな光景だと思う。

「（しかし、意外だよな。委員長がこの手のアクションゲームにハマるなんて）」

　最近、委員長が熱ねつ中ちゆうしているこのレトロゲームは、もともとは正義の不良である主人公が街の悪人をやっつけるケンカアクションとして始まったシリーズ物なのだが、なぜかドッジボール編へんがあったり、サッカー編があったり、他校を巻き込んだ大運動会があったり……果てはおれたちが今やっている時代劇編である。もはや時代さえ超越してしまっているが、どうやら委員長はこの時代劇編が一番のお気に入りらしい。

「渋しぶ沢さわ君、お金が溜たまったので、そろそろ必殺技を買いに行きましょう」

「（ああ、そうか……。成長要素とかお金の概念があるから好きなんだな。アクションＲＰＧ風だもんな、このゲーム……）」

「渋沢君？」

「はいはい。聞こえてるよ」おれは委員長を横目でチラ見し、「必殺技って何を買うの？」

「うーん、できれば５００文以内で買える必殺技がいいのですが……」

「相変わらずケチだねぇ」

「堅実と言ってくれませんか？」

「ケチは褒ほめ言葉だよ。おれの場合」

　そう言葉を返し、委員長が操そう作さする白い着物を身にまとったキャラクターを追いかける。

「そういや、委員長」

「はい？　なんですか？」

「このシリーズの主人公って悪を退治するにはするけど、主人公自身も不良だよね？」

「そうですね」

「現実の不良を更生させようと企たくらんでる委員長が、ゲーム内のこととはいえ不良を容認してるのはなんだか不ふ思し議ぎな感じがするんだけど。ほら、このゲームって基本、何事も暴ぼう力りよくで解決するじゃん？」

「おかしなことを言いますね、渋沢君は」

「え？　何が？」

「現実は現実。ゲームはゲームです。混同してはいけません」

「まあ、それはそうだけど……」

「それにこのゲームの主人公が暴力を振るうのは悪人に対してのみです。一貫して正義の主人公を演じているわけですから、道義的な落ち度は一切ありません」

「そ、そうなのか……？」

「あっ！　渋沢君！」と委員長が傍かたわらに落ちていた石を拾い、「右から敵が来ています！」と言いながら敵に向かって石を放り投げた。

「（どこが正義の主人公だよ……）」

「渋沢君！　何をボーっと突っ立っているのですか！　敵てき襲しゆうですよ！　戦ってください！」

「へーい」

　生返事を返し、臨りん戦せん態勢に入る。

「──よっと！」

　おれは敵が繰くり出した地味なパンチ攻こう撃げきをジャンプでかわし、着地の寸前に高速キックを叩たたき込んだ。さらに背後から迫ってきた敵をスピン攻撃で撃退し、先に地面に転がった敵を武器代わりに振り回し、もう一人ひとりの敵共々、天国に送ってやった。

　……ふっ、華か麗れいに決まったぜ。

　短い髪を搔かき上げ、一人ひとり悦に入っていると、

「し、渋しぶ沢さわ君！　避けてください！」

「え？　…………って！」

　突然、背後から岩が飛んできた。

　──ガツンっ！

　しかも直ちよく撃げき。避ける暇などなかった。

「うわっ……」

　岩投げ攻撃の威力は絶大だ。ダメージを表す『40』という数字がキャラクターの頭上に浮かんだ。おれの現在の体力は『１２０』だから今ので全体力の三分の一を失ったことになる。このゲームには気力という概念があり、体力がゼロになるとこの気力が体力に変換されるので、実際にはまだまだ体力に余裕はあるのだが、それにしたって40ダメは痛い。

「……渋沢君……すみません……」

「なるほど。委員長の仕業だったか」

「わ、わざとじゃないんですよ……？」

「わかってるよ」と笑顔えがおで頷うなずきつつ、おれは足元の岩を持ち上げ、「死ねえええええ！」

「え、ええええええ!?」

　──ガツンっ！

　放り投げた岩は見事委員長に命中。

　委員長が操そう作さする白い着物のちょんまげ頭は無様な姿で地面に転がった。

「（あはは。ざまぁ）」

「し、渋沢君！　何をするのですか！」

「ごめんごめん」おれはそっぽを向いたまま頭を搔き、「手が滑ったんだ。わざとじゃないよ」

「噓うそです!?　渋沢君、思いっ切り、『死ねえええええ！』って叫んでたじゃないですか!?」

「空耳だよ。きっと」

「で、でも……！　渋沢君は、立ち位置を微び調ちよう整せいして、同一直ちよく線せん上じように私がいるのを確かく認にんしてから岩を放り投げました！　あんな用意周到な『わざと』はありえません！」

「ちっ……よく見てんな」

　ってか、そこまで把握してんのに、どうしておれの攻撃をかわせなかったんだ。

「ううう……どうしてこのゲームは味方にダメージが通ってしまうのでしょうか……」

「そういう仕様だからね」

　おれはそう言いながら内心で、「真まっ赤かな噓だけどな」と微笑した。実はこのゲーム、味方にダメージが通る『たいせん』とダメージが通らない『きょうりょく』の二つのモードが用意されていて、いつでも設定が変更できるようになっている。だが、おれはその事実を委員長には伝えず、初プレイ時に、委員長がよそ見をしている一いつ瞬しゆんの隙すきを突いて初期設定の『きょうりょく』から『たいせん』にモードを切り替えておいたのだ。もっとも、モードが『きょうりょく』であっても武器投げだけはダメージが通る仕様になっているので、いずれにしても委員長の誤ご爆ばくは避けようがなかった……のだが。

「（んー、ちょっと可哀想かわいそうになってきたな。そろそろ真実を明かしてやっても──）」

　──ガツンっ！

「…………え？」

　おれが操そう作さしているキャラが突然、右方向に吹っ飛び、地面を二転三転した。画面中央を見ると、おれがさっきまで立っていた場所に灰はい色いろの岩が落ちている。さらにそこから左、同一直ちよく線せん上じように委員長が立っていた。

「……い、委員長……？」

　犯人と思おぼしき人物にお伺うかがいを立てると、

　──ニヤリ。

　あくどい笑えみが返ってきて、

「すみません。手が滑ってしまいました。わざとではないのですよ？」

「くっ……」とおれは歯は嚙がみし、「委員長が邪悪な笑みを……」

　まさか反はん撃げきしてくるとは思わなかったぞ。

　でも……ふふふ。これで正面切って逆ぎやく襲しゆうできるぞ。フレンドリーファイヤー万歳！

「委員長？　覚悟はいい？」

「え、ちょ、ちょっと待ってくださ──」

「死ねえええええええ！」

　おれはダッシュして勢いをつけ、逃げ惑う委員長に向かって大岩を放り投げた。しかし──惜しくも紙一重のところでかわされた。

「渋しぶ沢さわ君！　甘いですよ！　このゲームは横スクロールアクションとは違い、奥行きの概念があるので、軸をズラせばこの通り！　この私でも簡かん単たんに避けることができるのです！」

「噓うそつけ。ギリギリだったじゃん」

「気のせいです！」

「ま、少しは腕を上げたみたいだね。──ならば！　武器に頼るのは止やめて、そろそろ肉弾戦で行くかな！」

「え、肉弾戦……」途端とたんに委員長の顔色が変わった。「さすがに接近戦になると分ぶが……」

「くらえ！　スピンアタック！」

「ひゃ、ひゃめてください……！」

「ん？　今、嚙んだ？」

「嚙んでまひぇん！」

「……この嚙かみ嚙かみマシーンめ！」

「こ、来ないでくだひゃい！」

　おれが各種必殺技を繰くり出しながら少しずつ接近していくと、ちょんまげ頭が慌てて画面左方向へ駆け出し──現実の委員長も、身体からだとコントローラーを左方向に傾けた。委員長は未いまだに画面内のキャラクターの動きに合わせてコントローラーや身体を動かす癖くせがある。慌てているときによく見られる光景だ。

「い、いやああああ！」

「どけどけぇ！　邪じや魔まするな！」

　向かってくる雑魚ざこ敵をぶっ飛ばしつつ、委員長の背中を追いかけていると、それまで流れていた陽気なＢＧＭが突如フェードアウトし、緊きん迫ぱくした雰囲気のＢＧＭに切り替わった。

「し、渋しぶ沢さわ君！　ボスです！　ボスの音楽です！　今すぐ争いを止やめましょう！　仲間割れをしている場合ではありません！」

「（ちっ……空気読めよ、ボス……）」

　マップの右端に移動すると、青い着物を身につけたボスが待ち受けていて、うんたらかんたらと前口上を述べたのち、おれたちに襲おそいかかってきた。

　と、おれはここで委員長の背後に回り、

「委員長？　もう逃げられないよ？」

「え？　え？」

「ふふふ、今まで黙だまっていたけど、実はおれは敵側が送り込んだスパイだったのさ！」

「え、えええぇ!?」

「お命頂ちよう戴だい！」おれは問答無用で委員長に殴りかかり、「ふはははっ！　命いのち乞ごいをしても無む駄だだぞ！　委員長の冒険はここで終わってしまうのだ！」

「や、止めて……くださいっ！」

「うおっ!?」

　反はん撃げきしてくるかと思いきや、委員長はゲーム内ではなく、現実のおれの腕をつかみ、コントローラーを上下に揺さぶり始めた。

「くっ！　リアルファイトかよ！」

　おれは膝ひざ立だちになってコントローラーを頭上に持っていった。だが、委員長はおれの腕を放はなすどころか、よりいっそう力を込め、「んんんぅぅぅ～～～っ！」と唸うなりながらぐいぐい自分のほうへ引っ張り寄せようとする。まるで綱つな引ひきだ。これにはさすがのおれも「うわっ」とバランスを崩してしまった。──と、その直後、ふにょん、とおれの右腕が委員長のふくよかな胸の谷間に挟まった。

　……こ、この感触は……。

　一いつ瞬しゆん、ピンク色の世界に昇天してしまいそうになったが、慌てて首を振り、「うりゃああああああ！」と身体からだを揺すって、まとわりつく委員長を振るい落とした。すると──

「きゃっ」

　委員長が畳の上でずっこけ、

　──ゴツン！

　と不運にもミニテーブルの角に頭をぶつけてしまった。

「あうう……」

　委員長がその場にうずくまる。

　なかなか顔を上げようとしない。

「あっ……ごめっ」

　やべ、と思って委員長の肩に手を伸ばすと、

「ふううう～～～っ！」

　委員長が動物的な咆ほう哮こうを上げながらおれを手で払いのけ、

　──リセットボタンに手を伸ばした。

「あ、ああああー！　何やってんの！」

　おれが非ひ難なんの声を上げると、委員長がそれを打ち消すような大声で、「知りません！」と怒りを露あらわにし、両目に溜たまった大粒の涙を指で拭ぬぐい取った。その後、おれの視し線せんに気づくと、

「きょ……今日きようはもう帰ります……っ」

　ハッとしたように顔を伏せ、地味なデザインのトートバッグを片手で持ち上げ、慌ててその場から立ち上がった。涙を見られて気が動転したのかもしれない。

「あ、委員長……待っ──」

　おれは隠かくれ家がを出ていこうとする、淋さみしげな背中に声をかけたが、

　──バタン。

　委員長はこちらを振り返ることなく隠れ家を出ていってしまった。

「……あー……」

　さすがに最後のは──しがみついてくる委員長を力ずくで振り落としたのは──まずかったかもしれない。ただ、さっきのはじゃれ合いの発展みたいなものであって、おれに暴ぼう力りよくを振るう意図はなかったのだが……しかし、結果的に委員長に痛い思いをさせてしまったわけで。

「悪いことしたな」

　おれは泥水を飲むような気持ちでコーヒー牛乳を吸い上げ、ブレザーのポケットから携帯電話を引っ張り出した。

【ごめんなさい。反省しています。許してください。悔い改めます。改心します】

　シンプルな謝しや罪ざいの言葉を思いつくままにひたすら並べ、「委員長、許せ！」と送信ボタンを力強く押し込んだ。

　──一分後。

【明日あしたはお勉強の日です。渋しぶ沢さわ君が大好きな数学の課か題だいを山ほど用意してくるので楽しみにしておいてください】

　……そう来たか……。

　委員長らしい反はん撃げきの仕方だ。

　スパルタ教育は遠えん慮りよしたいものだが……。

　しかし、「渋沢君なんてもう知りません！」と委員長に見捨てられる可能性も少なからずあったわけで、そう考えると数学の課題程度ですんでよかったのかもしれない。







　　　◇１－３　逆ぎやく襲しゆうの委員長







　翌日の放課後。

「んっ、これは──」

　おれはそれまで走らせていたシャーペンを鼻と上唇で挟み、うーん、と唸うなった。

「渋沢君？　まだ終わらないのですか？」

「うん」

「相変わらずダメダメですね」

「うっす。自分、ダメダメのダメ人間です」

「自分で言わないでください！」

　委員長は「まったくもうっ」と言いながら頰ほおを膨ふくらませ、「あと五分だけ待ちます。しばらく席を外しますから、私が戻ってくるまでに答案用紙を埋めておいてください」と平坦な声でおれに指示を出し、露ろ骨こつに足音を立てながら隠かくれ家がを出ていった。

「ほむー……」

　委員長がいなくなると、おれの隣となりで書き物をしていた秋あき葉ば瑞みず穂ほがペラ紙に消しゴムをかけ、

「渋沢さん渋沢さん。今日きようの委員長さん、やけにカリカリしてませんか？」

「…………してるな」

「んー？」と秋葉がおれの顔を覗のぞき込み、「この渋沢さんのテンションの低さ……。むぅ、これは事件の臭においがしますぞー。瑞穂スカウターによると、現在の渋沢さんのテンションは２００ガバスほど。通常時の渋沢さんは５０００ガバスを超えるテンションを常時維持していますから、この数値はそうとう低いですぅ」

「……ガバスってなんだよ……」

「渋沢さん。まさかとは思いますが、私が不在のときに、委員長さんを押し倒しちゃった、とかゆーことはないですよねー？」

「あ、アホか！　誰だれがそんなことするかよ！」

「……本当ですかー？」

「本当だ！　何度も言わせんな！」

　拳こぶしを震ふるわせながら全力で否定すると、「あふん☆」と秋あき葉ばが急に頰ほおを緩ゆるめ、「いやー、渋しぶ沢さわさんの怒りボイスはいつ聞いてもセクシーっすねー。被ひ虐ぎやく願がん望ぼうが沸ふつ々ふつと湧わいてきますぅ」

「……お前もう帰れ」

　ったく。犬みたいにすり寄ってきやがって。相変わらずわけのわからない女だ。罵ば声せいを浴びせれば浴びせるほど喜びやがるし。

「渋沢さん？　我慢できないほどストレスが溜たまったら、私の頭をサッカーボール代わりにしてもいいし、私のちっちゃなおっぱいをテニスボールとして使ってもいいんですよ？」

「おれにそんな趣しゆ味みはない。サッカーもテニスも遊ぶならゲームにしろ」

「サッカーと言えば」秋葉が棚の中のゲームソフトを指さし、「やっぱりあれですよね！　コンシューマ初のサッカーゲーム！　容量の関係で十一人じゃなくて五人対戦ですけど──」

「──なぜかオフサイドのルールはある」

「うふ☆」と秋葉が微笑ほほえみ、「さっすが渋沢さん。わかってますねぇー」

「基本だろうが」

　──ガラガラガラ……。

　そうこうしているうちに席を外していた委員長が隠れ家に戻ってきた。学年一の優ゆう等とう生せい様は校内の自じ販はん機きで買ってきたらしいお茶の入ったペットボトルをミニテーブルの上に置き、おれの向かい側にそっと腰を下ろした。

「渋沢君？　終わりましたか？」

「い、いや……」

「いや？　いや、とは？」

「……ちっとも進展してないってことです」

　おれは正直にそう答え、「お前のせいだぞ」と秋葉の脇わき腹ばらを軽くつねった。だが、ああんっ、という艶なまめかしい声が返ってきただけで、反省の色はちっとも見えなかった。というか、秋葉にとってはご褒ほう美びでしかなかったようだ。

「……仕方ありませんね」と委員長が身を乗り出し、「できているところまででいいです。見せてください」

「え、でも、まだ最初の『問題１』の解答欄らんを埋めただけだよ？　しかも、過程の計算式とかそういうのまったくないし……」

「過程の計算式がない？　ではどうやって答えを導みちびき出したのですか？」

　委員長が疑問を呈しつつ、テーブルの上の解答用紙を片手で拾い上げる。──と、解答に目を落とした瞬しゆん間かん、表情が強こわ張ばり、

「……こ、これは……」

「あーあ。見ちゃった。見ちゃったよ……」

「渋しぶ沢さわ君？　これは一体なんの冗じよう談だんですか？」

　委員長が鋭するどい睨にらみを利かせながら、おれの眼がん前ぜんに解答用紙を突きつけてきた。

　──Ａ＝パンチアクション、Ｂ＝キックアクション、Ａ＋Ｂ＝ジャンプアクション──

「この問題文のどこに、く●おくんシリーズのボタン操そう作さを解説しろと書いてありますか！　ふざけるのも大概にしてください！」

「……いや、だって……」

　最初の問題からしてちんぷんかんぷんなんだもん。でも、無回答だと委員長の怒りが鎮しずまりそうになかったから、解答欄らんをゲームネタで埋め尽くして、「これは気の利いた解答ですね！」と委員長を感心させることで、一件落着なムードを生み出す、という魂胆だったのだが、どうやらまったくの逆効果だったらしい。

「渋沢君……」と委員長が一転して落ち着いた声で、「先ほど『問題１』の解答欄は全すべて埋めたと言いましたが、『Ｃの値』が空欄になっていますよ？」

「……ああ、それはね……」

　そこは、『Ｃ＝委員長の胸のカップサイズ』という唯一のエロネタ押しだったのだが、この手のネタは委員長の心証を著しく害する可能性があるので、会心のエロネタではあったものの、欲を捨ててボツにしたのだ。

　……うん。ボツにしてよかった……。

「渋沢君のダメ人間っぷりはもはやスペ●ンカーさんの域に達していると思います」

「委員長、謝あやまれ。スペ●ンカー先生に謝れ」

「どうしてスペ●ンカーさんをフォローするのですか!?　自分がダメ人間であることを暗に肯定しているのですか!?」

「まーまー、委員長さん。お説教はそれくらいにして、気を鎮めてくださいよー。我々が遊んでるゲーム機きのコントローラーに『Ｃボタン』はありませんしー、『Ｃ＝』の解答をゲームネタで埋めるのは酷こくってもんすよー」

「……いえ。別に私はそこにケチをつけているわけではないのですが……」

　委員長は秋あき葉ばからのズレた指摘を受け、ハァ、と特大のため息をつき、「……もういいです」と肩をすくめた。

「んーと、第二志望はー」

　肩をすくめる委員長など気にも留めず、秋葉がペンを回しながら気が抜けたコーラみたいな声を発する。こちらは不ふ機き嫌げんな委員長とは正反対の能天気なオーラを身にまとっている。

「……ん？」

　と委員長がテーブルの上に目を落とし、

「秋あき葉ばさん？　それは進路調ちよう査さ票ひようですか？」

「そうっすよー」

　秋葉がそう答え、Ａ４用紙を半分に切ったくらいの大きさのペラ紙を両手で持ち上げる。

「委員長さん。たしかこれ、来週の月げつ曜よう日びまでに提出しなきゃなんですよねー？」

「はい。その通りです」と委員長が頷うなずき、「秋葉さんは大丈夫だと思いますが……渋しぶ沢さわ君には釘を刺しておいたほうがよさそうですね。渋沢君？　ちゃんと提出してくださいよ？」

「おれ、高校卒業後は、遊び人になって世界中のカジノを舞ぶ台たいに大おお暴あばれする予定なんだけど、進路ってそういうのでいいんだよね？」

「……あえて突っ込みは入れません」

「わかってないな、委員長は。たしかに序じよ盤ばんの遊び人はまったく使いものにならないけど、レベルが20になると無条件で賢けん者じやに転てん職しよくできるんだよ？　こんなお得な職業は他ほかにないよ」

「……突っ込みは入れません……！」

「渋沢さんは遊び人ですか。では私はモンクあたりを目指してみましょうかねー」

「何ぃ？　武ぶ闘とう家かじゃなくてモンク、だと？　秋葉よ。お前、実はＤＱ派と見せかけてＦＦ派だったのか？」

「何を言ってるんですかー。どちらのシリーズも大好物っすよー。ラブっすよー」

　秋葉がニヤニヤ笑いを浮かべ、両手を使ってハートマークを作る。

「結局、ゲーム談だん議ぎに……」

　委員長が感嘆には程遠い、呆あきれ成分百パーセントのため息を吐き出す。そして、

「渋沢君は進路について考える前に、その天あまの邪じや鬼くな性格と素行の悪さを今すぐに改善するべきです。つまり、脱・不良です。今は不景気の真まっ只ただ中なかなのですから、そう簡かん単たんに仕事は見つかりませんよ？　渋沢君だって、本物の遊び人にはなりたくないでしょう？」

「気が早いな。委員長は。おれたち、まだ一年生だよ？　深刻に考えすぎだって」

「……そうは言いますけどね」

「まあ、見ててよ。これから地道に成せい績せきを伸ばしていって、三年の秋ごろには委員長と肩を並べるところまで行くから。志望大学も委員長と同じところにするよ」

「渋沢君が私と同じ大学を……？」

「うわっ、その目。委員長、おれのこと見くびってるね？　ってか見下してるっしょ？」

　おれは、「はんっ」と言葉を吐き捨て、

「委員長はさ、人のことをどうこう言う前に我が身を省みるべきだよ」

「我が身を？　どういう意味ですか？」

「最近の委員長は、敵に向かって『死んでください！』って叫びながら殴りかかるのは当然として、味方であるおれまで攻こう撃げきの対象にして岩を投げつけてきたり、あまつさえ現実のおれにまでつかみかかってきたり……以前の委員長からは考えられない乱らん暴ぼうな言動が増えてる。これは委員長が不良化してる何よりの証拠だよ」

「ふ、不良化？　私が不良化？」

　不服なのか委員長が眉まゆをひそめる。

「まー、不良化というか」それまで静せい観かんしていた秋あき葉ばが横から口を挟み、「委員長さん、性格が渋しぶ沢さわさんに似てきましたよねー。こー、なんとゆーか、意地悪になったとゆーか、反はん撃げきの仕方が作為めいてきたとゆーか」

「……渋沢君に……似てきた？」

「そうそう。『ＲＰＧの質問集』を夜なべして作ったりとかさ。さっきの数学の問題にしたってそう。おれの学力ではとうてい太刀たち打うちできない難なん問もんばっか並べてあったし。なんの嫌いやがらせかと思ったよ」

「……うっ」

　委員長が微妙に背中を丸め、下を向く。

　今にも泣き出してしまいそうな表情だ。

　……やべ、ちょっと言いすぎたか……。
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　おれは慌ててフォローの言葉をかけようとしたが、

「……そ、そういえば……。もともと私は渋沢君を監かん視しするためにこの隠かくれ家がへ通っていたのに、いつしかレトロゲームの魅み力りよくにハマってしまい……レトロゲームで遊ぶのが、ここへ来る目的にすり替わって……。いえ、でも、だからといって不良になったつもりは……」

「ん？　委員長？」

「……しかし、不良である渋しぶ沢さわ君と一いつ緒しよになってレトロゲームで遊んでいるのは明めい瞭りようたる事実で……その一点だけは先生たちにもクラスの人たちにも言い訳できないわけで……実際、西さい園おん寺じさんにはそこを指摘されたわけで……」

「うおー。大変っすー。委員長さんの頭から白い煙がー」

「ロボットかよ……」

「……とはいえ、このままでは道徳的に問題があるような気が……（中略）……これを改善するためにはまず、渋沢君が言うように我が身を省みて……」

　委員長の独り言はなおも続く。

　完全に我を失ってしまっている。

　あー、余計なこと言っちゃったな。不良化してんじゃないのー、っておれが委員長に言ったのは、数学の問題を解けなかった腹いせ……みたいなものだったのだが、真面目まじめな委員長はおれの言葉を真に受けてしまったようだ。渋沢君はダメ人間です──とさっきまではカリカリしていたけど、今は打って変わって気落ちモード。

「（失言だったみたいだな……）」







　　　◇１－４　委員長の進路







　週明け、月げつ曜よう日び。朝のＳＨＲの時間──

　担任の岩いわ崎さき──髭ひげ面づら。推定体重１２０キロ。常にダルそうに話すため陰で『だるっくま』と呼ばれている──が、かったるそうに手帳をめくりながら連絡事項を読み上げている。かったるいのはこちらも同じだ。おれは、ふあーあ、と欠伸あくびを嚙かみ殺しもせず、隠かくれ家がにいるような気分で背伸びをした。

「えーと、次の連絡事項は──」

　どうせたいした話ではないだろう。おれはそう高をくくり、窓の外に視し線せんを投じた。

　と、岩崎が突然、

「──渋沢と早はや坂さか──」

　おれと委員長の名前を同時に呼んだ。

　……え？　とマヌケな声が出る。

　次の瞬しゆん間かん、おれの頭の中を駆け巡ったキーワードは、「隠れ家」「秘密」「バレた」などのネガティブな言葉の組み合わせだった。優ゆう等とう生せいの委員長がおれとセットで担任に名前を呼ばれるなんて……普通に学校生活を送っていたらまず起こりえないことだ。でも現に担任はおれと委員長の名前を呼んだ。起こりえないことが起こってしまった。

　担任の視し線せんは──

　おれと委員長の二人ふたりに注がれている。

　岩いわ崎さきはどんな連絡事項もダルそうに話すので、その表情から伝わってくる感情はプラスともマイナスとも言いがたく──

「お前たちだけだぞ。進路調ちよう査さ票ひようを提出していないのは。持ってきてるか？」

　担任のぶっきらぼうな声が耳に届く。

　…………ああ……。

「……なんだ。進路調査票か……」

「渋しぶ沢さわ。なんだとはなんだ」

「こっちの話です」

「……ほう」担任は頰ほおをピクピクと引きつらせながら、「それで？　進路調査票は？」

「自宅の金庫の中です。厳げん重じゆうに保管してありますからなんの心配もありません。耐火金庫なので火事になっても安心ですし。……ただ、暗証番号を忘れてしまいまして……」

「つまり、どういうことだ？」

「だから暗証番号を──」

「家に忘れてきたんだな？」

「…………はい」

「初めからそう言え！」

　岩崎は腰に手を当て、「はぁ」とあからさまにため息を吐き出すと、クラスの問題児から優等生の委員長に視線を移した。

「早はや坂さか？　お前は？」

「……す、すみません。私も家に……」

「珍しいな。早坂が忘れ物とは」

　たしかに珍しい。「注意する」のが本分みたいな委員長が「注意される」なんて。

　……ってか、なんか引っかかるな。

　本人が言うように、単なる「忘れ物」だったらなんの問題もないのだが。しかし、もしそうではなかったら……。




　二時間目終了後──

　おれは教科書やらノートやらペンケースやらを脇わきに抱えて化学室に向かっていた。

「教室だと委員長と話せないから不便だな……」

　廊下を歩きながら一人ひとりつぶやく。

　──掟おきてその１。

　──隠かくれ家がの外では他人のフリ。

　なかなか厄やつ介かいなルールである。

　しかし、まあ、授業が終われば──隠れ家の中でなら──いくらでも委員長と言葉を交わせるわけだし、ひとまず進路調ちよう査さ票ひようの件は放ほう課か後ごまで棚上げにしておくか。

「よっと」

　気持ちの整せい理りがついたところで、手から滑り落ちそうになっていたペンケースを指で引っ張り上げ、化学の教科書の上に重ねた。

「──ねえ」

　廊下の角を曲がり、階段を一段飛ばしで下りていると、ふいに背中に声がかかった。

「……ん？」

　おれは踊り場で足を止め、階段のてっぺんに立っている目つきの悪い女子を見上げた。

「ちょっといいかしら？」

　西さい園おん寺じ奏かな恵え──いかにもお嬢じよう様さまといった感じの出いで立たちの女子──はピリピリした空気と威圧的なオーラを放ちながら、今すぐ死んでくれないかしら、とでも言いたげな顔でおれを階段の上から見下ろしていた。

「訊ききたいことがあるのだけれど」

「……おれに？」

「他ほかに誰だれがいるのよ」

　──トントントン。

　西園寺がボリュームのある髪の毛とスカートを微妙に揺らしながら階段を下りてきた。目を凝こらせばパンツが見えそうだな、などとよからぬことを考えていると、「不良ってすぐそうやって睨にらみつけてくるのね」と凝らした目を、別の意味に取られてしまった。

「で？　話って何？」

　パンツのことは頭の片隅に追いやり、平然とした口く調ちようで西園寺を迎むかえ撃うつ。委員長とはまた違った意味でお堅いヤツだから冗じよう談だんは口にしないほうが身のためだ。

「話というのは早はや坂さかさんのことよ」

　西園寺が口を開く。おれとはまだ二メートルくらい間が離はなれている。喧けん嘩か中ちゆうのカップルみたいな距きよ離り感かんだ。

「朝のＳＨＲのとき、岩いわ崎さき先生が注意していたでしょう。あなたと早坂さんを」

「ああ。進路調査票のことか？」

「それよ」と西園寺が大きく頷うなずき、「休み時間にそれとなく訊きいてみたのよ。『進学と就しゆう職しよく。どちらか一方に丸をつけるだけの、こんな大おお雑ざつ把ぱな進路調査。考えるまでもないじゃない』って。そしたら、早はや坂さかさん、なんて答えたと思う？」

「さあ」

「思うところがありまして……ですって。曖あい昧まいな言葉で誤ご魔ま化かされたわ」

「どういうことだよ？」

「知らないわよ。というか、あなた、何か知っているんじゃないの？」

「んなこと言われたって……」

　心当たりはまるでない。いや……そういえばこの前、進路の話をしているとき、委員長とちょっとした口こう論ろんになったっけ。まあ、口論の一歩手前って感じだったが。

「（でも、後半は進路とはなんの関係もない話だったよな。委員長、不良化疑惑……みたいな。ってか、どう考えたって委員長は進学組だろ。教師や親だって進学を望んでるだろうし）」

「ともかく──」

　西さい園おん寺じが凜りんとした声を響ひびかせた。

「──至急、早坂さんに確かく認にんを取って。あなたが問いただせば真実を話すはずよ」

「どうしてそう思うんだ？」

「質問は禁止」と西園寺が冷たい目でおれを睨にらみつけ、「いいから、私の言葉に従いなさい」

「おー、恐い恐い」

「……頼んだわよ……」

　去り際、西園寺は「頼む」と言いながらも、視し線せんに殺気を乗せ、露ろ骨こつにおれを睨んでいた。よほど気が進まなかったのだろう。おれに頼みごとをするのが。……それにしても、西園寺の委員長に対するあの異常なまでの執着心──なんなんだろうな。最初はライバル視してるだけだと思ってたんだが、どうもそれだけじゃなさそうなんだよなぁ。




　その日の放ほう課か後ご、委員長が先に隠かくれ家がに向かったのを確認すると、少し間を置いてから旧校舎に移動した。

「（なんて切り出すかな……）」

　無人の廊下を進み、旧印刷室に侵入。

　そして、さらに奥にある隠れ家に──

「（ん、やけに静かだな……）」

　委員長が先に来ている場合、扉の外までゲームのピコピコ音が聞こえてくるのが普通なのだが、今日きように限って、不在なのか？　と疑いたくなるほど静かだった。

　おれは、妙だなぁ、と小声でつぶやき、目の前の扉をそっと開け、抜き足差し足で隠れ家内に侵入した。

「……うーん」

　委員長は壁かべにもたれかかって両脚を前にまっすぐ伸ばし、パンフレットのようなものを眺めていた。新しい携帯電話でも買うつもりなのだろうか、と思いながら、委員長が手に持っているパンフを横から覗のぞき見ると──

『桜さくら台だいゲーム専門学校・総合パンフレット』

　と書いてあった。

「……し、渋しぶ沢さわ君……っ!?」

　鈍感な野良猫でも、もっと早く気づくだろうに、委員長はおれが真横に立ち、何秒か経たってから、ようやくその存在に気づいた。完全に後手後手だったが、委員長はパンフを畳の上に伏せ、「なんでもありません。なんでもありませんから」とバレバレの隠いん蔽ぺい工作を行った。

「桜台ゲーム専門学校って？」

「……み、見られてしまいましたか……」

「えーと」

　まさか委員長……。

「ゲームの専門学校に進学するつもり？」

「そ、その……進路について真剣に考えてみたのですが、やはり私の一番の関心事はレトロゲームなので……」

「なるほど。委員長らしいよ」

　西さい園おん寺じが言っていたように、今回の進路調ちよう査さ票ひようは『進学』と『就しゆう職しよく』のいずれかに丸をつけるようになっているのだが、『進学』を選んだ場合のみ、さらに『四年制大学』『短期大学』『専門学校』の三つの中から進学先を選ばなければならない。……なるほどね。そりゃ、迷うわな。

「実は、ゲームの専門学校に進学しよう、という考えに至ったのには、もう一つ別の理由があるのですよ」

「そうなの？」

「はい。この間、渋沢君、『委員長は不良化してるよ』と苦言を呈したじゃないですか。そのとき、認にん識しきを改めたのです。このままではいけない、と。つまり、不良化防止策という意味合いもあって、将来の目標を『ゲーム職人』に定めたわけです。渋沢君に感化されて堕落しないように……不良化しないように……そして、今まで以上に、レトロゲームに情じよう熱ねつを注げるように……と」

「話の腰を折るようで悪いんだけど、『ゲーム職人』って何？」

「ゲームを作る人たちの総称です」

「ああ。ゲームクリエーターのことね」

「略してゲーム職人です」

「全然略称になってないから」

　ってか、あのときのおれの軽はずみな発言が委員長の進路に影えい響きようを与えていたなんて。ちゃんとあの場で「失言でした」とはっきり訂正しておくべきだったな。……もっとも、おれの失言がなかったとしても、レトロゲームをこよなく愛する委員長ならば、遅かれ早かれ、こういうことを言い出していただろうけど。

　──それはともかく──

「委員長。一つ助言を」

「助言ですか？」

「うん」とおれは真面目まじめに頷うなずき、「委員長はゲーム会社に就しゆう職しよくしたい──だから、ゲームの専門学校に進もうと考えたんだよね？」

「その通りです。一流のゲーム職人になるためにはゲームの専門学校に入学して、みっちりとお勉強をしなければならないのです」

「……委員長。非常に言いにくいんだけど、別にゲームの専門学校を卒業しなくても、ゲーム会社に入ることはできるんだよ」

「…………え？」

　委員長が口を半開きにさせたまま首を三十度くらい傾けた。漫画だったら頭の上にクエスチョンマークが浮かんでいるところだ。

「は、はは……。渋しぶ沢さわ君の冗じよう談だんは……面おも白しろいですね。……実にユニークです」

「や、冗談でもなんでもないから」おれは真顔で説明を加える。「ネットで求人調しらべてみ。ふつーに大学生を新卒で採用してるから」

「……えっ……そ、そんな……」

「医者とか弁べん護ご士しみたいに、資格が必要な職業ではないからね、ゲームクリエーターは。ゲーム会社って言うと異質な世界に感じるかもしれないけど、採用方法は一般企業とほとんど変わらないはずだよ。もちろん、ゲームの専門学校に通えば、大学とはまた違った勉強ができると思うけど、ゲーム会社に就職できるかどうかってのは、結局のところ、本人のやる気次第なんじゃないかな」

「そ、そうなのですか……」

「（──ってことを、いつだったか委員長が不在のときに秋あき葉ばが一人ひとりでベラベラ喋しやべってたんだけど、まあ、噓うそは言っていないだろう）」

「……不勉強でしたね、私」

「ま、ともかく、委員長は学年主席の優ゆう等とう生せいなんだから、素直に大学に進学しなよ。そのほうが選択肢広がると思うし。たとえばゲーム雑誌とかゲームの攻略本を作ってるような出版社に入社しようと思ったら大卒じゃないと厳きびしいだろうからね」

「……う、うう。まさか渋沢君の助言がこんなにも心に染み渡るなんて……」

「（ほとんど秋葉の受け売りだけどな）」

「はふぅー……」

　委員長が畳の上に伏せていたパンフレットを両手で抱きしめ、再び壁かべに寄りかかった。おれはすっかり気が抜けてしまった委員長の傍かたわらによいしょと腰を下ろし、

「委員長はやっぱり委員長だね」

「……うん？　一体なんの話ですか？」

「つまり、委員長は不良化なんてしてないし、悪い子にもなってないってことだよ」

「はあ……」

「気のない返事だね」

「渋しぶ沢さわ君が急に噓うそ臭くさいことを言うからです」

「う、噓臭い？」

「はい。この上なく」

「……普段ふだん、委員長がおれのことをどう見ているのか、わかったような気がするよ……」

　ちくしょー。せっかく、あのときの「失言」を撤てつ回かいして、委員長を安心させてやろうと思ったのに、噓臭いって……泣けるわ。

「渋沢君。時間がもったいないです。進路の話はこれくらいにしておいて、この間、秋あき葉ばさんが買ってきてくれたＳＴＧで遊びましょう」

「……そうだね。そうしようか」

　おれはふと思った──

　レトロゲームしか知らない委員長が最先端のゲームを制作しているゲーム会社に就しゆう職しよくしたらカルチャーショックを受けるのではないだろうか、と。「ドット絵じゃないのですか！」とか「音楽がピコピコ音じゃありません!?」とか「この映像は実写なのでは!?」とか。二十数年前のゲーム事情しか知らない委員長なら、ショックの連続で卒倒してしまってもおかしくはない。

「（マジでぶっ倒れそうだな……）」

　近場のゲームセンターに連れていけば、今すぐにでも委員長の新しん鮮せんなリアクションが楽しめるだろうけど、最先端のゲームに触れると古いゲームが楽しめなくなるかもしれないからな。それは止よしておこう。そもそも、未開拓のレトロゲームがまだまだたくさんあるわけだし。というか、どうせなら時代順に追っていきたい。

「渋沢君！　ほら、早く！」

「へーい」

　ま、そういうわけで。委員長と最先端のゲームで遊ぶのは当分先のことになりそうだ。
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　　　◇２－１　ＳＴＧ猛特訓







　とある平日の放ほう課か後ご──

「あ、あ、あ、あ、ああっー……」

　委員長がある意味日課とも言える自覚なきエロボイスを発しながらがっくりと肩を落とした。おれは、「残念だったね」と過去に何度も口にしたであろう慰なぐさめの言葉を事務的に発し、読みかけのゲーム雑誌に目を落とした。

「渋しぶ沢さわ君……」

「んー？　何ー？」

「前から思っていたのですが……」

「（出た。委員長の得意技）」

　──前から思っていたのですが……。

　委員長は難なん易い度どの高いゲームの攻略に行き詰ると、ストレスを発散するかのように、そのゲームの疑問をおれにぶつけてくる。どうやら今回もその線せんのようで──

「渋沢君？　ＳＴＧは敵を倒しつつ、パワーアップアイテムを獲かく得とくして武器を強化していくのがセオリーですよね？」

「まあ、そうだね。たいていのＳＴＧは」

「でも……敵にやられてしまうとノーマル状態に戻ってしまうじゃないですか。この仕様はアクションゲームでも同様ですが、ＳＴＧはステージの後半になると、敵の攻こう撃げきが鬼畜になってきます。ただでさえ難易度の高いステージ後半を……丸腰に近いノーマル状態で前に突き進むのは非常に困難です。このようにＳＴＧは『ハイリスク・ハイリターン』の精神でゲームに臨のぞまなければなりません。一度の死が、全すべての死に繫つながる。それがＳＴＧというものなのです」

「……なるほど」

「なるほどでしょう？」

　委員長がドヤ顔でおれを見上げる。

「（なぜか勝ち誇る委員長であった）」

　ってか、毎度お馴染なじみ質疑応答のお時間、と思いきや今回は持じ論ろんの展開か。委員長って分析とか考察、好きだよなぁ。

「（うん。着ちやく眼がん点てんは面おも白しろい。だけど──）」

　──穴もある。

「一度の死が、全ての死に繫がる、ってのはＳＴＧの本質を突いてると思うよ。でもさ、今委員長がやってるゲームってバリアを装備できるから、実質、一機きで何度も死ねる仕様なわけじゃん。これって初心者には、かなりの親切設計だと思わない？」

「う、たしかに……」

「途端とたんに弱気になる委員長であった」

「……ううっ」

　委員長が恥じ入ったように俯うつむき、「……こ、コンティニューを……」と言ってテレビ画面に視し線せんを移した。

　勉強の議ぎ論ろんで委員長を論破するのは至し難なんの業わざだが、ゲーム限定ならこの通り。おれにも勝機はある。というかおれのほうが有利だろう。

「今度こそ……今度こそ……」

　気合いを入れ直したのか、委員長が目をギラギラさせながらボタンを力強く押し込む。

「ふーん。またタコで出しゆつ撃げきするんだ」

「え？　ダメですか？」

「や、ダメってことはないけど。ほら、可愛かわいいもの好きの委員長が一向にペンギンを選ばないのがちょっと不ふ思し議ぎでさ」

「たしかにペンギンさんも可愛いですが、タコさんの魅み力りよくにはとうてい敵かないません」

「……そうですか」

　本日、委員長がプレイしているのは、それまで硬派な世せ界かい観かんが大勢を占めていたＳＴＧの世界に、大旋風を巻き起こしたパロディ要素満載のコミカルなＳＴＧで、可愛いものに目がない委員長もこのゲームの独特の世界観に一目で魅み了りようされてしまったのだが、ＳＴＧは委員長がもっとも苦手とするジャンル。やはり攻略には手こずっており、未いまだにステージ４の壁かべを超えることができない。

「た、大変です！　早く！　早くお菓子の壁を壊こわさないと……！」

「委員長、おっぱいビームだ。全すべてを破は壊かいするおっぱいビームを委員長の胸から……」

「そんな卑ひ猥わいなビームは出ません！」

「だよね」とおれは相あい槌づちを打ち、「って、委員長！　前！　前！　壁迫ってる！」

「え？　──い、いやああああ～～～！」

　案の定である。今回もまたステージ４で残機を全て使い果たしてしまったようで、「ボスにすらたどり着けないなんて……」とコントローラーを手放し、うな垂れてしまった。

　……ったく、仕方ないな。

　おれは委員長の肩をポンポンと叩たたき、

「委員長。ほら、顔を上げて。おれがとっておきの情報を教えてあげるから」

「え？　とっておきの情報？」

「うん」とおれは真顔で頷うなずき、「実はこのゲームの二面のボスはね、アーケード版ではもっと際どい衣装を着てたんだよ。でも家庭用ゲーム機きに移植される際に露ろ出しゆつ度どの低い別のキャラに変更されてしまったんだ。で、このゲーム、後続の機種にも移植されたんだけど、メーカーも反省したのか、その後の移植ではアーケード版のキャラが復活。ただ残念なことに隠かくれ家がに置いてあるゲーム機に登場するのは露出度が低いほう……なんだよね」

「…………」

「がっかりだよね？」

「…………」

「がっかりにもほどがあるよね？」

「……はい」とようやく委員長が頷うなずき、「渋しぶ沢さわ君にはがっかりです。肝心なときに下ネタに走るなんて、最低と言う他ありません……」

「冗じよう談だんだってば。冗談。今のはとっておきじゃなくて単なる前座」

「まったく……」と委員長がため息一つで元の表情に戻り、「それで？　とっておきの情報とは一体なんなのですか？」

「あー、うん。期待させといて悪いんだけど、攻略情報の類たぐいじゃないんだ。委員長のプレイを横で見てたら悪い癖くせに気づいてさ」

「悪い癖ですか？」

「そそ」おれは新商品のヨーグルトソーダを一口飲み、「委員長は欲張りなんだよ」

「欲張り？　それは……渋沢君のことでは？」

「心外なことを言うね」

「事実だと思いますけど？」

「実例を挙げようか」おれは委員長の反はん撃げきを冷静に受け流し、話を続ける。「ついさっきのことだけどさ。委員長、ゲームオーバーになる直前に『私の赤ベルが～』って言いながら敵の群れに突っ込んでたよね？」

「そ、そうでしたっけ……」

「本末転倒って言葉の意味、知ってる？」

「う、ううっ……」

「委員長は『がめつさ』が３アップした！」

「ううううううっ～……」

「こういうこともあったよね。キノコを画面端まで追いかけた結果、上から降ってきた敵と接触しちゃったり、コイン集めに熱ねつ中ちゆうしすぎて途中でタイムオーバーになっちゃったり、殲せん滅めつが基本のスパ●タンＸで『このまま逃げ切ってみせます！』って威勢のいいことを言っておきながらあっさり敵に囲まれちゃったりとかさ。他ほかにも、何人か仲間が死んで、生き残ってる味方もＭＰが残り少ないのに、『せっかくですから、あの宝箱を開けてからダンジョンを脱出することにしましょう』って欲を出しちゃって。いざ宝箱を開けてみたらミミックでさ。即死魔ま法ほうであえなく全滅──ってなことが一昨日おとといあったよね？」

「……返す言葉もありません……」

　委員長がしゅんとしてしまった。どうやら反はん論ろんする元気すら奪ってしまったようだ。

「（ちょっとイジメすぎたかな……）」

　仕方ない。フォローしておくか。

「まあ、あれだよ。委員長は欲張りというか、思考が単純……いや、根が素直なんだよ。素直な人ほど開発者が仕掛けた罠わなに引っかかりやすいからね。でもさ、ゲームの開発者が頭を捻ひねって様々な仕掛けを用意するのは、プレイヤーに罠にハマって欲しいからだと思うんだよね。そういう意味では委員長みたいにバカ正直な……いや、素直なプレイスタイルは開発者冥みよう利りに尽きるんじゃないかな。初しよ見けん殺ごろしを一発で見抜くプレイヤーなんて憎たらしいだけだしね」

「……渋しぶ沢さわ君のことですね。その『憎たらしいプレイヤー』というのは……」

「ほう。言うね」

　なんだよ。せっかくフォローしてやったのに。ってか、意外に元気じゃないか、委員長。

「むぅー」

「（……ああ。これは不ふ貞て腐くされてるのか）」

「むううぅー」

　餌えさを頰ほお張ばるリスみたいに頰が膨ふくらんでいる。

　そうとうお冠のようだ。

　……まいったな。委員長って一度機き嫌げんを損ねると、どんなにおだてても、「そんなの噓うそに決まっています」とか「お世辞はけっこうです」とか意い固こ地じに振ふる舞まうからな。

「（んー。困ったなー……）」

　膨れっ面つらの委員長を横目で眺めながら黙もく然ぜんと対処法を練っていると、




「素直な委員長さん！　狡ずる賢がしこい渋沢さん！　お二人ふたりは表裏一体！　つまり、『（委員長さん＋渋沢さん）÷２』の公式を適用することによって、攻守に優すぐれたベストバランスなゲーマーが誕たん生じようするというわけです！」




　突然だった。ガラガラっと隠れ家の窓が勢いよく開き、不法侵入者よろしく、窓枠に飛び乗った秋あき葉ばが、「瑞みず穂ほちゃん参上！」と叫びながら変身ヒーローみたいなポーズを取った。

「あ、秋葉さん！　スカートが！　スカートの中の危険が危ないです！」

「──なんのっ！」

　秋葉が声を張り、ぴょん、と猫を思わせる跳ちよう躍やくを披ひ露ろうし、スカートをなびかせながら畳の上に華か麗れいに着地。スカートの中の危険は奇くしくも避けられた。

「お前、どこから入ってきてんだよ」

「えー？　用心のため、最初の一人ひとり以外は窓から中に入る、という法案が先日国会で可決したという話は噓うそだったんすかー？」

「ああ……そういや、そんな話してたっけ」

　あれ、結局、委員長に却下されたんだよな。渋しぶ沢さわ君の私利私欲（スカートの中を盗とう撮さつ）を満たしかねない欠陥法案をみすみす通すわけにはいきません！　って怒ど鳴なられて。

「それはともかく！　ともかくです！　今日きようのメインディッシュ！　合体プレイのお時間っすよ！　素直で実直な委員長さんと、策略家の渋沢さんが合体すれば恐いものなしっすよ！」

「──が、合体プレイ!?　わ、私と……渋沢君が……合体プレイ……？」

「ちなみに私の想定では、渋沢さんが上で、委員長さんが下です」

「渋沢君が上で私が下!?　そ、そ、そ、それは一体どのような状況なのですか？　私が下ということは……まさか!?　渋沢君が私の身体からだの上に重なる形に──」

「委員長？　何想像してんの？」

「……はにゅぅぅぅ～～～……」

「おーい？　委員長？」

「……ふゆぅぅぅぅ～～～～～……」
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「ダメだこりゃ……」

　おれは、やれやれ、と肩をすくめ、

「おい、秋あき葉ば。冗じよう談だんはほどほどにしておけ」

「すんまそーん」

「んで？　お前が言う合体プレイってのは本当はどんなプレイを指すんだ？」

「二人ふたりで一つのコントローラーを操そう作さするんですよぉー。必然的にぴったりとくっついてプレイすることになるでしょう？　だから合体プレイです」

「……それ、縛しばりプレイの間違いだろ……」

「実は、以前、お姉ねえちゃんと試したことがあるんですよ。ただ、一分も経たたないうちにお姉ちゃんがマジギレしちゃいましてね。『このカスが！』と私の脇わき腹ばらにコントローラーが突き刺さってゲームオーバーです。思った以上に有意義な時間が過ごせました」

「……このド変態が」

「てへ☆」

　秋葉が能天気に頰ほおを緩ゆるめ、

「渋しぶ沢さわさん？　もっと汚い言葉で罵ののしってくれてもいいんですよ？　歩く変態とか、妄想垂れ流しのキモ女とか。あとはそうですね、お前の笑顔えがおキモイんだよ！　とか。貴様のスリーサイズは商人ト●ネコと同じだ！　とか？　んー、ちょっとヌルイかもですねー。渋沢さん、どう思います？　やっぱりヌルイですか？　というか、私、今すぐ死ぬべきですかぁ？」

「……くっ……」

　こいつ、相変わらず扱いづらい。罵ば倒とうすればこの通り頰を緩めるし、だからといって無視したところで、「放置プレイも乙おつなもんですぅー」とかなんとか言って、結局、喜びに変換してしまうからな。正直、手に負えん。

「そういえば、渋沢さん」

「……あ？　今度はなんだよ？」

「さっき、教室を出るときに、西さい園おん寺じさんに呼び止められたんですけど、どういうわけか西園寺さん、一向に用件を切り出さなくてですね。何かの罰ゲームかなー、とワクワクしながらお座りして待ってたら、渋沢さんがどーのこーの言い出しまして。ちぐはぐな会話でしたが、どうも渋沢さんの動向を気にしているみたいでしたよ？　何か心当たりありますぅー？」

「西園寺がおれの動向を？」

「ですですぅ」

「心当たりと言われてもな……」

　おれは腕組みをし、なおも妄想を続ける委員長の後ろ姿に視し線せんを合わせた。

　……んー。んん～。んん～～？

　何か忘れてるような気がするな……。

　それも委員長に何か関係があるような……。

　はて？　なんだったっけ？







　　　◇２－２　西さい園おん寺じの憂ゆう鬱うつ







「よし、これはいける！　まだバリアも残ってるし、今回は武器もそろってる！　この調ちよう子しならコンティニューなしでの全クリも夢じゃないぞ！」

　おれは一いつ旦たん、スタートボタンを押してゲームを中断させ、手の汗をハンカチで拭ぬぐい、座っている位置を微び調ちよう整せいし、14型のブラウン管テレビを真正面に捉とらえた。

　委員長不在の放ほう課か後ご──

　何気なく遊び始めたＳＴＧが、思いの外上手うまく操そう作さできて、中ちゆう盤ばんまでほぼノーミス。後半に入り、さすがに何機きか失ったが、最終ステージの一つ前、六面攻略中に再び装備をフルまで回復できた。

「このままバリアを維持できればいけるな」

　おれは、モノラルテレビから発せられる軽快なＢＧＭの主旋律を口笛でハモリながらゲームを進めていく。この委員長お気に入りのパロディＳＴＧは著作権切れのクラシックが多用されていて、この第六ステージではメンデルスゾーンの「ヴァイオリン協奏曲ホ短調」とＪ・Ｆ・ワーグナーの「双頭の鷲わしの旗の下に」がメインＢＧＭとして使用されている。

「伏せ字さん！　今日きようはゆっくり休みな！」

　……おっと。妙な電波を受信してしまったようだ。今の発言は忘れて欲しい。

「この調子で最後まで一気に行くぜ！」

　その後、フル装備のまま六面のボスに挑み、無傷の勝利を飾ったおれは、休きゆう憩けいもほどほどに最終ステージの攻略にかかった。そして、中ちゆう盤ばんにさしかかったころ──

　──ガラガラガラ。

　背後で隠かくれ家がの扉が開く音がした。

　秋あき葉ばかな？　と思ったが、あいにく今は後ろを振り返る余裕などない。

「秋葉。邪じや魔ますんなよ」

　おれは前を向いたまま注意を促した。

　やかましいヤツだからな。予あらかじめ釘くぎを刺さしておかないと面めん倒どうなことになってからでは遅い。

「ねえ……」

「だから邪魔すんなって」

「ちょっと」

「うっせえ。話しかけんな」

「ちょっとってば！」

「黙だまれ、ドＭ女！　今すぐ帰宅しろ！」

「くっ……こ、この男は……」

　舌打ちのあと、ため息が宙を舞まった。

　反はん論ろんは返ってこない。

　ようやく大人おとなしくなったようだ。

　……と、思ったら、おれの目の前を人ひと影かげが横切り、

「死になさい！　このザザムシ！」

　暴ぼう言げんと共に前に突き出された人差し指が、なんの躊ちゆう躇ちよもなくテレビの電源ボタンを押した。

「あ、ああああああー！」

　ぷつん、と途と切ぎれる映像と音。

　おれは慌ててテレビの電源を入れ直したが、

「……し、死んでる……」

　ＳＴＧは一いつ瞬しゆんの操そう作さミスが死を招く。

　操作不能に陥ったのは、ほんの数秒のことではあったが、敵と接触するには十分な時間だったのだろう。おれは残ざん機きを一つ減らし、あらゆる装備を失った自分の分身を見つめながら、冷静に画面をポーズさせ、

「おい、秋あき葉ば！　突然何すんだよ！」

　今度は一転して、怒りを大だい爆ばく発はつさせた。

　ところが──

「ここにいない人の名前を呼ばれてもね」

「って……お前は……西さい園おん寺じ？」

「今ごろ気づいたの？」

　西園寺奏かな恵えは生ゴミでも見るような目で、おれをチラッと睥へい睨げいしたあと、比較的素早すばやい足取りで窓際に移動した。単におれが嫌いということもあるのだろうが、西園寺は教室などでも、男子と話すときはこれくらいの距きよ離りを置く。

　……露ろ骨こつだよな。そんなに男が嫌いか。

「んで？　なんの用だよ？」

「進路調ちよう査さ票ひよう」

「もう提出したぞ」

「あなたの進路なんてどうだっていいのよ」

「……だろうな」

「早はや坂さかさんのことよ」

　西園寺は立ったまま腕組みをし、若干、脚を交差させた。偉そうなポーズである。

「あなたが報告に来ないから」

「報告？」

「早はや坂さかさんに探りを入れて、真相をつかんだらその日のうちに、いえ、五秒以内に私に報告するように……と釘くぎを刺さしておいたはず」

「五秒以内は無理だろ。ってか、そんな約束してないと思うんだが？」

「したわ」

「してない」

「したわ！」

「してないだろ！」

「し　た　の　よ」と西さい園おん寺じが魔ま王おう級きゆうの威圧感を放ちながらおれを睨にらみつける。だがこの程度の睨み合いで動じるおれではない。

　不毛な争いだと感じたのか、「ふん……まあいいわ」と西園寺が先に顔をそらし、

「あなたが一向に報告しに来ないから、私自ら早坂さんから真相を訊きき出してみたのよ」

「ほう」

「早坂さん、大学に進学するそうね」

「みたいだな」

「……でも……」

「でも？」

「早坂さん、こうも言っていたわ。『私、大学を卒業したらゲーム関係のお仕事に就つくつもりです』と。……ねえ？　一体どういうこと？」

「おれに訊かれても困る」

「ふざけないで！」西園寺が声を荒げながら激はげしく畳を踏み鳴らし、太ふと股ももをぷるるんと震ふるわせた。「どうして早坂さんほどの人がゲームなのよ！　もっと他ほかにあるでしょう！　早坂さんに相応ふさわしい職しよく業ぎようが!?」

「お、おいおい。お前、職業に貴き賤せんなしっていうことわざを知らないのか？」

「興きよう味みないわ」

「……興味ないって……」

　こいつ、酷ひどいな。いろいろと。

「職業差別はいかんだろー」

「あなた、何か勘違いしているようね？」

「勘違い？」

「先ほどの私の発言に、ゲームを作っている人たちを蔑さげすむ意図はないわ。私はね、向き不向きの話をしているの」

「はんっ。お前に委員長の何がわかんだよ」

「自分ならわかるとでも？」

　西さい園おん寺じがキッとおれを睨にらむ。いつ殴りかかってきてもおかしくない雰囲気だ。

「どうせ、あなたがよからぬ知ち識しきを早はや坂さかさんに与えたのでしょう？」

「さっきからイチャモンばっかだな、お前」

「その『お前』って呼び方、止やめてくれない？」

「じゃあ、なんて呼べばいいんだよ？　西園寺さんか？　それとも奏かな恵えさんか？」

「……どっちも却下」

「なんでだよ！」

「吐き気がするからよ」

「あー、そーですか！　だったら遠えん慮りよしないで思いっ切り吐いちまえよ！」

「……下品な男」

「はっ！　この程度で何が下品だ！」

「十分下品じゃない」

「……くっ……こいつは……」

　話が一向に進まないじゃないか。というか、話の本筋がよくわからなくなってきたぞ。

「（こいつ、おれ以上に捻ひねくれてやがるな）」

　……ったく、仕方ない。先に折れるのはちょっと癪しやくだが、ここは大人おとなの対応ってことで、こちらから歩み寄ってやるか。このままじゃ埒らちが明かないからな。

「西園寺。おれとお前の間には地獄よりも深い溝がある。まずはこれをなんとかしよう」

「永遠に埋まらない溝ね」

「そう言うなって。ほんのちょっとでいいから埋めよう。話はそれからだ」

「嫌いやよ。死んでも嫌」

「埋めろ！　じゃなきゃ押し問答が永遠に続くだけだろうが！　少しは大人になれ！」

「ふん」

　西園寺がバカにしたように鼻で笑う。譲じよう歩ほする気など毛ほどもないようだ。

「溝を埋める気がないのならこれ以上何を話しても進展は望めないぞ。とっとと帰れ」

「……あなたは──」

　とつぶやきながら西園寺が窓際から一歩離はなれた。不ふ機き嫌げんな声色は相変わらずだが、おれを見つめる目に真剣さが宿ったような気がした。

「あなた、不良のくせに、どうして優ゆう等とう生せい代表の早坂さんに肩入れするの？　ここでは一緒にゲームで遊んでいるだけで、早坂さんと特別な関係にあるわけではないのでしょう？」

「ああ。付き合ってるわけじゃない」

「…………ま、まさか……このゲス男、早坂さんに恋愛感情が……」

「ゲス男って言うな。傷つくだろ」

「実際のところどうなの？」

「勝手に想像して勝手に気味悪がってろよ」

「怪しいわね。実に怪しいわ」

「……しつこいぞ、お前」

　おれはゲームの電源をパチンと切り、その場から立ち上がった。西さい園おん寺じと恋バナなんて冗じよう談だんじゃない、と口を歪ゆがめながら。

「な、何よ？」

「帰るんだよ。誰だれかさんがしつこいから」

　そう言って壁かべ際ぎわに置いてあるショルダーバッグを両手で持ち上げる。

「何よ？　逃げるつもり？」

「……お前さあ。もうちょっと肩の力抜けよ。教室じゃ、お堅い委員長だって、ここではいつもリラックスムードだぞ？」

「だから何？」

「………………ハァ……」

　こいつ、いちいち反はん論ろんしてくるな。

　……ったく、鬱うつ陶とうしい。

「あー、つまり、あれだ、あれ……。委員長は毎日ここで、その日、失った英気を養ってるんだよ。レトロゲームで遊ぶことで。委員長、この間、言ってたよ。レトロゲームとの付き合い方がわかってきたって。以前よりも勉強に身が入るようになった、とも言ってたな。実際、この間の実力テスト、断トツで一位だったみたいだからな。……なあ？　そうだろ？　二位の西園寺ちゃん？」

「……なっ……」

　──二位の西園寺ちゃん。

　西園寺にダメージを与える上で、これ以上の貶けなし言葉は存在しないだろう。入学以来、ずっと二位に甘んじてきた西園寺。嫌いな男に『ちゃん付け』で名前を呼ばれる屈辱……。我ながら最低な罵ののしり方かただと思う。だけど、こいつにはこれくらい言っても罰は当たらないだろう。

「……ふ、不良のあなたに成せい績せきのことでとやかく言われたくないわ！」

「はは。そりゃ、ごもっとも」

　おれは半笑いを浮かべながら、両手で持ち上げたショルダーバッグを肩にかけた。

「ま、ともかくさ。今の委員長からレトロゲームを奪うのだけは勘弁してやってくれよ」

「誰もそんなことは要求していないわ。する気もない。……私はただ、早はや坂さかさんがまっとうな道から足を踏み外しやしないか……と心配しているだけよ」

「心配？　委員長のことを？　お前が？」

「……は、早坂さんには……常に万全の態勢で試し験けんに臨のぞんで欲しいと思ってて……。そ、それだけよ。他意はないわ……」

　西さい園おん寺じが上うわ擦ずった声でつぶやく。

「そうかそうか」

　西園寺が動揺するなんて珍しいな。しかも、バレバレの噓うそまでついちゃって。というか、西園寺って本当は委員長と仲よくしたいんじゃないのかな。……うーん、そんな感じに見えるんだけどなー。どうなんだろ。

「まー、委員長はあれでけっこうしっかりしてるからさ。そういう心配は無用だと思うぞ」

「諸悪の根源が何をほざいているのかしら」

「ほー？　諸悪の根源とな？」

「不ふ穏おん分子とも言うわ」

　そう言いながら西園寺が扉の前に移動する。

「ん？　なんだよ、急に？　帰るのか？　人には『逃げるの？』とか言っておいて」

「……決めたわ」

「は？　決めた？」

「……そう。決めたわ」

　西園寺はおれに背中を向け、目の前の扉を片手で横に滑らせた。そして、「決めたわ」という言葉の意味をおれに伝えることなく部へ屋やを出ていった。一体何を決めたというのか。

　──ぴしゃり。

　扉が勢いよく音を立てて閉まった。

　一人ひとり取り残されたおれは、「なんなんだよ」と不満の声を無人の空間に響ひびかせた。

『……決めたわ』

　西園寺の言葉の真意は──

　翌週の月げつ曜よう日び、委員長がこの場にやってきた直後に判明する。







　　　◇２－３　立場逆転







　月曜日の放ほう課か後ご、某有名百ひやく姓しよう一いつ揆きゲームを委員長と協力プレイしていると、

「（渋しぶ沢さわ君……）」

　委員長が小声で話しかけてきた。

「（……何？）」とおれも声をひそめる。

「（西園寺さんのことです……）」

「（ああ……）」

　おそらく委員長は、「どうして西園寺さんは私たちに混ざろうともせず、仁に王おう立だちのポーズでこちらを睨にらんでいるのですか？」と言いたいのだろう。もっともな疑問である。

　西さい園おん寺じが現れたのはほんの数分前のこと。委員長は、「なんとしても、西園寺さんにレトロゲームの素晴すばらしさを伝えなければ！」と以前から意気込んでいたので、西園寺の来訪を喜び、「どうぞ、ここに座ってください」と言って色あせた座布団を差し出した。ところが西園寺はそっけなく、「私のことは気にしないで」と畳の上にはあがったものの、座布団に腰を下ろそうとはせず、先週現れたときと同じように窓際に陣取り、立ったまま腕組みをした。西園寺が放つ異様な雰囲気に気け圧おされたのか、委員長は最初の一声以降、仁に王おう立だちの西園寺に声をかけることができずにいる。

「（たぶん、おれが委員長に妙なことを吹き込まないか監かん視ししてるんだろうな……）」

　この間、去り際に『決めたわ』と言っていたのはおそらくこのことだったのだろう。まったく面めん倒どう臭くさい女だぜ……。

「ねえ」

　それまで一言も喋しやべることなく、おれたちを監視していた西園寺が突然口を開いた。

「はい？　どうしましたか？」

　珍しく１Ｐを操そう作さしている委員長が、スタートボタンを押して画面をポーズさせ、西園寺のほうを振り返った。

「さっきからプレイしている、そのゲームは一体なんなの？　代り映えのしない音楽が延々と続いているようだけれど……」

「百ひやく姓しよう一いつ揆きです」

「……百姓……なんですって？」

「ですから百姓一揆ですよ。お百姓さんの食しよく糧りようまで年ねん貢ぐとして納めるよう強要する強欲な悪代官に痺しびれを切らした二人ふたりのお百姓さんが反旗をひるがえし、敵側が送り込んでくる忍者を倒しながら悪代官のいるお屋や敷しきを二人で目指すのです」

「……そ、そう……」

　西園寺が目を細めながら下を向く。わけがわからない、とでも言いたげな顔をしている。

「渋しぶ沢さわ君。再開しますね」

「うん」

　委員長がポーズを解除する。おれは前ぜん衛えい役やくを務める委員長に敵を任せ、さりげなく西園寺の様よう子すをうかがった。すると、「ギロッ」と不ふ機き嫌げんな睨みが即座におれを射い竦すくめた。

「早はや坂さかさん」

　と、西園寺が間かん髪ぱつ入いれずに再びちょっかいをかけてきた。

「今、葉っぱみたいなものを取ったら、操作しているキャラクターが二人に分身したように見えたんだけど、どうして一般人である百姓が分身の術を使えるの？　普通に考えて分身ができるのは敵である忍者のほうなんじゃないの？」

「そういえばそうですね……」と委員長が首を傾かしげ、「渋しぶ沢さわ君、どういうことなのでしょうか？　なぜお百ひやく姓しようさんが分身の術を？」

「ああ、それはね……」

　知るかよ！　と声を大にして叫びたいところだが……いい屁へ理り屈くつを思いついた。西さい園おん寺じに嫌味いやみを言われるのはごめんだし、ここはちゃんと解答を示しておこう。

「実は主人公たち、元忍者なんだよ」

「元忍者？」

「そそ。元忍者だから分身の術が使えるんだ」

「……噓うそっぽいわね」西園寺が速攻でイチャモンをつけてきた。「ゲス男のことだから、どうせ口から出まかせでしょう？」

「おれのあだ名、『ゲス男』で決定かよ……」

「クズ男のほうがよかったかしら？」

「どっちもごめんだ！」

　くそっ、バカにしやがって！　腹いせに、想像の中で酷ひどい目に遭わせてやる！　シチュエーションは……そうだな。大事なところに穴の開いた体たい操そう着ぎを着てもらって、おれの目の前でストレッチ体操でもしてもらおうか。「どうして私がこんなことを！」と文句を言いながら赤ら顔で前屈をする西園寺──

「（……うむ。悪くない。悪くないぞ……）」

「渋沢君？　何をニヤニヤしているのですか？」

「……べ、別に……なんでもないよ……」

「本当ですか？」

「……ほ、本当だって……」

「顔に噓と書いてあるように見えます」

　否定すればするほど委員長がおれに顔を近づけてくる。ドキドキする、という意味では西園寺の睨にらみよりもずっと強力だ。

「──ちょっと！」

　委員長からの追及を避けていると、仁に王おう立だちの西園寺が「ドン！」と壁かべを叩たたいて強引におれたちの注目を集めた。

「あなたたち……ちょっとくっつきすぎよ。もっと離はなれなさい。二メートル……いえ、最低でも五メートルは離れるべき」

「お前、ムチャクチャ言うな……」

「そうですよ、西園寺さん。この部屋へやは四畳半なのですから、五メートルも離れるのは物理的に不可能ですよ」

「……ふん」

　西さい園おん寺じがプイっとそっぽを向く。都合が悪くなるとすぐにこれだ。でも、おれに対しては屁へ理り屈くつを無理にでも押し通そうとする西園寺も、委員長の言葉には、無む闇やみに嚙かみついたりはしないようだ。

「（この場は委員長だけが頼みの綱つなだな）」

　西園寺は、その後もあれやこれやと難なん癖くせを付けてきた。たとえば百ひやく姓しよう一いつ揆きゲームに引き続き、委員長が愛してやまない某有名ＲＰＧのシリーズ四作目で遊んでいると、

「さっきから民家に、無断で侵入しているようだけど、それって道義的にどうなの？」

　とＲＰＧのお約束にケチをつけてきた。

「あ、それはですね──」

　笑顔えがおを浮かべながら西園寺の疑問に答えを返したのは、おれではなく委員長だった。

「たしかに不法侵入は犯罪なのですが、民家に押し入って住民のみなさんに咎とがめられたことは一度もないので、おそらくノックなり挨あい拶さつなりして、ちゃんと許可をもらってから、中に入っているのだと思います。……というようなことを渋しぶ沢さわ君が以前話していました。たしか手帳にも書き留めたはずです」

　そう言いながら手帳を取り出す委員長。

「渋沢君？　覚えていますか？」

「ああ。言った言った。覚えてるよ」

　おれが、うんうん、と頷うなずくと、

「でもさっき入った民家の中には誰だれもいなかったじゃない。住人が留守だったら許可なんて取れないはずよ。違う？」

「だ、黙だまれ」おれは身体からだを捻ひねって西園寺のほうを振り向き、「いちいちお約束にケチつけてんじゃねーよ。大人おとなげないんだよ」

「ふーん？　早はや坂さかさんも過去に私と同じような疑問をあなたにぶつけたんでしょう？　だったら大人げないのは私だけではないわね」

「お前の疑問と委員長の疑問は性質が百八十度違うんだよ。一いつ緒しよにすんな。ってか、お前のは疑問じゃなくて単なる嫌いやがらせだろうが」

「なんですって？」

　西園寺がこれ以上ないくらい目を吊つり上げた。

　おれも対抗意い識しきを燃もやし眼がん光こうを輝かがやかせる。

「二人ふたりとも、喧けん嘩かはダメですよ。仲よくしてください」

　睨にらみ合あいが始まってまもなく、平和主義者の委員長が紛争地帯に飛び込んできた。喧嘩じゃないよ、もはや戦争だよ、となおも睨みを利かせていると、

「何が戦争よ。バカみたい……」

　と西園寺があっさり引き下がった。委員長に注意されたから引いたのかもしれない。

「（おれには反発しかしないのに……この違いはなんなんだよ）」

　と、まあ──

　この程度は序の口に過ぎない。

　西さい園おん寺じの無粋な突っ込みは他ほかにも、「どうして『やくそう』を一つ買うのと、宿屋に団体で一泊する代金がほとんど変わらないのよ？」というＲＰＧの物価に関する突っ込みや、「『あそびにん』なんて職しよく業ぎようはこの世に存在しないわ。無職の間違いじゃないの？」という同じくＲＰＧに対する突っ込み。指摘はゲーム外にも及び、「早はや坂さかさんのプレイを……人の失敗をあざ笑うなんて最低ね」とおれのリアクションにまでケチをつけ始め、終しまいには、「全部、ゲス男のせいよ。世界が平和にならないのも、私の苛いら立だちが収まらないのも……！」とあらゆる事象の責任をおれに押しつけるに至った。

　──いい加減にしろよ！

　五時半を回ったころ、ついに我慢の限界に達したおれは、内心の怒りを爆ばく発はつさせ……ようとしたのだが、

「西園寺さん……」

　その前に委員長が腰を上げ、

「ここに座ってください……」

　と言って西園寺の目の前に色あせた座布団をポイっと雑に放った。

「……は、早坂さん？」

「いいから座ってください！」

「……は、はいっ」

　西園寺の声が思いっきり裏返った。まるで教師の怒声に怯おびえる小学生のようだった。

「お説教の時間です」

「……お、お説教……？」

「西園寺さん？　誰だれが脚を崩してもいいと言いましたか？　正座です！　正座！」

「…………す、すみません」

　しょんぼりしながら姿勢を正す西園寺。話し方もいつの間にか敬語になっている。

　──何この展開……。

　おれは足音を立てずに壁かべ際ぎわへ移動し、そこから二人ふたりの様よう子すを見守ることにした。

「私は期待していたのです」

　委員長のお説教は落ち着いたトーンの声から始まった。

「西園寺さんは、私と渋しぶ沢さわ君が遊んでいるレトロゲームに逐一疑問を投げかけてきました。私はそれを見て、もしかしたらレトロゲームに興きよう味みを持ってくれたのかも……と期待感を抱いたのです。しかし、西園寺さんの疑問は次第に理不尽で粘着質的なものに変わっていき、最終的にゲームとはなんら関係のない、渋沢君個人への人格攻こう撃げきにまで発展しました……」

　視し線せんが、委員長の視線が、西さい園おん寺じを真正面に捉とらえた。お説教はなおも続き、

「西園寺さん、渋しぶ沢さわ君のことを何度も何度も『ゲス男』と呼びましたよね？　たしかに渋沢君は捻ひねくれていますが、完全に性しよう根ねが腐っているわけではなく、まだ真人間として復活できる可能性が……更生の余地が残っているのです。ですから、現段階で渋沢君のことを『ゲス男』と呼ぶのは誤りなのですよ。誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようでしかないわけです。……西園寺さん？　私の言っていることがわかりますか？」

「……え、ええ……」

「返事は『はい』です」

「……はい」

「ちゃんと反省していますか？」

「……はい」

「では渋沢君に謝あやまってください」

「……そ、それは……」

「それは？」

「………………」

「それはなんです？　西園寺さん？」

「…………っ！」

　ささっと。俊敏な野生動物のような動作で、西園寺がその場から立ち上がった。危害を加えられるとでも思ったのか、委員長が「ひゃっ」と小さな悲鳴を漏らし、半歩後ずさった。

「………………っ」

　西園寺は何か言いたげな顔で、委員長を見つめていたが、すぐに回れ右をし、入り口で上うわ履ばきを突っかけ、扉に足をぶつけながら隠れ家を飛び出していった。

　……すげぇ、慌てっぷりだな。

　おれは西園寺が開けっぱなしで出ていった扉を閉めるため、入り口に向かった。

　──バタン……。

　静かに扉を閉めると、

「……はぁ……」

　その直後、委員長のため息が宙を舞まった。

　おれは振り返り委員長を視界に入れ、

「（ん？　気落ちしてる？　ついさっきまではお説教モードだったのに……）

　あれかな。ちょっと言いすぎたかも、って反省してるのかな。

「おーい。委員長」

　おれは背中を丸めて俯うつむいている委員長に軽いノリで声をかけた。

「………………」

　しかし、委員長は下を向いたまましばらく顔を上げようとしなかった。







　　　◇２－４　三者三様の悩み







　翌日の放ほう課か後ご、暗い顔で隠かくれ家がの敷しき居いをまたいだ委員長は、「渋しぶ沢さわ君……」と消え入りそうな声を発しながらおれの隣となりに腰を下ろした。

「まるで通夜か葬式みたいだね」

「……はい」

「ん？　肯定？」

「……はい」

「壊こわれたレコードですか」おれは内心で言葉を選び、「委員長って巨乳だよね」

「……はい」

「何カップだっけ？　Ｃカップくらい？」

「……はい」

「（リアクション変わんねぇし……）」

　あ、そうだ。エロネタがダメなら──

「おきのどくですが、ぼうけんのしょ１ばんはきえてしまいました……」

「……え!?」委員長が目を見開いた。「そ、それは困ります！　困りますよ！」

「ザオ●ル成功」

「へ？」と委員長が口を半開きにさせる。

「正せい確かくには疑似ザオ●ル」

「なんの話ですか？」

「独り言だよ」おれは小声でつぶやき、「そんなことよりも、話があるのは委員長のほうなんじゃないの？」

「……あ、はい」

　委員長が口元を引ひき締しめ、

「そ、その……昨日きのうの西さい園おん寺じさんとの一件で、ちょっと思うところがありまして……」

「やっぱりそれか」

　そんな気はしてたんだ。今日きようは朝から元気がなかったし、時折、西園寺の様よう子すをうかがっているようだったから。

「どうせ委員長のことだから、『あの程度のことで怒ど鳴なりつけるなんて大人おとなげなかった』とか思ってるんだろうけど、まったく気にする必要はないよ。だって昨日の一件は、どう考えたって西さい園おん寺じの態度に問題が──」

「──渋しぶ沢さわ君、違います」

「ん？」

「そうじゃありません。私が気にしているのはそういうことではないのです」

「え？　違うの？」

「はい」と委員長が神妙な顔で頷うなずき、「私は何一つとして間違ったことは言っていません。間違っているのは西園寺さんのほうです」

「あ、うん。おれもそう思うよ」

「ただ、もっとスマートな諭さとし方かたがあったのではないかと、反省すべきことが私にもあるのではないかと……そんなふうに思うのです」

「なるほど。委員長らしいね」

「正せい論ろんは時に人を傷つけますから」

「んー、でもさ、それだってまったく気にする必要はないと思うよ？　西園寺はああいう性格だし、優やさしい言葉で諭したところで、たいした効果はないよ。ああいうときはビシッと怒ど鳴なりつけるのが正解。昨日きのうの委員長の対応はパーフェクトだよ」

「そう……ですか？」

「そうだって」

「……で、ですが、西園寺さんが怒って帰ってしまったのは事実なわけで……」

「『逃げ帰った』の間違いじゃない？」

「つまりですね……」

　おれの突っ込みの声は、委員長には届かなかったようで、

「西園寺さんと仲直りするためにも、なんらかのアフターフォローが必要なのではないかと思うわけです」

「甘い。委員長は甘いよ。大甘だ」

「……そ、そんなことは……」

「あるよ」おれは自分の声を委員長の言葉にかぶせ、「さっき、『間違っているのは西園寺さんのほうです』ってはっきり言ったよね？　だったら西園寺に歩み寄っちゃいけないよ。自分の意見を曲げたことになる」

「わ、私は……そんなつもりは……」

「西園寺はそう思わないかもしれない。委員長が先に折れたら、『私は間違っていない！』って開き直るかもよ？」

「あぅ、それは……困ります」

「うん。だから今は放っておくのがベスト」

「ベストですか……」

　委員長が溶けたアイスクリームみたいに、ふにゃふにゃ、と脚を崩す。

「ま、神経の図太い西さい園おん寺じのことだから、ほとぼりが冷めれば、またひょっこり顔を出すよ」

「だといいのですが……」

「暗いなー。もっと前向きに考えようよ」

　おれはそう言いながらゲーム機きにカセットを差し込む。

「委員長。ほら、ゲームで遊ぼうよ。気持ちを切り替えてさ」

　元気出して、と励ましながら委員長の手元にコントローラーを差し出す。すると──

「渋しぶ沢さわ君……」

　と言って委員長が顔をしかめ、

「今日きようはお勉強日です」

「……ちっ……気づきやがったか……」

「やはり確かく信しん犯はんでしたか。危うく騙だまされるところでした……」

　委員長が地味なトートバッグから勉強道具一式を取り出す。一いつ緒しよに手帳も引っ張り出し、「忘れないうちにメモしておかなければ」と言いながらおれの悪事を記き録ろくし始めた。

「（行けると思ったんだけど……残念）」

　気持ちの整せい理りがついたのか、その後の委員長はいつも通りだった。おれは早はや坂さかちひろ先生の指し導どうの下、数学の問題集を山ほど解くハメになった。




「それでは渋沢君。また明日あしたです」

　午後五時五十五分──

　委員長が一足先に隠かくれ家がを出ていった。たいていの場合、おれが最後に隠れ家を出ていくことになるのだが、稀まれに逆の場合もある。いずれにしても委員長と一緒に帰宅するわけにはいかない。別行動なのは行きも帰りも同じである。

「さてと。棚の整せい理りでもして時間潰つぶすか」

　ミニテーブルの前で胡坐あぐらを搔かいていたおれはゲームソフトや雑誌などが収められている棚の前に四よつん這ばいで移動した。

「……ん？」

　タイトルを確かく認にんしつつ、ゲームソフトを五十音順に並べ直していると、部屋へやの奥にある押し入れの襖ふすまが「カタン」と音を立てた。

「な、なんだ……今の音？」

　一いつ瞬しゆん、硬直したおれは右手で握っていたゲームソフトを棚の中に戻し、押し入れのほうに身体からだごと向き直った。

　と、そのときだった。

　──ガラ……ガラ……ガラ……。

　押し入れに全神経を集中させていると、不意打ちとばかりに、今度は背後、隠かくれ家がの扉が控え目な音を立てた。委員長が戻ってきたのだろうか、と視し線せんを背後に送ると、

「……お前は」

　髪の長い女が戸口の前に立っていた。

　委員長ではない。西さい園おん寺じだ。

「その……早はや坂さかさんが……昇降口を出ていくのが見えたから……」

　そう言いながら中に入ってきた。

「ああ……」

　おれは相あい槌づちなのかなんなのか自分でもよくわからないリアクションを返し、とりあえずその場で胡坐あぐらを搔かいた。だからなんだよ？　とは言い返せる雰囲気ではなかった。西園寺があまりにも暗い顔をしていたから……。

「……っ」

　何か言いたげな顔をしている西園寺は、畳の上にあがり、下を向いたまま窓際まで歩き、壁かべを背にして腰を下ろし、膝ひざを抱えて丸くなった。窓から射さし込む夕日の残光が西園寺の身体からだの半分を赤く照らしている。窓越しでも冷たい空気が伝わってくるのか、西園寺は時折、ブルッと身を震ふるわせた。

　しばらく経たって、「……ねえ」と西園寺が膝の上に乗っけた顔を斜めに傾け、教科書やプリント類が置きっぱなしになっているミニテーブルを顎あごで示し、

「それ……何？」

　と横目でおれに疑問を投げかけてきた。

「今日きようは『お勉強の日』なんだよ」

「……お勉強の日？」

「ゲームで遊んでるのは月・水・金だけなんだよ。火か曜よう日びと木曜日はお勉強の日。そういうルールがここにはあるんだよ」

「……そう」

「委員長、何がなんでもおれを真っ当な男子高校生に変身させたいみたいでさ。ほら、そのテーブルの上に何枚かプリントがあるだろ？　それ、全部委員長の手作りだよ、手作り。よくやるよなぁ。おれみたいなろくでなしのために」

「そう思っているのなら、さっさと更生しなさいよ……」

「あーあー、聞こえなーい」

　と言いながらおれは耳を塞ふさぐ。

「……この男は……」

　途端とたんに西園寺の口の端が吊つり上がる。

　しかし、それもすぐに元に戻り、

「…………はぁ……」

　とほんの一時間前に委員長が見せたものと同種のため息を吐き出した。
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「（ったく。面めん倒どうくせぇ、女だな……）」

　おれは胡坐あぐらを搔かいたまま西さい園おん寺じを横目で捉とらえ、

「お前が何を気にしてるのかは知らんが、委員長なら怒ってないぞ」

「……え？」

「だから怒ってないって」

「……そ、そう……」

「むしろ後悔してた。もっと上手うまい諭さとし方かたがあったんじゃないかって」

「………………っ」

　西園寺が目を閉じる。膝ひざを抱えたまま。

　一分くらいそうしていただろうか。西園寺はおれの「んんっ」という咳せき払ばらいに呼応するかのように目を開け、その場からのそのそと立ち上がり、「……帰るわ」と言って入り口で上うわ履ばきを突っかけた。そのまま去るかと思ったら、おれのほうを振り返り、

「明日あしたは……」

「ん？　明日？」

「な、なんでもないわ……」

　慌てて首を振る西さい園おん寺じ。

　おれは、なんだかなー、と思いながら、

「明日あした、顔出せよ」

「……え？」

「じゃないと委員長が元気出ない。調ちよう子し狂うんだよ。だから来い。んで、委員長と仲直りしろ」

「……あ、あなたに言われなくても……」

「わかってる？」

「当然じゃない。……小学生じゃあるまいし」

　西園寺が、バカにしないでよね、とでも言いたげな顔でおれを見据えた。夕日の残光のせいかもしれないが、頰ほおが若じやつ干かん赤く染まっているように見えた。

「……帰るわ」

　西園寺が目の前の扉を片手で開く。今度は動作に迷いがなかった。

「ったく……なんでおれがこんな役回りを」

　西園寺が立ち去ったあと、自然とそんな愚ぐ痴ちが口からこぼれた。まさか敵に塩を送ることになろうとは……。しかし、これはこれでよかったのかもしれない。結果的に委員長と西園寺の喧けん嘩かを仲裁できたのだから。

「こういうのは神経使うなあ……」

　ともかく──

　あの様よう子すなら、じきに仲直りできるだろう。

「ふぅ……」

　おれは安あん堵どのため息を吐き出し、その場から腰を上げた。と、その数すう瞬しゆん後ご……。

　──カタン。

　気を緩ゆるめたのも束つかの間ま、先ほどと同様に背後の押し入れの襖ふすまが音を立てて震ふるえた。おれは「うわっ」と声を発しながら後ろに飛とび退のいた。

　その後、襖を見上げていると……。

　ガタガタ……ガッターン──っ！

　突然、押し入れの襖が外れ、中から人が飛び出してきた。畳の上に倒れた薄うすい襖にドスンと音を立てて不時着したのは秋あき葉ばだった。

「び、びびった……」

　ってか、こいつは──

「あふぅー。お尻しり痛いっすー」

「……お前……何やってんだよ？」

「あ、渋しぶ沢さわさん。ちーっす」

　お尻しりを擦さすりながらおれを見上げる秋あき葉ば。

　能天気にもほどがある。

「だからなんで押し入れの中に？」

「それはですねー」と言いながら秋葉がゆっくりと身を起こし、「あっし、今日きようは隠かくれ家がに一番乗りだったんすよー。で、暇だったから押し入れの中を漁あさってたんですがー、上の段の奥のほうに私の身体からだがぴったりフィットする場所を発見しましてねー」

「……ほう」

「最近寒くなってきたじゃないですか？　だから、その私の身体がぴったりと納まるプライベート空間で暖を取っていたんですけどぉ、いつの間にか眠っちゃいましてぇー」

「…………ほう」

「そして飛び出す瑞みず穂ほちゃん」

「飛び出すな」

　ニコニコしやがって。何が面おも白しろいんだか。

「そんなことよりも渋しぶ沢さわさーん。私の相そう談だんにも乗ってくださいよー」

「……はあ？」

「今日は委員長さんに西さい園おん寺じさんと、悩み相談に大忙しだったじゃないですかー」

「寝てたんじゃなかったのか」

「ところどころ起きてましたー」

「……悩み相談ねぇ」

　おれは倒れた襖ふすまを両手で持ち上げ、

「お前、悩みとかあんの？」

「ありますよー」

「どんな」

　言いながら襖を押し入れにハメ込む。

「実は自分……胸が小さくて──」

「──さて、帰るか」

「いやーん」

　秋葉が追いすがってきた。

「おい！　しがみつくな！　鬱うつ陶とうしい！」

「私も委員長さんみたいにボインボインになりたいっす！　巨乳キャラになりたいっす！」

「ああもう！　妙なオチつけやがって！」

　おれは腰にしがみついて離はなれようとしない秋葉を振り払おうと何度も額ひたいをチョップした。

「あふん☆」

　……そして喜ぶ瑞穂ちゃんってか。

　まったく──

　委員長を相手にするだけでもけっこう大変だってのに、秋あき葉ばと西さい園おん寺じまで加わったら……。

「んもー。渋しぶ沢さわさんのいけずぅー。いいじゃないっすかー。相そう談だんに乗ってくださいよー。前世では恋人同士だったじゃないですかー」

「……知らん知らん」

「ちゃんとお礼しますからー」

「お礼だって？」

「Ａコースが『ドラ●エⅡのエンディング曲をⅡコンのマイクで熱ねつ唱しよう』、Ｂコースが『バルー●ファイトを片手プレイ。自分の風船が一つ割れるたびに使える指が一本ずつ減っていく』、Ｃコースが『霊れい●道どう士しをノーダメージクリア。敵の攻こう撃げきを一発でも食らったら渋沢さんに頸けい動どう脈みやくに嚙かみつかれてキョ●シー化してしまう』、さらにＤコースは──」

「……お礼の意味わかってんのかよ」

　こうして今日きようも騒さわがしい放ほう課か後ごが幕を閉じる。

　日増しに騒がしくなっているような気がするが、たぶん気のせいではない。
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　　　◇３－１　冬はこたつにみかんだね







　昼休み、屋上でパンをかじっていると、秋あき葉ばからメールが届いた。

【例のアレをゲットしたので、今日きようの放ほう課か後ご、隠かくれ家がにお届けいたしますデス！】

　なんだよ、例のアレって……。

　件名に『連絡事項』と書いてあるから、おそらく他ほかの隠れ家のメンバーにも同じような内容のメールが送られているはずだ。秋葉の心情的には「ぜひぜひ！　放課後は隠れ家に！」ということなのだろう。

「隠れ家にお届けってことは……」

　レトロゲーム関連の何か。普通に考えてゲームソフトの線せんが濃のう厚こうだが、秋葉はマゾゲーとか即死ゲーが大好物だからな……。期待はしないでおこう。

　──ぶぅー、ぶぅー。

　携帯電話をポケットにねじ込み、再び寒空の下でパンをかじっていると、

【先ほど秋葉さんから届いたメールに、『例のアレ』と書いてあったのですが、渋しぶ沢さわ君は何か心当たりがありますか？】

　今度は委員長からメールが届いた。

【さっぱりだよ。ま、秋葉のことだから、おれたちの興きよう味みを引くために、思わせぶりな表現を使ったんじゃない？】

　ささっと文字を打ち返信する。

　そのわずか数秒後──

「ん？　やけに返信早いな？」

　再び携帯電話を開くと、

【秋葉瑞みず穂ほが変なメールを送ってきたわ】

　送信者の欄らんに『ｆｒｏｍ西さい園おん寺じ』と書いてある。言葉足らずな文章だが、おそらく言いたいことは委員長と同じだろう。

　おれはかじかむ手で文字を打ち、

【秋葉は言語感覚が独特なんだよ。あまり気にしないほうがいい。それより、今日はどうするんだ？　隠れ家に来るのか？】

　最後に質問を添えてメールを送り返した。正直、返事は期待していなかったのだが、

【気が向いたら】

　短い文章ながら、ちゃんとリアクションが返ってきた。

「たった六文字かよ……」

　おれはさらにメールを送り、

【委員長とは仲直りしたんだよな？】

【したわ】

【だよな。お前、隠かくれ家がにはちっとも顔を出さないけど、最近よく教室で委員長と勉強の話とかしてるもんな】

【だから何？】

【お前さぁ、そうツンケンするなよ。単なる世間話じゃねーか】

【私があなたにメールアドレスを教えたのはもともと接点のない私と不良のあなたが校内で言葉を交わすと誰だれかに怪しまれるかもしれないから……つまり、隠れ家の秘密が外部に漏れることを防ぐためであって、世間話をするためではないわ。連れん絡らく網もうみたいなものよ。以後、隠れ家に関係のない話題を含むメールは全すべて無視します。肝に銘じておくように】

　……おぉ、恐っ。

　おれは内容を把握すると、その送られてきたばかりのメールを速攻で削除した。

「どんだけおれが嫌いなんだよ……」

　まあ、メアドの交換も必要に迫られて渋々って感じだったもんなぁ。おれが、「ついでに番号も交換しようぜ」って提案したら、「あなたのキモ声なんて聞きたくないわ。メールアドレスだけで十分よ。耳が腐る」って言ってたし。

　でも、まあ、委員長にお説教されて以来、おれのことを『ゲス男』とは呼ばなくなったし、これくらいの悪態は大目に見てやるかな。




　その日の放ほう課か後ご、コーヒー牛乳を片手に隠れ家へ向かうと、部屋へやのど真ん中になぜかこたつが設置されており、委員長と秋あき葉ばがこたつから半身を出し、幸せそうに目を細めていた。

「なぜにこたつ？」

　しかも、みかんまで置いてあるし……。

「ちーっす。渋しぶ沢さわさん」

「どうしたんだよ？　このこたつ？」

「あー、これはですねー。そこの押し入れの中で発見したんすよー」

「ああ……そういや、お前、この間、押し入れの中で寝てたよな。もしかして、あのとき見つけたのか？」

「いえす！　あいどぅ！」

「たしかに最近、寒くなってきたもんな……」

　おれは秋葉の声を聞き流し畳の上にあがる。

「んー」

　どうやら西さい園おん寺じは来ていないみたいだな。あいつの言う、「気が向いたら」ってのは「来ない」って意味なのかもしれない。

「渋しぶ沢さわ君もこたつの中に入りませんか？　ポカポカですよ？」

「うむ。断る理由がないね」

　おれは正方形を成すこたつの一辺に腰を下ろした。向かい側の一辺、窓側に秋あき葉ばが、委員長はテレビを正面に捉とらえている。

「秋葉よ」

「なんすかー？」

「昼休みにメールでなんか言ってたろ。例のアレとかなんとか。それって、こたつとみかんのことか？」

「ノンノン」

　こたつの中で寝そべっていた秋葉が、むくりと身体からだを起こし、ざるの中に入ったみかんの側そばに置いてある大きな紙袋を手に取った。

「こたつはおまけっすよ。本命はこれ」

　そう言って秋葉が袋から取り出したのは、真ん中に小さな液晶がついた黒いフォルムの携帯端末だった。

「携帯ゲーム機き……じゃないな」

「ふふん」と秋葉が誇らしげに胸を張り、「これはバーコードバッタラーです！」

「バーコードバ●ラー……？」

「違うっす！　バーコードバッタラーっす！」

「要はパチもんか」

　パチもんというかバッタもんだな。

　……バッタラーだけに。

「渋沢君。先ほど秋葉さんから解説を受けたのですが、このバーコードバッタラーにバーコードを通すと、その数値情報を元に、キャラクターが自動生成されるらしいですよ？」

「うん。ネットで見たことがあるよ」

「知ってましたかー」

「たしか対戦ゲームなんだよな？」

「ですですぅ」と秋葉がポチっと電源ボタンを押し、「ただ、これ、残念なことにキャラクターにグラフィックが用意されてなくて、液晶に表示されるのは名前とかステータスの数値だけなんすよー。オリジナルのほうは本体をゲーム機に接続して、専用のゲームソフトをセットすることで、グラフィック付きで対戦が楽しめるらしいんですがぁー」

「あと出しなのにオリジナル以下なのか」

「実はこれ、おじいちゃんの私物なんですよ」

「そうなのですか？」と委員長。

「おじいちゃん、つい最近までこれがオリジナルだと思ってたみたいでしてぇ」

「残念な話だ……」

「まーまー、与よ太た話ばなしは置いといてー。さっそく遊ぶでございますよー」

　そう言って秋あき葉ばが袋の中から付ふ箋せん紙しみたいなものを何枚か取り出した。訊きけばコンビニで買ったお菓子の箱についていたバーコードをハサミで切り取ったものだと言う。

「ちょうど三枚ありますんで、渋しぶ沢さわさんにはチョコレートのバーコードを、委員長さんにはポテチを、私は最後に残ったクッキーさん」

「一人ひとり一枚か。ちょっと物足りないな」

「まずは前ぜん哨しよう戦せんとゆーことで、試しに遊んでみましょーよ。おじいちゃん、私にこのバッタラーを差し出したとき、けっこう渋い顔してましたし、もしかしたらつまんないかもですぅ」

「そうなのですか」委員長が秋葉からポテチのバーコードを受け取る。「それでは一度遊んでみて面おも白しろかったら、今度は西さい園おん寺じさんも呼んで、大々的にバッタラー大戦を行うことにしましょう」

「スーパーバッタラー大戦っすね！」

「パクリの二重奏だな……」

　おれは受け取ったバーコードの数字を見つめながらため息をつく。

「ではでは、渋沢殿。まずは我々が委員長さんに手本を示しましょーぞ」

　秋葉がこたつの天板に肘ひじをつき、「我がクッキーさんの力を見よ！」と謎なぞの雄お叫たけびを上げながらスリットにバーコードを通した。すると本体の液晶画面に、生成されたキャラクターの詳細情報が表示された。




《名前‐めたるなすらいむ　生命力‐５０００　攻こう撃げき力りよく‐５　守備力‐９０００》




「おー、これはー」

「なんて露ろ骨こつなパロディだ……」

「……うーん。しかし、パロディにしては」

　委員長が液晶画面を凝ぎよう視ししながら、「ちょっと生命力が高すぎませんか？　それに攻撃力も低すぎるような……」と疑問を唱えた。

「たしかに」とおれは頷うなずき、「他ほかのキャラのステータスを見てみないことには生命力５０００が高いのか低いのかはわからないけどね」

「渋沢さーん。早くキャラ生成をー」

「ああ、悪い悪い」

　めたるなすらいむを生成した秋葉に対し、おれに与えられたキャラクターは──




《名前‐こんぼう　生命力‐１５００　攻こう撃げき力りよく‐３５０　守備力‐４５０》




「渋しぶ沢さわ君？　こんぼうは武器では？」

「だよね」おれはげんなりしながら主催者に目を向ける。「秋あき葉ば先生、解説を」

「おそらく『こんぼう』という生命体がこのゲーム世界には存在するのでしょー」

「つまり『キャラクター扱い』ってことか」

「ですですぅ。オリジナルにはちゃんとアイテム枠が存在するんですけど、バッタラーではアイテムを生成させることはできませーん」

「とことん劣化仕様だな」

「それでは対戦に移りましょー。えーと、１Ｐが私の『めたるなすらいむ』で、２Ｐが渋沢さんの『こんぼう』っと」

「なあ、秋葉。戦せん闘とうはターン制だよな？　コマンド操そう作さとかは一体どうやって──」

「──あ、そういうのはないんですよぉー。これ、オート戦闘なのでー」

「えぇ……」

「では戦闘は完全に運任せですね」

　委員長が真顔で言う。

「例によってオリジナルではプレイヤーが任意にコマンド操作を行うことができますぅ」

「……頼むからオリジナルで遊ばせてくれ」

　急きゆう激げきにテンションが下降していく中、一人ひとりだけ高いテンションを維持している秋葉が、

「戦闘開始──っ！」

　と叫びながら、本体の真ん中についている青いボタンを力強く押し込んだ。先ほど秋葉が言ったように戦闘はオートのようで──


《めたるなすらいむの攻撃》

《こんぼうは１のダメージを受けた》

《こんぼうの攻撃》

《めたるなすらいむは１のダメージを受けた》

《めたるなすらいむの攻撃》

《こんぼうは１のダメージを受けた》

《こんぼうの攻撃》

《めたるなすらいむは１のダメージを──》



　──おれは本体の電源をオフにした。

「あー、渋沢さーん。何やってるんすかー。ダメっすよー。電源切っちゃー」

「切って正解だっての」

　お互い被ダメが１だぞ？　このまま１５００ターンも黙だまって見ていろというのか……。

「秋あき葉ばさんのキャラクターは、攻こう撃げき力りよくが５で、守備力が９０００ですから、対戦相手がよほど偏かたよったステータスでなければ、変化のある戦せん闘とうは望めないでしょう」

「ふむ！　委員長さんのおっしゃる通り！」

「秋葉。選手交代だ。委員長と代われ」

「わーい。かいこー、かいこー」

「なぜ嬉うれしがる……」

　おれは再び本体の電源を入れ、委員長にバーコードをスリットに通すよう促した。




《名前‐かためのばっと　生命力‐３０００　攻撃力‐６００　守備力‐５５０》




「これ元ネタは某ママシリーズですかねー」

「私のキャラクターも武器ですか……」

「でも『こんぼう』よりは格上だよ。どのパラメーターもおれの倍近い数値だし」

　うーん、これは勝てないかもなぁ。


《かためのばっとの攻撃》

《こんぼうは１００のダメージを受けた》

《こんぼうの攻撃》

《かためのばっとは30のダメージを受けた》



　やはり力の差は歴然だった。

「わおー、委員長さん強いっすー」

「私、ハンデなしで渋しぶ沢さわ君に勝つの、もしかしたら初めてかもしれません」

「ぐぬぬ……」

　委員長め。調ちよう子しに乗りおって……。

　ふっ、かくなる上はこうだ──

《こんぼうの攻撃》

　──ガシガシっ！

　おれはこんぼうの攻撃に合わせて、こたつの中であるアクションを起こした。

「きゃっ！」

　かためのばっとがダメージを受けると、まるで委員長がダメージを肩代わりしたかのように小さな悲鳴を上げた。

「渋沢君？　今、私の足を蹴けりましたね？」

「委員長。事件は会かい議ぎ室しつで起きてるんじゃないよ。こたつの中で起きてるんだ」

「いつもいつも屁へ理り屈くつを！　そんな言葉に惑わされる私ではありませんよ！」

　──ガシガシっ！

　委員長が野外乱らん闘とう上等とばかりに反はん撃げきを仕掛けてきた。もちろん舞ぶ台たいはこたつの中。痛みを感じるほどの蹴けりではなかったが、股こ間かんに近い場所を蹴られたため、「おうっ」と変な声が出てしまった。

「まさか委員長が……反撃してくるとは！」

　言いながらさらなる攻撃を加える。

「は、はふーん!?」

「目には目を、歯には歯を、です！」

「あふーん──っ!?」

「まだだ！　まだ終わらんよ！」

「そ、そこおおおおおお!?」

「暴ぼう力りよくには屈しませ──ん？」

　委員長が途中で攻撃の『足』を止めた。おれも「あれ？」と首を捻ひねり、足を引っ込める。あれだけこたつの中でやり合ったというのに、一切委員長の蹴りを浴びていないのはどういうわけか。委員長も不ふ思し議ぎそうな顔してるし。

「あ、あふ、あふぅ……」

「ん？　秋あき葉ばどうした？」

[image: ]

「こんぼうを……」

「こんぼう？」

「そ、そうです……！」

　秋あき葉ばが突然元気になり、ハァハァ、と不気味に微笑ほほえみながらおれに迫ってきた。

「渋しぶ沢さわさんのこんぼうを、私の大事なところに突き刺してください！」

「よ、寄るな！　変態！　──ってか、こんぼう言うな！　間違っちゃいないけど！」

　どうやらおれの攻こう撃げきも委員長の攻撃も全すべてドＭの秋葉に命中していたらしい。もっと早く気づけよって話だが──

「……し、渋沢君の……こんぼう……」

「委員長も妙な想像しない！」

「じぶざわざーんぅぅぅ！」

「だから寄るなっての──っ！」

　ったくもう。どうしてこんなことに……。

　いや……事態をややこしくする最初の一手を指したのはおれか……。

「こんぼうだけじゃ物足りないですぅ！　委員長さんのかためのばっともぜひぜひ！」

　自業自得の結末であった──







　　　◇３－２　秋葉砲第二射！







　バーコードバッタラーが不評に終わり、これでしばらくは秋葉も大人おとなしくしてるかな、と思っていたら……数日後の昼休み、秋葉が懲こりずにテンション高めのメールを送りつけてきた。

【ミズホワールド第二弾！　今度はとっておきのＲＰＧをお届け！　乞こうご期待！】

　前回よりも具体性のあるメールではあったが、秋葉に「乞うご期待！」と言われると、逆に不安になってくる。

「……ってか、来ねーし……」

　時刻はまもなく四時半──

　こたつの中で胡坐あぐらを搔かき、よく冷えたコーヒー牛乳を飲みながら秋葉から届いたメールを読み返していたおれは、パチン、と折りたたみ式の携帯電話を閉じ、同じくこたつに入っている斜め向かいの委員長に視し線せんを向け、

「それ何？　雑誌？」

「……うん？　これですか？」と委員長が顔を上げ、「これは地元の古本屋さんで見つけた昔のゲーム雑誌です。秋あき葉ばさんが新しいＲＰＧを持ってきてくださるという話だったので、ＲＰＧ特集の記事を読んでいたのです」

「へー、ＲＰＧ特集」

　おれがこたつの上に肘ひじをついて身を乗り出すと、委員長が「どうぞ」と言っておれにも読めるように雑誌を横向きにしてくれた。

「いろいろ載ってるね」

「一ページに二本ずつ、合計八本のゲームソフトが紹介されているのですが、記事の書き方に差がないと言いますか、宣伝文句みたいな文章ばかり並んでいるので……」

「購こう入にゆうの参考にはならない？」

「はい……残念ながら」

「なるほどねぇ。まあ、カタログみたいなものだと思えば……おお？　これは？」

　ページをめくっていると、三ページ目の下の段に見覚えのあるＲＰＧが載っていた。

「委員長、これ面おも白しろいよ、これ」

　わかるようにタイトルを指で示すと、

「あれ？」と委員長が首を捻ひねり、「渋しぶ沢さわ君？　たしかこれと同じタイトルのアクションゲームがあったと思うのですが？」

「タイトルに『外伝』って入ってるっしょ」

「あっ、本当です。しかも、これ『２』なんですね」

　このＲＰＧはタイトル通り、石いし川かわ五ご右衛え門もんがモデルの天下の義ぎ賊ぞくを主人公にしたアクションゲーム……その外伝的位置づけなのだが、外伝だからといって甘く見てはいけない。グラフィックにしても音楽にしても非常に質が高く、メーカーの本気度がひしひしと伝わってくる完成度の高さなのだ。たとえば──

「委員長、このゲームはすごいよ。とにかく戦せん闘とうがにぎやかでさ、敵を攻こう撃げきすると、『委員長は渋沢Ａを攻撃した！』って感じにシステムメッセージが流れるんじゃなくて、ちゃんとキャラクターごとに攻撃モーションが用意されてるんだよ。味方にも敵にも」

「ＲＰＧなのに動くのですか？　戦闘中に？」

「うん。しかも、動くのは攻撃時だけじゃなくて、攻撃を受けたときも……つまり、やられモーションもあるんだ。あと武器を変えると、微妙にグラフィックが変化したりとかね。かなり細かいところまで作り込まれてるよ」

「ふえー、すごいですねー」

　委員長がゲームの紹介記事に目を落とす。ぶつぶつ言いながらレトロゲーム手帳を取り出し、おれのコメントと雑誌の記事を照らし合わせ、手帳に新たなページを刻む。

「んー、でも、渋沢君？　このゲーム、隠かくれ家がには置いてないですよね？　それなのにどうして『武器のグラフィックの変化』みたいな実際にプレイしないと気づきそうもないことを知っているのですか？」

「おれはレトロゲーム帝王だから」

「帝王？」

「委員長のレトロゲーム師匠でもある」

「物知りということですか？」

「まあ、そんなところかな……」

「渋しぶ沢さわ君？　目が泳いでいますよ？」

「き、気のせいじゃないかな……」

　おれは委員長から目をそらし、声を引っくり返しながら、ネットで知ったんだよ、と取ってつけたように言葉を付け足した。

　しかし、内心では──

「（……売っちゃったんだよね、これ……）」

　半年ほど前のことだ。まだ委員長と放ほう課か後ごのレトロゲームライフを共有していなかったころ、「どうせ親おや父じの持ち物だし、おれの懐ふところは痛まないもんねー。うっひっひー」というよこしまな考えから、クリア済みのＲＰＧを何本か売却してしまったのだ。たぶんあのとき一いつ緒しよに売り払ってしまったのだ……と思う。手元にないのだからおそらくそうなのだろう。

「（買い戻してぇ……）」

　ともかく──

　この話は委員長には黙だまっておこう。顰ひん蹙しゆくを買うのは目に見えてるからな。

「──遅くなりやしたぁー」

　いいタイミングで秋あき葉ばがやってきた。委員長の追及を避けるため、話題を変えようと考えていた矢先のことだったのでちょうどよかった。

「お届けの品でーす」

　慌ただしく隠かくれ家がに上がり込んできた秋葉は黒いビジネスバッグをこたつの上に置いた。

「なんだそれ？」

「ノートパソコンっす」

　言いながらファスナーを開く。

「秋葉さん？　なぜノートパソコンなのですか？　ＲＰＧではなかったのですか？」

「ふっふっふー」

　不気味な笑えみを浮かべ、ビジネスバッグからノートパソコンを取り出した秋葉は人差し指で電源ボタンを押し、

「実はこの中に、私が半年かけて制作した自作のＲＰＧが入っているんですよぉー」

「ええ!?　自作!?」委員長が悲鳴にも似た驚おどろきの声を上げる。「こ、個人でゲームを制作することが可能なのですか!?」

「可能でござるよ」

「なんで忍び口く調ちようなんだよ」

「まー、自分でプログラムを組んだりとかはしてなくて、ＲＰＧ制作ツールを使って楽をしたんですけどねー」

「……ＲＰＧ制作ツール？」

「興きよう味みありますか？　だったら、あとで教えてあげますよー。おっ、起動しましたねー」

　秋あき葉ばは、ノートパソコンが起動したのを確かく認にんすると、市販のコントローラーをＵＳＢコネクタに接続し、「どぞー」とその市販のコントローラーを委員長に手渡した。

「私がプレイしてもいいのですか？」

「はいですぅー。委員長さんが『ミズホクエスト』の大地を踏むプレイヤー第一号ですぅー」

「……パクリ臭くさいタイトルだな……」

　ＲＰＧを自作するという心意気は買ってやってもいいが、だからといって中身まで手放しで褒ほめてやるほどおれは甘くない。クソゲーだったら問答無用で酷評してやる。




　──それは　ミズホが　16さいになるたんじょうびの　ことであった。




「……おい」

　見覚えあるぞ。このオープニング……。

「このゲームはですね、火山に転落して帰らぬ人となった勇者シブサワを父親に持つプリティなミズホちゃんが、父親に代わって魔ま王おうサイオンジを打倒することを決意し、故郷を旅立つ……というオープニングから始まります」

「完全に丸パクリじゃねーか」

　これはもう潔いさぎよく『ミズホクエストⅢ　そして伝説へ』にタイトルを変更したほうがいいんじゃないのか？

「魔王サイオンジ。……西さい園おん寺じさん？」

「おれは秋葉の父親役……」

「パパン！　パパン！　渋しぶ沢さわパパーン！」

「うるせぇ！　パパン言うな！」

　まとわりついてくる秋葉を手で振り払う。

　今日きようも野外乱らん闘とうで忙しい。

「うーん……」

　一方、プレイヤーの委員長は冷静で、

「秋葉さん？　このゲームをパロディと踏んで質問するのですが、お仲間は一体どこにいるのですか？　町の左上のほうに例の酒場があると思ったのですが……」

「あー、ミズホは人見知りが激はげしい子なので、仲間はいません。というかできません。人間関係に難なんがあるので」

「そ、そうなのですか……」

「まー、まー、安心してください。敵は一度に二体までしか出現しませんからー」

「なるほど。ちゃんと一人ひとりでクリアできるような仕様になっているのですね」

「……そこ感心するところなんだ……」

　どう考えても手抜きだろ。パーティー機き能のうを搭載するのが面めん倒どうだったに違いない。

「ってかよく見ると……」

　ミズホ以外の人物、たとえば町人などは前方から見たグラフィックしか用意されておらず、どの町人もカメラ目め線せんを維持したまま町の中を動き回っている。ドット絵主体のレトロゲーム風と言えば聞こえはいいが、おれには手を抜いているとしか思えなかった。

　……秋あき葉ばよ。ドＭの癖くせに妥協してんじゃねーぞ。まあ、技術的な問題とかも絡んでるんだろうけどさ……。

「委員長さん。最初はアリアハーンの町、周辺でレベル上げをしたほうがいいですよ」

「あ、そこはオリジナルと同じなのですね」

「……アリアハーン……」

　町の名前はけっこう際どいな。

「では出発しましょう」

　委員長がフィールドに飛び出す。

　と──

　北に一歩進んだだけでモンスターとエンカウントした。敵の名前はこれまた際どく『スライモ』。秋葉は「このスライモは私が考案したオリジナルのモンスターです」と言い張ったがどう考えてもパクリ。……というか、スライムはスライムのままでいいんじゃないのか？　バーコードバッタラーの『めたるなすらいむ』もそのままだったし。というか、スライムってファンタジー物ではけっこうメジャーなモンスターじゃなかったっけ？

「秋葉さん？　敵のグラフィックは？」

「※画面は開発中のものです」

「未完成なのかよ！」

「私は、半年かけて制作したＲＰＧ、としか言ってませんですよぉ？」

「ドヤ顔で言うな。ぶん殴……やっぱいい」

　渋しぶ沢さわさんのリンチはご褒ほう美びです、とばかりに秋葉が犬みたいにハァハァ言いながら舌を出すのでおれはすぐに拳こぶしを引っ込めた。

「委員長。そろそろ回復アイテム使わないと危ないよ。つーか、秋葉。三回も攻こう撃げきして倒せないとか、序じよ盤ばんの敵の強さじゃないだろ」

「そですかー？」

「ドＭ基準でものを考えるな」

「えーと、回復アイテムは……」委員長がブツブツ言いながらアイテム欄らんを開く。「たしか道具屋で買ったアイテムが……あ、これです。やくそう風ポーションハンバーガー風味うめおにぎり味宝玉仕立て」

「結局、何味だよ……」




　──ミズホはＨＰが30回復した！

　──スライモの攻こう撃げき！

　──痛恨の一撃！

　──ミズホは18のダメージを受けた！




「あうー、またピンチです」

　委員長が再びやくそう風ポーションハンバーガー風味うめおにぎり味宝玉仕立てを使用してＨＰを回復させる。




　──ミズホはＨＰが30回復した！

　──スライモの攻撃！

　──痛恨の一撃！

　──ミズホは20のダメージを受けた！




「うう……スライモさん許してください……」

　早くも泣きの入った委員長。おれならノートパソコンを破は壊かいしているところだ。

　ってか、痛恨の一撃……多すぎだろ。




　──ミズホはやくそう風ポーションハンバーガー風味うめおにぎり味宝玉仕立てを美味おいしく頂こうとした！　しかし！　ミズホはお腹なかがいっぱいでこれ以上食べられない！




「ええー、そんなぁー」

「おい、秋あき葉ば？　なんだこれ？　バグか？」

「仕様でございま～す」

「……お前、『仕様』って言えばなんでも許されると思ってないか？」

「そんなことありませんよー」

　ブンブンと首を振って否定を示す秋葉。

「あの、秋あき葉ばさん？　どうすれば再び回復アイテムが使えるようになるのですか？」

「宿屋で一泊すればオーケーです」

「では……基本的に一度の冒険で二度までしか回復を行うことができないのですね。回復魔ま法ほうを覚えるまでは」

「あ、ミズホはおバカさんなのでどんなにレベルが上がっても魔法は覚えませんよー」

「えぇ？」

「ミズホは旅立つべきではなかった……旅立つべきではなかったのだ……」

「ふゆ？　渋しぶ沢さわさん、何を言ってるんすか？」

「委員長の心の叫びを代弁してんだよ！　このクソゲー開発者が！」




　──スライモの攻こう撃げき！

　──痛恨の一撃！

　──ミズホは22のダメージを受けた！

　──ミズホは死んでしまった！　アーメン！




「……し、死んでしまいました……」

　委員長が猫みたいに背中を丸め、コントローラーをこたつの上にコトンと置いた。

「何がアーメンだ……」

　おれは気落ちした委員長の肩を叩たたき、

「委員長、これでわかったんじゃない？」

「……はい？　何がですか？」

「ＲＰＧはお約束が大事ってこと。たしかに回復アイテムの使用に制限がないのは不自然ではあるよ。委員長もいつだったか疑問視してたよね。でも、だからといって『ミズホクエスト』みたいに上限を設けると……途端とたんにクソゲーになってしまうわけだ」

　おれは「クソゲー」の部分を特に強きよう調ちようし、同時に秋葉を見ながら「どうだ！」と不敵な笑えみを浮かべて挑発してやった。しかし、返ってきたのはドＭの秋葉らしい「うふ☆」という嬉うれしそうな笑み。ヘコませてやるつもりだったのだが、どうも上手うまくいかない。

　おれが頭を抱えていると、

「秋葉さん……！」

　委員長が空気を切り裂くようなピリピリした視し線せんを秋葉に向けて放った。

　おー、いつになく殺気立ってるなー。委員長が秋葉に腹を立てたことなんて今まで一度もなかったような気がするが……ともかく、おれに代わって秋葉を懲こらしめてくれるかも？

　おれは期待を込めて「いけー、委員長ー」と小声でエールを送った。ところが──




「──秋あき葉ばさん！　私は感動しました！」




　ガシッと。委員長が秋葉の両手を強引につかみ取り、上下に激はげしくシェイクさせた。

「お約束が大事だという渋しぶ沢さわ君の主張もわからないでもないのですが、私はそれ以上に、既存のＲＰＧのゲームシステムに疑問を覚え……体制に逆らおうと足あ搔がく……秋葉さんの反骨精神を買います！」

「わーい。委員長さんに褒ほめられたー」

「……委員長……そりゃないよ……」

　ますます秋葉が調ちよう子しに乗るじゃないか。ちょっとやそっとじゃ懲こりないヤツなんだから、たまにはガツンと言ってやったほうが本人のためだと思うけどなぁ。

「秋葉さんはゲーム職しよく人にんの鑑かがみです！」

　……ダメだこりゃ。

　少女漫画みたいに目を輝かがやかせてるし。

　あーあ……。







　　　◇３－３　新しい手帳と新しいゲーム







　先週はやたらと出現率の高かった秋葉だが、ネタが切れたのか、週をまたぐと途端とたんにエンカウントしなくなった。西さい園おん寺じも最近はほとんど顔を出さないので、ここ数日は平へい穏おん無事な放ほう課か後ごが実現している。委員長とまったりゲームライフ。おれが望む本来の放課後である。

　そんなある日──

　栄養源であるコーヒー牛乳が売り切れていたので、外のコンビニまで買いにいき、余計な時間食っちまったなー、と思いながら委員長が待つ隠れ家に急行すると、

「あれ？　まだ来てないのかな？」

　部屋へやの中はしんと静まり返っていた。テレビは真っ暗。委員長の姿も見当たらない。

「んー、でも、これって……委員長の上うわ履ばきだよな？」

　上履きに「早はや坂さかちひろ」と名前が書いてあるわけではないのだが、委員長が上履きを左端に寄せる癖くせがあるのをおれは知っていた。

「あっ……」

　畳の上にあがると「んんんっ」とどこからともなく悩ましげな声が聞こえてきた。もしかしたら、と思いながら部へ屋やの奥に進むと、こたつから顔を出し、すやすやと寝息を立てている委員長の姿があった。

「六時間目体育だったもんな」

　こたつの魔ま力りよくも相まって眠りに落ちてしまったのだろう。おれも来るの遅かったからな。

「んー、どうすっかな……」

　おれはショルダーバッグを畳の上に置き、中から白い紙袋を取り出した。この紙袋の中には秋あき葉ばのじいさんの古本屋で買ったゲームソフトが一本入っているのだが……委員長が起きないことにはお披ひ露ろ目めできない。

「ん？　なんだこの靴下は……」

　こたつの側そばに黒いソックスが落ちていた。委員長のものだろうか？　こたつの奥を見ると、委員長の生足がこたつ布団からはみ出していた。実に可愛かわいらしい足だ。小さく、真っ白な足。

　もっとも──

　この「可愛らしい足」という感想も、目の前のこたつ布団をひとたびめくれば……。

「（エロい脚、に早変わりか……）」おれは生なま唾つばをごくりと飲み込み、「さ、さすがにそれは犯罪的すぎるよな……」

　湧わき上がる欲望を理性で抑えつける。そして、とりあえず委員長の寝顔でも撮さつ影えいしよう、とポケットから携帯電話を引っ張り出した。別にエロい絵を撮とろうってんじゃないし、これくらい許されるだろう、と自分を正当化しつつ、カメラマン気取りでアングルを調ちよう整せいしていると、

「ん？　なんだこれ？」

　携帯電話を握っていない自由な左手がこたつの端に置いてあった赤あか茶ちや色いろの手帳に触れた。見たことのない手帳だ。委員長お馴染なじみの『レトロゲーム手帳』は現在『Volume.5』に達しているのだが、いずれの手帳もカバーは黒。教室で使っているカモフラージュ用の手帳も同じく黒だったはずだ。

「カバーには何も書いてないな。誰だれのだろ。秋葉の忘れ物か？」

　何気なく最初のページを開いてみると、

　──ＲＰＧ設定集。

　と真ん中に大きめの字で書いてあった。

　……これ委員長の字だよな。ＲＰＧ設定集ってなんだろう。今までやったＲＰＧのゲームシステムをまとめてみたのかな？

　さらにページをめくってみると、

　──斬ざん新しんな「あらすじ」とは？

　というお題目が書いてあり、その下に、

　──魔ま王おうを倒すために立ち上がった四人の戦士たちは、長い冒険の末に魔王城にたどり着くのだが……どういうわけか四人は魔ま王おう城じようの巨大な扉を前にして即死してしまう。

「……そ、即死？」

　どういうことだよ？　敵にザ●キでも唱えられたのか？　まあ、『どういうわけか』って書いてあるから、たぶんストーリーを進めていけば明らかにされ──

　──秋あき葉ばさんによると、「冒頭はインパクトが大事っす！」とのこと。過去に例のない、ＲＰＧ史上、最大のインパクトを与えるためには冒頭で主人公たちが死ぬしかない……？

「カラクリなんてなかった！」

　おれは思わず大きな声で叫んでしまった。

　なんで疑問形なんだよ！　と。

　するとその直後──

　夢の世界に旅立っていた委員長が、

「渋しぶ沢さわ君……」

　ふいにおれの名前を呼んだ。

　やべっ、と慌てて手帳を閉じると、

「ん～……はしごの上で待ち構えるのは……卑ひ怯きようですよ……むにゃむにゃ……」

「な、なんだ。寝言か」

　どうやら委員長はく●おくんシリーズの大運動会編へんでハメ技を使うおれを夢の中で糾きゆう弾だんしているようだ。はしごの上で待たい機き。これをやられると永遠に上にあがることができないのだ。

「（夢の中でもゲームやってんのか）」

　おれは委員長の安らかな寝顔を横目に見ながらホッとため息をついた。

　そして、懲こりずに手帳を開き、

「ＲＰＧ設定集か……」

　どうやらこの手帳には、委員長が考案したＲＰＧに関するオリジナルの設定が書かき綴つづってあるらしい。秋葉の影えい響きようだろうか？　以前からしたためていた可能性もあるが……。

「お、これは」

　パラパラとページをめくっていると、

　──斬ざん新しんなゲームシステム！

　という項目が目についた。

「……どんなのだろう」

　また投げっぱなしジャーマンなのかな、と失礼なことを考えながら内容に目を通す。

　──戦せん闘とうに関するアイデア。

　──『部位選択』……敵を攻こう撃げきする際、『頭を攻撃する』、『足を攻撃する』といったように特定の部位を攻撃対象として選択することができる……という戦闘システム。

　──足を攻撃すると素早すばやさを下げることができ、頭を攻撃すると、『視力』や『聴ちよう力りよく』を奪うことができる。また頭を何度も攻こう撃げきしていると、脳に深刻なダメージを与えることができ、一定の条件を満たすと、残りＨＰに関係なく『一撃死』の効果で敵を仕留めることができる。

「へえー」

　面おも白しろいこと考えるな。部位選択か。たしかにたいていのＲＰＧは「どの敵を攻撃するか」以上の細かい選択はできないもんな。まー、斬ざん新しんなゲームシステムかって訊きかれると──

「……ん？」

　──グラフィックをたくさん用意する。

　──足のないグラフィック、腕のないグラフィック、頭のないグラフィック、足と腕のないグラフィック、頭と腕のないグラフィック、頭と足のないグラフィック……血が噴ふき出たり、内ない臓ぞうが飛び出るグラフィックなども──

「ぐ、グロい！　グロすぎる！」

　文章が淡々としてるから、余計に不気味だ！

　天然体質の委員長のことだから、これはボケとかギャグに相当するものではなく、真面目まじめに考えた結果なのだろうが──

「──し、渋しぶ沢さわ君!?」

　設定集を読みふけっていると、突然、耳をつんざくような絶叫が狭小な空間に轟とどろいた。

　なんだ。また寝言か──

　……などと現実逃とう避ひを試みていると、

「そ、その手帳は私の……！」

　委員長がこたつから抜け出し、寝ね癖ぐせのついた髪を振り乱しながらおれに迫ってきた。

「どうどう。委員長、落ち着こう」

「手帳の中……見ました……？」

「うん」

　おれは笑顔えがおで頷うなずいた。すると期待の新人クリエーター早はや坂さかちひろは、「ううう～～～」と真まっ赤かな顔で頭を抱え、「酷ひどいです！」と叫びながらこたつの中に頭を突っ込んだ。

「ああー……」

　勝手に読んだおれが悪いんだし、怒られても仕方ないよな、と思って素直に頷いたんだけど、ヤドカリみたいにこたつの中に引っ込んじゃったよ……。ったく、仕方ないな。

「これ面白いね」

　おれは委員長のお尻しりに向かって話しかけた。

　すると、こたつから突き出たお尻が、ピクッ、とわずかに反応した。

「敵の足を攻撃すると素早すばやさを、頭を攻撃すると『視力』や『聴ちよう力りよく』を奪うことができる」

「……あっ」

　おれが『斬新なゲームシステム』の項を読み上げると、委員長がこたつから顔を出し、

「面おも白しろいですか……？」

「うん」おれは再び肯定を示し、「面白い。いろんな意味で斬ざん新しんだと思う。委員長って分析家気質かたぎだからこういうことを考えさせたらちょっとしたもんだよね」

「そ、そうですか？」

「ちょっとしたものでございます」

　おれは丁てい寧ねいな口く調ちようで言い直し、「ストーリーテラーとしての才能はなさそうだけど」と胸のうちでつぶやいた。いつものおれなら声を大にして欠点をあげつらっているところだが、今回は無断で手帳を覗のぞいたおれに非がある。だから否定的な意見は控えて──

「（褒ほめ殺ごろしで誤魔化ごまかすのが吉……だな）」

　もちろん、ちょっとしたものだよ、というおれの言葉に噓うそはない。純粋にすごいと思ったから褒めているのだ。

「こういうの前から考えてたの？」

「あ、はい」

　委員長が頷うなずきながらその場で正座をする。

「そ、その、秋あき葉ばさんみたいに本格的にゲームを作ろうと……そういう大それた考えがあったわけではなくてですね。プレイ済みのＲＰＧのゲームシステムやその疑問点などを整せい理りしていたら、整理が分析に、分析が考察に、考察が創造に、と日を追うごとに目的が変化していきまして……」

「はは。委員長らしいね」

「私はただ疑問を解消しようと思索にふけっていただけなのですが……」

「（いや、『だけ』ってことはないだろ。斬新なゲームシステム！　とか書いてあったし）」

　ま、追及するのはよしておこう。

　……ってことで……。

「はい、委員長。これ返すよ」

　おれは赤あか茶ちや色いろの手帳をそっと差し出した。

「……ど、どうもです」

　委員長はそれを両手で受け取った……のだが、その直後、「ん～？」と一いつ瞬しゆん首を傾かしげ、腑ふに落ちません、とでも言いたげな顔をした。手帳を盗み読みされ、でも褒められ、そして帰ってきた手帳……という一連の流れに不自然さを感じたのだろう。本来なら委員長様のお叱しかりを受けているところだもんな。

「あー、そういえば……」

　と、そこで──

　おれは大事なことを思い出した。

「委員長」

　おれはショルダーバッグに手を突っ込み、

「ＲＰＧ繫つながりってことで……」

　と言って白い紙袋を差し出した。

「なんですかそれ？」

「開けてみればわかるよ」

　不透明な紙袋。その中から出てきたのはあまり見み慣なれない正方形に近い形をした特殊な形状の黒いカセット。当時、他ほかのゲームと差別化をはかるために……特別な仕様に見えるように、ソフトを大きくしたと言われているが真実は定かではない。

　委員長は、すごくおっきいです、とエロ発言とも取れる感想を述べたあと、

「あ、これは……っ！」

　カセットの表に刻まれたタイトルを目にするや否や興こう奮ふん気味に声をひっくり返した。

「たしかこのゲームは、この間、私がＲＰＧ特集の記事を読んでいたときに、渋しぶ沢さわ君がおすすめしていたＲＰＧですよね？」

「その通り。秋あき葉ばのじいさんの古本屋に置いてあったから買ってきたんだ」

「わー」と一度は笑顔えがおを浮かべた委員長だったが、何を思ったのか急に表情を固くし、「えっと……おいくらですか？」

　と地味なデザインのバッグからこれまた地味なデザインの財布を取り出し、小さな手で百円硬貨を何枚か握りしめた。

「いいっていいって」

「……むー」

「気にしない気にしない」

「……むぅー」

「不満そうだね？」

「タダより高いものはありませんから」

「よし、わかった。じゃあ、こうしよう」

　おれはポンと手を叩たたき、

「アクションゲーム」

「はい？」

「秋葉のじいさんのところでも、他のゲームショップでも、どこでもいいからさ。何か一本アクションゲームを買ってきてよ。委員長の独断と偏見で選んでいいから」

「私の独断と偏見で……」

「うん。独断と偏見で」

「……わかりました」

　委員長がゆっくりと頷うなずく。納得の二文字が表情に薄うっすらと浮かんでいるように見えた。

「名作級のアクションゲームを必ずやゲットしてみせますので、期待して待っていてください」

「うん。期待しないで待ってる」

「期待してくださいよ!?」

「えー……だって」

「だって？　だってなんです？」

　委員長が男女の適正な距きよ離り感かんを無視し、眼前数センチまでぐいっと顔を寄せてきた。

「渋しぶ沢さわ君？　だってのあとに続く言葉は？」

「（……言えるわけがない）」

　クソゲーをつかまされて落ち込む『ガックリ委員長』が見たい、だなんて……。

「（また余計なこと言っちゃったな……）」

　おれは「うぅー」と細い目で睨にらみつけてくる委員長から目をそらし、どうしたもんかなー、と頭を捻ひねった。袋ふくろ小こう路じに追い詰められているような気がしないでもないが、ともかく屁へ理り屈くつでも何でもいいから打開策を見み出いださないと……。

　……うん。

　見出せたらいいんだけど……。

　正直、無理っぽい……。







　　　◇３－４　委員長の長い長い放ほう課か後ご







　数日後の放課後──

「渋沢君！　すみません！」

　隠かくれ家がの扉を開けた途端とたん、委員長がおれに駆け寄り、申し訳なさそうに頭を下げた。

「な、何事？」

「すみません……」と委員長がもう一度頭を下げ、「何度もふーふーしたのですが……」

「ふーふー？」

「真っ暗なのです」

　と委員長がしょんぼりしながらこの間、おれが買ってきた特殊な形状の黒いカセットを両手で差し出し、

「何度試しても画面が真っ暗で……何も変化がなくて……ゲームが起動しないのです」

「え？　マジで？」

「……はい」

「んー、ちょっとそれ貸して」

　おれは委員長からカセットを受け取り、こたつを迂う回かいしてゲーム機きに駆け寄った。そして、いつもの要領でカセットを差し込み、電源スイッチを入れてみたのだが、

「……ホントだ。起動しない」

　砂すな嵐あらしとザーザー音こそ途と切ぎれるものの、無音のテレビ画面に広がるのは真っ暗な闇やみの世界だけ。何度試しても結果は変わらなかった。電源を入れ直してみても、カセットを差し込み直してみても、ゲーム機との接触面に息を吹きかけてみても……。

「うーん、これはダメっぽいね」

「そう……ですか」

「一昨日おとといまではちゃんと起動してたよね？」

「……はい……です」

「まあ中古品にリスクはつきものだよ。こういうこともあるさ」

「……すみません……」

「ん？　なんで委員長が謝あやまるのさ？」

「え、いえ……私の取り扱いに何か問題があったのではないかと思いまして……」

「委員長のせいじゃないよ」

「で、ですが……」

「気にしない気にしない」

　おれは委員長の頭をポンポンと叩たたき、

「ほら、他ほかのゲームで遊ぼうよ」

「……はい」

「そうだ。久しぶりに野球ゲームをやろう」

　そう言っておれは傷心の委員長に無理やりコントローラーを握らせる。

「（リアクション薄うすいなぁ……）」

　おれが「野球ゲームをやろう」って言ったら「フォークボールは禁止でお願ねがいします」が委員長の定番の返しなのに。

　……責任感強いからなぁ……。

　結局、この日の委員長は終始沈みっぱなしでゲームで遊ぶどころではなかった。




　その日の帰り道──

　繁はん華か街がいにある大きめの書店で目当ての雑誌を購こう入にゆうし、さて帰るか、と店を出たところ、

「……おっ……」

　あの後ろ姿は委員長っぽいような──

　うん。間違いない。あれは委員長だ。

　長めのスカート、規則正しい手の振り方、地味なデザインのトートバッグ──どれを取っても委員長のパーソナルデータと合致する。

「あっちは駅のある方向じゃないよな……」

　繁はん華か街がいに用事ということは、誰だれかと待ち合わせをしているか、もしくは買い物ってところだろうけど──

「……うーん……」

　おれは無む意い識しきのうちに委員長の後ろ姿を追いかけていた。途中、これって尾行だよな、と一いつ瞬しゆん我に返ったが、結局、好奇心には逆らえなかった。

　駅から遠ざかる方向へ繁華街を五十メートルほど移動すると、

「ん？　ここは？」

　数メートル先を歩く委員長が左手にある大きな建物の中に入っていった。おれは建物の入り口で立ち止まり、『ＧＡＭＥ』という文字の入った巨大な看板を見上げ、

「やっぱりゲームショップか」

　なんの捻ひねりもなかったな。下着選びに没頭する委員長とか見てみたかったんだけど。

　それにしても──

「レトロゲームが唯一の趣しゆ味み、か……」

　二十一世紀の女子高生から背を向け、八十年代に逆走する委員長の姿は、同年代の若者たちにどう映るのだろうか？　……まあ、他人の評価なんてどうだっていいんだけどね。

　──ブーン。

　五分後、委員長が自動ドアにぶつかりそうになりながら店から出てきた。

　向かいにある百円ショップから様よう子すをうかがっていたおれは、「……危ねぇな」とつぶやきながら自分自身も店の出入り口に向かった。

「って、何やってんだ……？」

　店の前から動こうとしない地味な少女。

　もちろん委員長のことだ。

「どうしたんだろ。浮かない顔してるけど」

　目当てのゲームソフトが見つからなかったのかな？　んー、でも、それくらいであんなに落ち込むもんかねぇ……。ん、待てよ？　目当てのゲームソフトってのは──

「まさか、委員長……」

　弁べん償しようする気なのか？　接触不良で起動しなくなったあのゲームソフトを？

「委員長に責任はないって言ったのに……」

　ったく……律りち儀ぎにもほどがあるぞ。

「ん？」

　店の前で一時停止していた委員長が駅のほうへ引き返し始めた。諦あきらめて帰るのかな、となおも尾行を続けていると、

「……おいおい。どこに行くんだよ」

　委員長は駅を通り過ぎ、歩道橋を使って片道三さん車しや線せんの道路を渡り、交通量の多い国道を十五分ほど歩き……そうして長い道のりを経て、某有名ゲームショップにたどり着いた。

「すごい根性だ……」

　……うーん。出るに出られなくなったぞ。ここで止めるのは野暮やぼって気がするし……。

　その後、店の外に並んでいる自じ販はん機きの前で待機していると、またも五分ほどで委員長が店から出てきた。見つかったかな？　と期待を込めて委員長の横顔に視線を送ると、

「……ハァ……」

　ため息が全すべてを物語っていた。

　……ここにもなかったのか……。

　まあ、委員長が探しているのは二十年近くも昔のゲームだからな。あるところにはあるのだろうが、ないものねだりはできない。

「（ってか、もう七時過ぎてるぞ……）」

　たしか委員長には門限があったはず。何時に設定されているのかは知らないが、そろそろ家に帰らないとまずいのではないだろうか？

「次です。まだ次があります」

　おれの心配をよそに……委員長はそれでも前に進もうとした。元気のない歩ほ調ちようではあったが、駅には引き返さず、むしろ遠ざかり、隣となり町まちとの境にあるゲームショップを目指してなおも前進を続けた。

「うおー。止めたいけど、止めらんねー」

　おれは頭を搔かきむしりながら委員長の後ろ姿を追いかけ、もうここまで来たら最後まで見届けるしかないだろ！　と胸のうちで叫んだ。

「急がないと……っ」

　委員長が次なるお店に向かう。

　道中、向かい側から歩いてきた飼い犬に吠ほえられて「ひうん!?」と悲鳴を上げたり、野良猫の集団に威い嚇かくされて涙目になったり、道端に転がっていた空き缶につまずいてバランスを崩し、近くの電柱にしがみついて難なんを逃れたり、様々な（しょぼい）試練が委員長を待ち受けていた。犬や猫はともかく、空き缶に足を取られたときは思わず「危ない！」と叫びそうになった。余よ談だんだが、委員長が電柱にしがみつくことで転倒を免まぬかれた直後、小学校低学年くらいの男の子が委員長のスカートの中を覗のぞき込む……というなんともけしからん事件が発生した。十秒くらい覗いていただろうか。小学生は「絶景でしたな」と渋い声を発し──いや、これはおれの妄想だ──目を輝かがやかせながら歩き出した。こちらに向かって。すれ違いざま、大人おとなげもなく小学生を睨にらみつけたのは言うまでもない。




　十五分後──




　黄き色いろい看板に青い文字が刻まれたゲームショップ、『ゲロ』に到着した。委員長がその酔っ払いに似合いそうなゲームショップの店内に消えると、本日三度目の待たい機きタイムとなった。

　ところが委員長は──

　五分、十分……といつまで経たっても店から出てこない。出入り口は一つしかないからまだ店内にいるはずだが……。

「遅い。いくらなんでも遅すぎる……」

　痺しびれを切らしたおれは、これ以上待ってられるか、と腕を振りながら店内に駆け込んだ。

「（どこだ。委員長はどこに…………）」

　──いた。

　委員長は、新作ゲームコーナー、旧作ゲームコーナー、一世代前の中古ゲームコーナーを抜けた先にある人ひと気けのないレトロゲームコーナーを一人ひとり彷徨さまよっていた。

「（すごい数だな……）」

　壁かべ一面を埋め尽くす色とりどりのゲームソフト。どれもカセット剝むき出だしのままビニールで包装され、タイトルが見えるように表向きに吊つるされている。品ぞろえはかなりいい。これだけのタイトルの中から目当てのゲームソフトを見つけ出すのは至し難なんの業わざだろう。

「（つーか、なんで、自力で探そうとするかな？）」

　店員に訊きけば一発でわかるのに。

「ない……ない……どこにもない……」

　委員長は壁に吊つるされたゲームソフトを中腰の姿勢で一本一本チェックしながら、ちょっとずつ右のほうへ移動していた。あと数歩で右端に到達する。某有名アクションゲームでたとえるなら８‐１に入ったあたりか。

「う……ううう。……ここで見つからなかったら……一体どこに行けば……？」

　すでに半泣きじゃねえか。

　……あー、もう！　イライラするな！

　おれは半歩前に出て、もうこれ以上探さなくていい！　と胸のうちで叫び、次は声に出すぞ、と意気込んだ。と、その直後──

「（ん、あれは？）」

　８‐４、最後の砦とりで……正せい確かくに言えば右端の一番上……に例のゲームソフトが吊るされていることに視力２・０のおれは気づいた。

　──なんだ。ちゃんとあるじゃないか。

「（委員長。右上だ、右上……）」

「……どこにも……ないみたいです……？」

「（だから右上だってば！）」

「……もう一度左端に戻って……」

「（なんで気づかないんだよ！　アホー！）」

　もう我慢の限界だった。

　おれは大おお股またで歩き出し、左端に戻って再度ゲームのタイトルを確かく認にんしている委員長の背中に手を伸ばし──

　直前でその手を引っ込めた。

　……違うな。これは違う。

　おれは急いで踵きびすを返した。

「（ここで……委員長と顔を合わせたら全すべてが台無しになるような気がする……）」

　出口に向かいながら心の中でつぶやく。

「（でも、直接顔を合わせなければ……）」

　おれは自動ドアを抜けると、ポケットから携帯電話を引っ張り出し、まだ店内で探し物をしているであろう委員長に電話をかけた。

『も、もしもし？　渋しぶ沢さわ君？』

『ここでクイズ』

『はい？　クイズ？』

『委員長が大好きなヒゲのおっさんが活かつ躍やくするアクションゲーム。一作目では画面左上にスコアが表示されています。さて……それでは残り時間を示すＴＩＭＥは画面上のどこに表示されているでしょうか？』

『簡かん単たんです。すごく簡単な問題です』

『ではお答えを』

『正解は、右上です』

『ビンゴ！』

『……ん～？　右上……？』

　何秒か間があってから、

『あああああっ!?　あ、あり、あり、あり、ありました！　右上に！　右上にぃぃ！』

『おめでとう』

『……へ？　おめでとう？　し、渋沢君？　それってどういう意味──』

　──ピッ。

　おれは一方的に通話を終了させた。

　……ったく世話が焼ける委員長様だ。

「すぅー」

　おれはポケットに携帯電話をねじ込み、夜の冷たい空気を体内に取り入れた。

「（さてと。委員長に見つからないうちに……）」

　おれは早足でその場を離はなれた。

　長い長い放ほう課か後ごだったな、と思いながら。




　その後──

　渋しぶ沢さわ君？　さっきの電話は？

　まさか私を尾行していたのですか？

　……といったような電話やメールが委員長から届くことは──なかった。謎なぞを謎のままにしておくことができない委員長が沈ちん黙もくを保っているのはちょっと妙な気がした。

　委員長の気まぐれ？

　結局、その日のうちにこの疑問が解消されることはなかったのだが……。




　翌日の放課後──

「渋沢君！　これをどうぞ！」

　おれがいつものように隠かくれ家がでコーヒー牛乳を飲んでいると、委員長が息を弾ませながら隠れ家に飛び込んできて、『ゲロ』と印字された半透明の袋をおれに差し出してきた。

「お、この特殊な形状のゲームソフトは」

　おれは袋の中を覗のぞき込み、「へえー」とわざとらしく驚おどろきの声を上げ、

「よく見つけてきたね。昨日きのうの今日きようなのに」

「なぜか見つかったのですよ」

「ふーん。なぜか見つかったんだ」

「なぜか……というか、ある人にヒントをもらって、そのヒントのおかげで見つかったんですけど……」

「へー、ある人に」

「はい……ある人に」

　多くを語るつもりはないらしい。もしかしたら、「ストーカー容疑で立件しようかとも思いましたが、今回は特別に見逃してあげることにします」ということかもしれないけど。……いや、さすがにそれはないか？

「渋沢君」

「ん？　何？」

　おれが疑問の視し線せんを送ると、「えへへ」と意味ありげな笑えみが返ってきた。

「何その顔？」と言葉を返しながら袋の中を漁あさっていると、「……あれ？」

「ようやく気づきましたか」

「委員長？　これは？」

　袋の中からゲームソフトを取り出す。

　特殊な形状のカセット──ではない。もう一本、別のゲームソフトが袋の中に入っていたのだ。

「渋しぶ沢さわ君、この間、言ったじゃないですか。『アクションゲームを買ってきてよ。委員長の独断と偏見で選んでいいから』って」

「言ったね」

「要望通り独断と偏見で一本選んできました」

「なるほど」とおれは真顔で頷うなずき、「独断と偏見で選んじゃったかー」と顔をしかめた。

「ん？　なぜ渋い顔をするのです？」

「や、だって、これアクションゲームじゃないし……」

「……へ？」

「これＲＰＧだよ」

「う、噓うそです!?　だ、だってワルキ●ーレの冒険ですよ!?　タイトルに『冒険』という言葉が入っているゲームはアクションゲームと相場が決まっています！　実際、高たか●名めい人じんの冒険島だって、トム・ソ●ヤーの冒ぼう険けんだってアクションゲームじゃないですか！　けっきょく南なん●大だい冒ぼう険けんだって！」

「あ、ごめん。違った。これＡＲＰＧだ」

「一体どっちですか!?」

「ＡＲＰＧでファイナルアンサー」

「ネタが古いです！」

「まあまあ。落ち着いてよ、委員長」

「渋沢君が紛らわしいことを言うからです！」

「やっぱりＲＰＧかも」

「だからどっちなのですか!?」

　──正解はＡＲＰＧ。

　でもおれは、委員長の過剰なリアクションを楽しむため、シューティングゲームだよ、パズルゲームだよ、ホラーゲームだよ、野球ゲームだよ、と噓をどんどんエスカレートさせていった。委員長が機き嫌げんを損ねたのは言うまでもないが……その後、苦労して手に入れた特殊な形状のカセットをゲーム機に差し込むと、一いつ瞬しゆんで委員長に笑顔えがおが戻った。

　おれは猫背全開でゲームを楽しむ委員長を横目で捉とらえ、現金だなー、と内心で苦笑した。そして、今度ゲームを買うときは不良品をつかまされないように注意しないとな、と思った。
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　　　◇４－１　西さい園おん寺じ再び







『委員長、腕を上げたね』

『え？　そうですか……？』

『おれもうかうかしてられないよ』

『そんな！　私なんて渋しぶ沢さわ君の足元にも及びませんよ！　師匠はまだ雲の上の存在です！』

『まだまだ精進が足りない、と？』

『はい！　その通りです！』

『実に殊勝な心がけだね。委員長は向上心があるからまだまだ伸びるよ』

『渋沢君！　いえ、渋沢師匠！　今後ともご指し導どうご鞭べん撻たつのほどをよろしくお願ねがいします！』

『うむ。お願いされようかな』

　はっはっはっはっはっは──

　これぞ理想の師弟関係！

　おれが求める理想のレトロゲームライフ！

　──まったり、ほっこり、のんびり。

　委員長と過ごす放ほう課か後ごの二時間はかくあるべき！　かくあるべき、なのだが──

「（全然リラックスできねぇ……）」

　おれはテレビから目を離はなし、窓際で静かに文庫本を読んでいる西園寺を何気なく見やった。

「（委員長が発するまったりオーラを完全に打ち消してやがる。こいつが無自覚に発してる負のオーラが……）」

　週が変わり、隠かくれ家がに出没する敵の出現テーブルに変更があったようで、二日に一回の頻ひん度どで西園寺とエンカウントするようになった。こたつには入らず、窓際を定位置とし、再びおれを監かん視しし始めた西園寺。だが、この間の委員長のお説教が身に沁しみたのか、無む闇やみやたらと攻こう撃げきコマンドを選択することはなくなった。ただ、おれが委員長をからかったり、下ネタ一歩手前のジョークなどを口にすると、特殊コマンドの『携帯メール』を選択し、罵ば倒とうの文句を大量に送りつけてくる。この場合、表向きは、『西園寺はこちらの様よう子すをうかがっている』だけなので、この特殊コマンドが原因で、委員長が機き嫌げんを損ねることはなく、結果、おれだけを的てき確かくに攻撃することができる。

「（ま、この程度の嫌いやがらせ、以前の傍ぼう若じやく無ぶ人じんな態度を思えば可愛かわいいもんだけど──）」

「──あの、渋沢君？」

　西園寺にまつわるエトセトラを頭の中で整せい理ちしていると、突然発せられた委員長の声によって思考活動が阻害された。

「渋しぶ沢さわ君の番ですよ？」

「ああ……」

　おれは慌てて画面に視し線せんを移し、黒と白の碁ご石いしが列をなす盤ばん上じように目を光らせた。

「んー、どう攻めるかな……」

　本日プレイしているのは五目並べ。西さい園おん寺じさんが取っつきやすいように、という委員長の配はい慮りよからチョイスされたもので、今週は五目並べに限らず、オセロや将しよう棋ぎなどの思考ゲームを中心に遊んでいる。これは自分の目で確かく認にんしたわけではないのだが、どうやら西園寺はおれが席を外している間だけ、テレビの前に座ることがあるらしく、「西園寺さん、オセロが得意みたいです」と委員長から報告を受けたことがある。

「長考ですか？」

「んー」とおれは低い声で唸うなり、「ここだ」

「……なんの！」

「そうきたか。じゃあ、ここだな」

「うっ……そこは」

「ほらほら？　どうした？」

「むうぅー」と委員長が不満そうに口を尖とがらせ次の一手を指す。

「その手は読んでたよ」

「あっ、渋沢君……ダメです、そこは……」

「ここか？　ここがいいのか？」

「いやああ！　そこはもっとダメです！」

「くっくっく！　もっともっとダメにしてやるぜ！　委員長、覚悟しな！」

　おれがエロ親おや父じ戦法で果敢に攻めていると、

　──ぶぅー、ぶぅー。

　マナーモードに設定しているおれの携帯電話がポケットの中でぶるぶる震ふるえた。今いいところなのに、と舌打ちしながら携帯電話を引っ張り出すと、

【下ネタは止やめなさい。汚らわしい】

　西園寺からのメールだった。

　……下ネタ？　汚らわしい？

　おれは発言のどこに下ネタ要素が？

　──ぶぅー、ぶぅー。

　内心で不満を爆ばく発はつさせていると、再びおれ宛あてに西園寺からメールが届いた。

【あなたの存在そのものが下ネタなのよ】

　……ほう。

【どうして警けい察さつは、『歩く下ネタ』の生命活動を黙もく認にんしているのかしら。不ふ思し議ぎだわ】

　……ほう！

【だいたいあなたは教室でも平気で──】

　──パチン。

　おれは携帯電話を片手で折りたたみ、何律りち儀ぎに目を通してんだか、と自分に活かつを入れた。こんなクソみたいなメール、無視だ、無視。冷戦なんて興きよう味みないっつーの。戦いはホットじゃないとつまらん。冷戦より熱ねつ戦せんだ。そう、たとえばおれＶＳ委員長──五目並べ対決、とかな。ふふふ、これぞまさに熱戦だ！　激はげしくぶつかり合う肉体、ほとばしる汗、輝かがやかしい青春の一ページ──

「……ま、負けました……」

　戦場に舞まい戻ったのも束つかの間ま、委員長が消え入りそうな声で投了を宣言した。

「ありゃりゃ」

「……敗北です」

「委員長のほとばしる汗が」

「ほとばしる汗？」

「……こっちの話だよ」

　おれは委員長の視し線せんから逃れようと、こたつの上に置いてあるゲーム雑誌に視線を落とした。

「んー？」と委員長はしばらく不思議そうに首を傾かしげていたが、追及するほどの疑問ではなかったのか、「あ、そうです」と表情を変え、

「西さい園おん寺じさん」

　お高くとまっている女の名前を呼んだ。

「何？」

　コンマ二秒で顔を上げた西園寺は文庫本を畳の上に伏せ、居住まいを正した。おれが声をかけると、「…………何？」と顔を上げるまでに最低五秒は無む駄だな間があるのだが、相手が委員長だとこの通り。恐るべき反射神経で対応する。

「西園寺さんも五目並べやりませんか？」

「早はや坂さかさんと？」

「いえ、違います。渋しぶ沢さわ君とです」

「……ならけっこう」

「うーん。どうしても嫌いやですか？」

「……嫌」

「そ、そうですか……」

　委員長が残念そうに顔を伏せる。

「（おれの名前なんて出すから……）」

　ま、対戦相手がおれじゃなくて、委員長だったとしても西さい園おん寺じは拒否してただろうけど。どうもこいつはおれに無防備な姿を晒さらしたくないみたいだからな。でも、おれが席を外している間に委員長の隣となりに座るって話が本当なら、レトロゲームに対する興きよう味みがゼロってわけではないのかもしれない。もっとも、この無愛想な女と和なごやかにゲームで遊べるとはとても思えんが。

「渋しぶ沢さわ君？　もう一戦どうですか？」

「正直、五目並べはお腹なかいっぱい」

「お腹いっぱいですか」

　委員長がこたつから足を出し、「では他ほかのゲームで遊びましょう」と言って膝ひざ立だちの姿勢でうんしょうんしょとゲームソフトが五十音順に並べられた棚の前に移動する。

「何かリクエストはありますか？」

「とりあえず五目並べみたいな思考系のゲームは除外の方向で」

「んー、となると……アクションゲーム、シューティングゲーム、スポーツゲーム……えっとあとはＲＰＧ？」

「アドベンチャーゲーム」

「レースゲームもありますね」

「あとパズルゲームとか」

「……それで全部ですか？」

「あー、ホラーゲームを忘れてたなー」

「ホラーゲーム？」

「うん」おれはこたつの上で肩かた肘ひじをつき、「といっても、この時代のゲームにはほとんど見当たらないけどね。ホラーゲームは」

「そうなのですか？」

「ホラーゲームはさ、グラフィックの進化と共に成長していく……いや、成長してきたジャンルなんだよ」

「グラフィックの進化と共に……メモメモ」

　委員長がお馴染なじみの手帳を膝の上に広げる。マメなことである。

「おびただしい流血とか、生々しい死体とか、得体えたいのしれない怪物とか、全すべてをリアルに表現すればいいってもんじゃないけどさ……でも、グラフィックの進化がホラーゲームに与えた影えい響きようは大きいと思うよ。表現の幅が広がったのは間違いないしね」

「なるほど……です」

「もちろん、古いゲームの中にも名作と謳うたわれるホラーゲームはあるよ。スウィー●ホームとかマニアッ●マンションとか。ただ、残念ながら近場のゲームショップには置いてないみたいなんだよね。どっちのタイトルも。見つけたら速攻で確かく保ほするつもりだけど」

「そうなのですか」

　委員長が相あい槌づちを打ちつつ、軽快なリズムでペンを走らせる。その様よう子すをしばらく黙だまって見守っていると、

「これで……よし」

「メモ終わった？」

「はい！」と委員長が満足げな表情で大きく頷うなずき、「大変興きよう味み深ぶかいお話でした」

「そいつはよかった」

　全部秋あき葉ばの受け売りだけどな……。

　──ぶぅー、ぶぅー。

　秋葉様様だぜ、と蘊うん蓄ちくの供給源に感かん謝しやの祈りを捧ささげていると、重箱の隅を突くのが趣しゆ味みの西さい園おん寺じがまたもやメールを送りつけてきた。

【知ち識しき自慢大会はもう終わり？】

　……そんな大会、開催した覚えはない。

【実にくだらない蘊蓄だったわ】

　……それはお前の主しゆ観かんだろ。

　カチカチカチカチカチ！

　電源を切ってガン無視を決め込んでもよかったのだが、やはり言われっぱなしなのは癪しやくなので、返信することにした。

【お前な、委員長にかまってもらえないからって、おれに八つ当たりしてんじゃねーよ】

　──ガタン。

　メールを送って数十秒後、窓際でスライド式の黒い携帯電話に目を落としていた西園寺が急にその場から立ち上がり「……か、帰るわ」と言って荷物をまとめ、不ふ機き嫌げんな顔つきでバタバタと上うわ履ばきを鳴らしながら隠かくれ家がを出ていった。

「あ、西園寺さん、待ってくだ──」

　──ピシャリ。

　委員長の制止の声は扉が閉まる音にあえなくかき消された。

「たった一発でノックアウトとは……」

　どうやらおれが送ったメールは西園寺にとって『急所攻こう撃げき』も同然だったらしい。

「案外、打たれ弱いんだな」

「うん？　打たれ弱い？」

　委員長が小首を傾かしげ、おれを見上げる。

「独り言だよ」

　おれはそう言ってお茶を濁にごし、西園寺に送ったメールの文面をもう一度読み返した。

【お前な、委員長にかまってもらえないからって、おれに八つ当たりしてんじゃねーよ】

　うーん……。あいつがおれに送りつけてきたメールのほうがよほど言葉が汚いよな。歩く下ネタだのなんだのって。

　とはいえ──

　カチカチカチカチカチ……。

「（ん……よし、こんなもんでいいだろ）」

　おれは長文メールを完成させると、迷わず送信ボタンを押した。

　宛あて先さきはもちろん西さい園おん寺じだ。

　どんなメールを送ったのかと言うと、

【お前が何を考えているのかは知らないが、みんなこの隠かくれ家がにはレトロゲームで遊ぶために集まってんだから、話題の中心がゲームに偏かたよるのは当たり前の話だ。たぶんお前はそれが面おも白しろくないんだろうけど、レトロゲーム一色のこの隠れ家で主しゆ導どう権けんを握ろうと思ったら、人よりゲームが上手うまくなるか、さっきのおれみたいに知ち識しき自慢大会を開催するしかないぞ】

　──やや挑発的な文面。

　だが西園寺にはこれくらいでちょうどいい。

「（返信は期待しないほうがいいな）」

　おれの予想通り──

　西園寺からの返信はなかった。

　しかし……。

　おれが西園寺に送ったこの挑発的なメールが引き金となり、放ほう課か後ごの二時間が新たな局面を迎える。……要するに面めん倒どう事ごとが増えるのだ。西園寺絡みの厄やつ介かいな面倒事が。







　　　◇４－２　三者間通信







　数日後の昼休み。

　いつものように屋上でパンをかじり、昼休み終了十五分前に教室に戻ると、秋あき葉ばがニヤニヤしながら近づいてきた。

「どうした？」

　教室の後ろ、掲示物が貼はられた壁かべの前で立ち止まると、擦すり寄ってきた秋葉が、「実はですねー」と言いながらおれの左耳に両手を添え、

「（面白いゲームをゲットしたんですよー）」

「（ほう）」おれも小声で対応する。「（その言葉に偽りはないな？　本当に面白いんだな？）」

「（もちろんっすよー）」

　お互い、小声でささやき合っていると、

　──ひそひそ……ひそひそ……。

　クラスの連中が好奇の視し線せんをおれたち二人ふたりに向けていることに気づいた。

「（……ああ）」

　たぶん秋あき葉ばがおれに密着して耳元でごにょごにょやってる姿が『いかにもな関係』を演出してしまってるんだろうな。どいつもこいつも、こいつら付き合ってんじゃねーの？　的な疑いの眼まな差ざしをおれたちに集中させてるし。

「（くだらん。実にくだらん）」

　秋葉は隠かくれ家がの秘密を知る以前からおれに積せつ極きよく的てきに話しかけていたので、教室で言葉を交わすこと自体に問題はない。委員長とは違い、他人のフリを演じる必要がないのだ。とはいえ、隠れ家に関係のある話題を教室で大っぴらに話すわけにはいかないので……。

「（その結果がこの密着状態か）」

　秋葉は平気でくっついてくるからな。飼い主に飛びつく犬みたいに。

「（ほむ？　渋しぶ沢さわさん？　どうしましたー？）」

「（……気づいてねーし）」

　まあ、どうでもいいっちゃどうでもいいんだけどなー。おれと秋葉の関係が取とり沙ざ汰たされたからといって、隠れ家の秘密が明るみになるわけじゃないし。でも──

「……ジー」

　さっきから委員長がおれと秋葉の動向をうかがってるんだよなぁ。落ち着かない様よう子すでやたらと視線を彷徨さまよわせてさ。一体何を気にしているのやら。……ま、ともかく、委員長が余計な心配をしないように……。

「──鬱うつ陶とうしい。離はなれろ」

　おれは片手で秋葉を遠ざけた。

　もちろんフリだ。

「あふーん」と秋葉が身をくねらせながら一歩後退する。空気を読んだのかと思ったら、

「渋沢さーん、もっと派手はでにドーンと突き飛ばしちゃってくださいよー。打ち上げ花火みたいにドーンって。ロッ●マンの死に際みたいに、木こっ端ぱ微み塵じんにする勢いで。渋沢さんの愛のムチで、あっしを従順な雌めす犬いぬに育て上げてくださいよぉ！」

「こ、こら、秋葉！　擦すり寄ってくんな！　気色悪い！　しっし！」

　今度はフリではない。……だってこいつマジで鬱陶しいんだもん。

「秋葉よ、マジで木っ端微塵にしてやろうか？」

　なおも厳きびしい口く調ちようで秋葉を突き放すと、

　──なーんだ、秋葉が渋沢に一方的に絡んでただけか、とでも思ったのか、クラスの連中は途端とたんにおれたちの関係に興きよう味みを失い、集中していた視線も散り散りになった。

「……暇人どもめ」

　おれは喧けん騒そうに包まれた教室を横断し、ベランダに繫つながるサッシ戸を乱らん暴ぼうに開き、北風が吹き荒れる無人の空間に身を投じた。ちょっと間があって、「寒いっすー」と言いながら秋あき葉ばが小走りでベランダに出てきた。

「話の続きいいっすかー？」

「ああ。ここなら邪じや魔まは入らんだろう」

「ですねー」と秋葉が後ろ手で静かにサッシ戸を閉め、「やっと二人ふたりきりになれましたね？」

「ああん？」

「そんな恐こわい顔しないでくださいよー」

「お前がつまらんことを言うからだ」

「渋しぶ沢さわさん、厳きびしいっすぅ……」

　秋葉が口を尖とがらせた。特に意味はないんだろうが、秋葉がこういう表情を見せるのは珍しい。

「んで？　面おも白しろいゲームってのは？」

「あー、それなんですけどねー。実は……」

　──ぴろりろぴろりろぴろりろ──

　ようやく話が進む、と思いきや、秋葉が慌ただしくブレザーのポケットをまさぐり、

「すんませーん。メールがー」

「次から次へと邪魔が入るな。ってか……」

　なんで着信音、ゼ●ウスなんだよ。

「メール、誰だれからだ？」

「西さい園おん寺じさんからでーす」

　と言いながら秋葉が返信を打つ。

「ん？　なんでお前に西園寺からメールが？」

「質問攻めっすよ。質問攻め」

「お前は言葉を省きすぎだ。もっとわかるように話せ。質問攻めって西園寺がお前にか？」

「ですですぅ」と秋葉が頷うなずき、「西園寺さん、レトロゲームに興きよう味み津々しんみたいでー」

「……興味津々、ねぇ」

「どういう心境の変化でしょーね？　今までは委員長さんがいくら誘っても『けっこうよ』の一点張りだったのに、最近は、『私と勝負しなさい』ってやけに積せつ極きよく的てきですしぃー。渋沢さん、何か心当たりありますかー？」

「……さあな」

　おれは素知らぬ顔で空を仰ぎ、間違いなくおれが送った挑発メールのせいだろうな、と胸のうちでつぶやいた。

「（まさか……）」

　こんなにもあっさりおれの挑発に乗ってくるとは思わなかったが……でも、まあ、正面切ってぶつかってくるほうが西さい園おん寺じらしくはあるよな。おれとしても真っ向勝負は望むところ。陰湿なメールのやり取りは精神衛えい生せい上じようよろしくない。……にしても、苦手意い識しきを持っていそうな秋あき葉ばにまで助言を求めるとは。あいつ、本気でおれを負かしたいらしいな。委員長の目の前で。

「私はまだ対戦したことないですけど、西園寺さん、けっこう筋よくないですかー？」

「オセロは上手うまいな」

「つまり、期待の新人である、と？」

「いや、まだ断定はできんな。だって、あいつ、アクションゲームとかシューティングゲームみたいなテレビゲーム特有のジャンルにはまだ数えるほどしか触れたことないし」

「あー、たしかにオセロみたいに複雑な操そう作さを必要としない思考系のゲームでは、真の実力を測ることはできないっすもんねぇー。もともとアナログゲームですし」

「だろ？」おれは同意を求め、「ま、西園寺も誰だれかさんと同じで、まったくの初心者みたいだし。当面のライバルは委員長だろ」

「そですねー」

　秋葉が「ん～」と背伸びをしながらベランダの手すりに寄りかかる。

「えーっと」

　話が一段落したところでおれは首を捻ひねり、

「そもそもなんの話をしてたんだっけか？」

「ミーが買ってきた新しいゲーム」

「あー、それだ、それ」

「やっと本題に入れますねー」

「まったくだ」

　おれは頭を搔かきながらベランダの冷たいコンクリートの上でヤンキー座りをする。

　と──

　続く秋葉の言葉を待っていると、

　──ぶぅー、ぶぅー。

　二度あることは三度ある、ということなのか。

　またしても第三者の横やりが入った。

「……誰だよ……ったく」

　ぼやきつつ、ポケットの奥でぶるぶる震ふるえる携帯電話を二本の指で引っ張り上げる。どうやらメールを着信したようだ。

「ん？　委員長から？」

　メールを開くとそこには──

【新しいゲームってどんなのです？】

　……んん？　新しいゲーム？

　一体なんの話だろうか、と委員長から届いたメールの真意を汲くみ取っていると、

　──ガラガラガラ。

　突然、教室の窓の一つが開き、漏れ聞こえる教室の喧けん騒そうと共に委員長が顔を出した。

「……ジー……」とこちらをジト目で見ている。

　長い髪が窓枠をなぞるように寝そべっている。

　──新しいゲームってどんなのです？

　委員長の顔にそう書いてあるのがわかる。

　どうやらおれたちの会話を盗み聞きしていたらしい。たぶん窓を微妙に開けて、聞き耳を立てていたのだろう。そうでもしないと聞こえないはずだからな。

「もふ？」

　委員長が窓から顔を出していることに気づいたのか、秋あき葉ばが奇妙な声を発した。

「渋しぶ沢さわさん、何事っすか？」

「つまり──こういうことだ」

　折りたたみ式の携帯電話を素早すばやく開き、委員長から届いたメールを秋葉に見せる。

「なるほどぉー」

「理解したようだな」

「ういっす」

　秋葉は独特の肯定を示したあと、

「ではわたくしめも」と意味深なことを言いながら先ほどブレザーのポケットにしまった携帯電話を再び手に取り、滑らかなキー操そう作さで何やら文字を打ち込み、「そーしーん！」と叫びながら携帯電話を天に向かって掲げた。

　なんの儀ぎ式しきだよ、と鼻で笑っていると、

「ん？　メール？」

　受信したのは今しがた秋葉が天に向かって放った電波だった。

【ｆｒｏｍ秋葉　ここでクーイズ！　お二人ふたりにクエスチョンです！　激げきかわゆい瑞みず穂ほちゃんが捨て身の精神で手に入れた激レアなゲームとは一体なんでしょーかー。※注意　解答はメールにてお願ねがいします。私に返信するのはもちろん、渋沢さんは委員長さんにも、委員長さんは渋沢さんにも同じ内容のメールを送ってください。つまり、三者間通信とゆーわけです】

「……ほう」

　なかなか気が利くじゃないか。自分で激かわゆいとか言わなきゃ百円くらいおひねりをお渡していたところだ。

「ちと面めん倒どうだがお前の提案に乗ってやろう」

　おれは交通整せい理りの誘ゆう導どう員いんみたいに携帯電話を左右に振り、委員長に目配せした。すると、うんうん、と委員長が何度か頷うなずきながらストラップが一つもついていない地味な携帯電話を両手で握りしめた。

　と、そんなわけで──

　三人顔を突き合わせた状態での奇妙なメールのやり取りが始まった。

【新しいゲームねぇ。どうせお前のことだから、即死ゲーとかマゾゲーなんだろ？】

【ｆｒｏｍ秋あき葉ば　ノンノン！　今回は、委員長さんはもちろんのこと、初心者の西さい園おん寺じさんでも十分楽しめるゲームっす！】

【ｆｒｏｍ委員長　ということはオセロや五目並べのような思考系のゲームですか？】

【わかった。麻マー雀ジヤンだ】

【ｆｒｏｍ秋葉　ブブー。思考系のゲームじゃありませーん。どっちもハズレです】

【ｆｒｏｍ委員長　渋しぶ沢さわ君？　麻雀は二十歳になってからですよ？】

【いや、麻雀に年ねん齢れい制限とかないから】

　年齢制限があるのは雀荘への入店とかだろ。

【ｆｒｏｍ委員長　さすがにＲＰＧ……はないですよね？】

【ｆｒｏｍ秋葉　ないでーす】

【んじゃ野球ゲーム】

【ｆｒｏｍ委員長　野球ゲームは隠れ家にあるじゃないですか】

【委員長が苦手なシューティングゲーム】

【ｆｒｏｍ委員長　嫌いやがらせですか？　嫌がらせなのですか？】

【委員長が絶対にクリアできないシューティングゲーム】

「……むううぅー」

　委員長の唸うなり声ごえが仮想空間を飛び出し、現実世界のおれの耳に届いた。そうとうご立腹らしい。委員長は、カチカチカチ、と乱雑なキー操そう作さで文字を打ち込み、

【ｆｒｏｍ委員長　これでどうです！　渋沢君が絶対に解けない三角関数の難なん問もん！】

【ｆｒｏｍ秋葉　いんちょーさーん。それ、もはやゲームじゃないっすよー】

【ｆｒｏｍ委員長　だったら英語です！　渋沢君が泣きながらエキ●イト翻ほん訳やくを使わざるを得ない海外のゲーム！】

【もう何がなんだか……】

【ｆｒｏｍ秋葉　半分正解っす！】

　……は？　なんだって？

　おれは顔を綻ほころばせている秋葉に視し線せんを投じ、

「半部正解ってどういう意味だよ？」

　思わず疑問を声に出してしまった。

「それはですね～」

　おれに釣られたのか秋葉も声を発する。

　と、その直後──

　──キーンコーンカーンコーン。

　昼休みの終了を告げるチャイムが鳴なり響ひびいた。

「あー、終わっちゃいましたかー」

「秋あき葉ばよ。半分正解の真意はこの際どうでもいい。簡かん潔けつに正解だけ述べてくれ」

「うふ☆」

「いや……うふじゃなくて……」

「正解はＣＭのあと？」

「なんで疑問形なんだよ！」

「続きはウェブで！」

「適当なことばっかり言ってんじゃねー！」

「続きは……ハァハァ……続きは今晩、ベッドの上で……渋しぶ沢さわさんと……ハァハァ……」

「妙な妄想すんな！」

　本当の正解は──

　放ほう課か後ご、西さい園おん寺じを含めた四人が隠かくれ家がに集まったときに明かされる。







　　　◇４－３　英語でバトル！







「──とゆー具合にですね、日本語で提示されたお題を英語に訳していくわけです」

　秋葉が画面から視し線せんを外し、前のめりの姿勢で解説を聞いている委員長や、コーヒー牛乳をストローで吸い上げているおれ、そして仏ぶつ頂ちよう面づらの西園寺に、にこやかな笑顔えがおを振りまく。

「なるほど。英語学習ソフトか」

「ですですぅー」

「秋葉さんが『半分正解』と仰おつしやっていた意味がようやくわかりました」と委員長。

　画面ではホウレンソウを食べると超人的なパワーを発揮する……でお馴染なじみの超有名キャラクターが横二列に並んだアルファベットを獲かく得とくせんと上下左右に走り回っている。さっきおれは「英語学習ソフト」と言ったがどうやらこのゲームはキャラゲーの要素も併あわせ持っているようだ。

「一人ひとりプレイ用のモードはこの通り、のんびりプレイできますけどぉ、対戦モードでは上からランダムに降ってくるアルファベットを取り合うことになるので、けっこう白はく熱ねつすると思いますよー」

「ふーん」

　それまで黙だまって画面を眺めていた西さい園おん寺じが初めて言葉らしきものを発した。

「なかなかマニアックな英単語がそろっているじゃない。タンパク質……なんて、受じゆ験けんレベルの英語長文くらいでしか見たことがないわ」

「そうですね」と平然と同意する委員長。

「……じゅ、受験レベル？」

　おれたちまだ一年生だぞ……？

　この二人ふたり……日ごろからそんなハイレベルな問題に取り組んでいるのか？

「ジャンルによりけりですがー、シングルモードで出題される英単語はかなり難なん易い度どが高いですねー。大人おとなでも手こずること請うけ合あいっす。西園寺さんが言うようにマニアックな英単語がそろってますからねー。でも対戦モードはぐっと難易度が下がって中学生レベルの英単語が多く出題されますので、ご安心をー」

「だそうですよ？　渋しぶ沢さわ君？」

「ふふ……よかったわね」

　優ゆう等とう生せい二名が学力のないおれに意味ありげな視し線せんを寄こした。上から目線ってヤツだ。

「くっ……そろいもそろって」

　委員長はともかく、西園寺に見下されるとむかっ腹が立つ。それもゲームに関することでバカにされているっていうこの状況は──

「おい、西園寺。コントローラー握れ」

「あら？　私と対戦する気？」

「笑っていられるのも今のうちだぞ。おれはお前なんかには絶対に負けない。いや……負けるわけがない。神に誓ったっていい」

「……言ったわね？」

　西園寺が表情を引ひき締しめ、その場をゆっくりと立ち上がった。アーモンド型の目をこれ以上ないほど吊つり上げた西園寺は、テレビの前に座っている解説役の秋あき葉ばに「そこ退どいて」と偉そうに命令し、場所を空けさせた。

「んじゃ、おれがⅠコンでお前がⅡコンな」

「どっちでもいいわ」

　西園寺は「どぞー」と秋葉が差し出したコントローラーを片手で受け取ると、すかさずウェットティッシュをポケットから取り出し、コントローラーの表面を丁てい寧ねいに拭ふいた。

「さ、始めましょう」

「……ああ」

　こいつの潔けつ癖ぺき体質については何も言うまい。ケチをつけると逆ギレしそうだからな……。

「げーむすたーとー」

　おれがボタンを押すタイミングに合わせて秋あき葉ばがマヌケな声で闘たたかいの幕開けを演出した。

「えーと、ツキ、ソラ、フネ──」

　戦いが始まると、後方からおれたちの対戦を見守る委員長が、画面左上にカタカナで表記された三つの日本語を読み上げた。

「アクビが出るほど簡かん単たんな問題ね」

　西さい園おん寺じはまず、『ツキ』を英訳の対象に選んだようで、さっそく上から降ってきた『Ｍ』の捕ほ獲かくに乗り出した。秋葉の解説によると、この対戦モードは先に五つの英単語を完成させたほうが勝者となるらしい。

「渋しぶ沢さわ君？　西園寺さんはもう英単語を作り始めていますよ？　早く操そう作さしないと……」

「ああ、そうだね」

　おれが適当に相あい槌づちを打つと、

「ま、まさか渋沢君……この程度の英語のスペルもわからないのですか？　渋沢君の英語力はそこまで貧弱なものなのですか!?」

「ぷっ」と西園寺がそこで噴ふき出し、「どうやら戦う前から勝負は決まっていたみたいね」

「アホ抜かせ。おれは負けねーよ」

「……ふん、何よ。強がっちゃって」

「強がりじゃねーっての」

　そう言っておれは『Ｍ』、『Ｏ』、『Ｏ』とリーチをかけた西園寺が今もっとも欲しているであろう『Ｎ』が上から降ってきたのを確かく認にんすると、西園寺操あやつる赤い服のキャラクターを追い越し、先に『Ｎ』をキャッチした。

「くっ……」

　と西園寺が顔をしかめた直後、

「あ、また『Ｎ』が上から……」

　委員長が画面を指さしながら小声でつぶやいた。おれはその声に敏感に反応し、

「──もらったー！」

　続けざまに妨害作戦を成功させた。

「ナイスデース！」パチパチパチ、と秋葉がおれに称しよう賛さんの拍手を送る。「初プレイでディフェンスの概念に気づくとは……！　渋沢さん、さすがっす！」

「な、なるほど。相手が欲しているアルファベットを横取りすることによって、英単語の完成を遅らせることができるのですね」

「そゆこと」

　おれは画面に視し線せんを固定したまま頷うなずき、隙すきを見て西園寺の横顔をチラ見し、

「ほらほら？　どうした、西園寺ちゃん？」

「……ちゃん付けは止やめて」

「よし！」おれは西さい園おん寺じが顔をしかめた一いつ瞬しゆんの隙すきを突き、「これもいただき！」

「くううっ……！　卑ひ怯きような真似まねを！」

　西園寺が十字キーをカチャカチャ鳴らしながら悔しそうに歯は嚙がみする。おれの挑発でさらに頭に血が上ったようだ。

「ふっ、見たか！　おれの防ぼう衛えい技術！」

「うーん……でも、渋しぶ沢さわ君？　西園寺さんの邪じや魔まをしているばかりでは英単語を完成させることはできませんよ？」

「いいんだよ。最初から勝つ気なんてないし」

「……な、なんですって？」

　西園寺が声を引っくり返した。

「ちょっと、あなた？　私なんかには負けないんじゃなかったの？」

「負けないさ。だが勝ちもしない。噓うそはついてないぞ？　だっておれは『お前なんかには絶対に負けない』とは言ったが、『絶対に勝つ』とは一言も言ってないからな！　ふはははははは！　何時間だって防衛し続けてやるぜ！」

「ふ、ふざけないで！」

　瞬間、西園寺が金切り声を上げ、

　──ポチ。

　リセットボタンに手を伸ばした。

「ああー！　何やってんだよ、お前！」

「不毛な戦いに終止符を打ったのよ」

　西園寺は、バカバカしい、と口を歪ゆがめながらコントローラーを畳の上に置いた。

「なるほど、痛み分けというわけだな？」

「バカなの？　知能ゼロなの？」

「はん！　それは否定できんな！」

「……無む駄だな時間を過ごしてしまったわ」

　西園寺はブツブツとおれに対する呪じゆ詛その言葉を吐きながら腰を上げた。

　と、ここで委員長が、

「あ、西園寺さん……。その、よろしかったら、私とひと勝負いかがですか……？」

「──いいわよ」

　ほとんど即答だった。西園寺は、一度は畳の上に置いたコントローラーを再び手に取り、「そこの腐れ外道。早坂さんに場所を譲ゆずりなさい。しっしっ」とおれを手で追い払った。

「西園寺さんＶＳ委員長さんですかぁー。見み応ごたえのある戦いになりそうっすねー」

「委員長頑張れー。西園寺なんてぶっ潰つぶせー」

「ふん」

　おれが送った委員長へのエールが気に食わなかったのか、西さい園おん寺じが露ろ骨こつに鼻を鳴らした。しかし、委員長に対しては穏おだやかな笑えみを見せ、

「早はや坂さかさん？　お手柔らかに、ね？」

「はいです」

　委員長がテレビの前に座り、おれがさっきまで使っていたⅠコンを両手で握った。

「ほむー」

　対戦が始まる直前、秋あき葉ばが解説口く調ちようで、

「お二人ふたりの学力……英語力は拮きつ抗こうしているものと思われますから、勝負のカギを握るのは、それぞれが持つ『アクションゲームパワー』になりますね」

「なんだ、そのアクションゲームパワーって」

「アクションゲームのプレイヤースキルを数値化したものですぅー」

「造語か」

「略して『ＡＧＰ』です。ちなみに私のＡＧＰは５３００００あります」

「フリー……ザ……いや、なんでもない……」

「うふ」と秋葉が笑みを浮かべ、「委員長さんはそろそろ初心者の域を脱して中級者に差しかかっているころだと思うので、この戦い、委員長さんが有利ではないでしょーかー」

「有利だなんて……」委員長が首を振る。「私なんてまだまだですよ」

　一応の謙けん遜そんを示した委員長だったが、表情からは緊きん張ちよう感かんが抜け落ちていた。頰ほおが緩ゆるんでいる。どうやらまんざらでもない様よう子す。秋葉に中級者と呼ばれて内心では喜んでいるようだ。

「うーん……」

　委員長有利ねぇ。まあ、おれとしても、委員長には勝ってもらいたいが……しかし、今回の秋葉の分析はちょっと楽らつ観かん的てきすぎるんじゃないかねぇ。これは先ほどの対戦で感じた忌き憚たんのない意見なのだが、西園寺が操そう作さするキャラクターの動きは初心者とは思えないほどスムーズだった。西園寺を褒ほめるのは癪しやくだが、筋がいい、と言わざるを得ない。

「（有利どころか……委員長、苦戦を強しいられるんじゃないのか……？）」

「早坂さん、準備オーケーよ」

「はい。ではゲームスタート……です！」

　優ゆう等とう生せい同士の戦いは──




　おれが懸け念ねんした通りの展開になった。




　──西園寺、一つ目の英単語を完成！

「え？　もう一つ目を？」

　──西さい園おん寺じ、さらに二つ目も完成！

「わっわっ……早く挽ばん回かいしないと……」

　──三つ目！

「ううう……まだ一つも作れてません……」

　──四つ目！　リーチ！

「うーん、うーん。どうしてこんな展開に……」

　──五つ目完成！　西園寺ウィン！

「あ、あれ……？　あれれ……？」

　あっけなく勝敗が決した英単語対決。

「……な、なぜ……なぜ……？」

　勝負後、委員長はコントローラーを手放し、念仏でも唱えるかのごとくブツブツと何事かぼやき始めた。西園寺に負けたのがそんなにショックだったのだろうか、と声をかけずに委員長の様よう子すをうかがっていると、「なぜです？　どうして？」と納得がいかないのかなんなのかよくわからないが、委員長は首を四十五度ほど傾かしげて、うーん、と唸うなっていた。

「早はや坂さかさん……どうしたの？」

「さー」

　西園寺の疑問に秋あき葉ばが間延びした声を返す。

　三人でしばらく委員長の動向をうかがっていると、

「渋しぶ沢さわ君」

　そのうち委員長が口を開いた。

「ん？　何？」

　おれがこたつの上に肘ひじをつくと、

「もしかして……私」

「うん」

「…………私」

　委員長は言葉を溜ために溜め、




「……げ、ゲーム……下手へたですか？」




　衝しよう撃げき的てきな告白──ではなかった。むしろ、何を今さら、といった感じの発言。

「どうやら私は思い違いをしていたようです」

「思い違い？」

「私……渋沢君と秋葉さんには対戦系のゲームで勝てた試しがないのですが、それは私のゲームの腕前に問題があるというよりは、お二人ふたりがゲーム上級者だから。私と……腕の差に大きな開きがあるからだと思っていたのですよ」

「ああ……」

　そうか。そういうことか。今まで比較対象がおれと秋あき葉ばしかいなかったから、委員長、自分のゲームの腕前が平均以上なのか、以下なのか、よくわかってなかったんだな。西さい園おん寺じの出現によって、もしかしたら私絶望的にゲームが下手へたなんじゃ、と初めて疑念を抱いた……のではないだろうか。このゲームは英語学習ソフトという変わり種ではあるが、対戦モードに限ってはアクション性や駆け引きに富んだ仕様になっている。だからオセロや五目並べでは測れなかった西園寺のテレビゲームの腕前が今回明らかになり、その結果、『委員長下手っぴ疑惑』が浮上した──ということなのだろう。

　……んー、そういえばおれ、今まで委員長に「惜しかったね」とか「残念だったね」とかいったような言葉をかけたことはあったかもしれないけど、ゲームの上手うまい下手に言及したことは一度もなかったような気がする。いや、あったかもしれないが、委員長は、上級者の嫌味いやみくらいにしか受け取っていなかったのではないだろうか？

「私にはよくわからない話だけれど」とここで西園寺が口を挟み、「早はや坂さかさんのゲームの腕前が私以下なのは明めい瞭りようたる事実よね」

「……で、ですね」

　西園寺の言葉に委員長が委い縮しゆくする。

　……ったく、西園寺め。余計なことを言いやがって。つーか、お前、委員長と仲良くしたいんじゃなかったのかよ？

「……うぅー……」

　よほどショックだったのか、委員長はがっくりと肩を落としてしまった。秋葉が気を利かせて、「いんちょーさーん、私と対戦しませんですかぁー？」と声をかけたが、

「い、いえ……私では秋葉さんの相手は務まらないと思うので……」

　委員長は時間が経たって空気が抜けてしまった風船のようなしょんぼり顔で、「……私なんかよりも、勝者の西園寺さんと対戦したほうが有意義な時間が過ごせますよ……はは」と言ってテレビの前から退どいた。

　結局──

　委員長がコントローラーを握ったのは西園寺との対戦だけで、「どうぞどうぞ」とこの日は人に譲ゆずってばかりだった。そして、この委員長のゲームに対する消極的な姿勢はしばらくの間、続くことになる。







　　　◇４－４　這はい上がれ委員長！







　屋上でメシを食うのもそろそろ限界かもしれないな、と思いながら風が凌しのげる給水塔の陰で大きなカツが挟んであるサンドイッチをもそもそ食べていると、

　──ギィ。

　立てつけの悪い屋上の鉄てつ扉ぴが開き、仏ぶつ頂ちよう面づらがデフォルトの目つきの悪い女が姿を現した。

　西さい園おん寺じは無言で屋上を闊かつ歩ぽし、

「ちょっといい？」

　と三メートルほど距きよ離りを置いておれに話しかけてきた。これ以上近づくと身体からだが腐敗してしまうわ、と言わんばかりである。

「よくおれがここにいるってわかったな？」

「秋あき葉ばさんから聞いたのよ」

「……ほう」

　ここでメシ食ってること、誰だれにも教えた覚えはないんだが……なんで知ってんだ、秋葉。

「で？　一体なんの用だよ？」

「……わからないの？」

　西園寺は眉まゆをひそめ、風ではためくスカートを手で押さえつけながら、

「早はや坂さかさんのことよ」

　……だと思った。こいつがおれ個人に用なんてあるわけないからな。

「最近、様よう子すが変だと思わない？」

「そうだな」

　おれはサンドイッチを一口かじり、

「委員長、隠かくれ家がにはたいてい一番乗りだったのに、ここのところ来るの遅いし、帰るのも一番早い。その上、対戦系のゲームに難なん色しよくを示すことしばしば。……でもって、ＲＰＧとか一人ひとり用のゲームばかり遊びたがる」

「つまり……」

「ああ。対戦恐怖症……なんて言葉があるかどうかは知らないが、委員長は人とゲームで対戦して負けることに憶おく病びようになってるんだろうな」

「私が早坂さんに勝ってしまったから……」

「まー」それが原因だとは思うが、「気にするほどのことでもないだろ。委員長はどこまでもまっすぐだからな。そのうち『西園寺さん！　勝負です！』って言い出すさ」

「でも……」

　西さい園おん寺じがフェンスに寄りかかり、「気になることが……」とピンク色の唇を動かした。

「気になること？」

「……ええ」

「当然、委員長絡みだよな？」

「…………ええ」

「歯切れが悪いな。言いにくいことなのか？」

「違うわよ」と西園寺が即答し、その後、目を伏せ、「ただ、気が進まないだけよ」

「おれに相そう談だんするのが、か？」

「その通りよ！」

「……開き直るの早すぎだろ」

「悪かったわね」

「ってか、そんなにおれに話を持ちかけるのが嫌いやなら秋あき葉ばにでも相談しろよ」

「秋葉さんはダメよ。あの人は悪人ではないけれど、相談相手には向かないもの。能天気すぎるから。知ち識しきだけは無む駄だに蓄たくわえているようだから辞書替わりには使えるけれど」

「辞書替わりって……酷ひどい言い草だな」

　当の秋葉は喜びそうだが……。

「で……消去法で相談相手を選んだ結果、大嫌いな不良しか残らなかった、と。そういうわけかな？　西園寺ちゃん？」

「茶化ちやかさないで……」

　西園寺は嚙かみついてこなかった。自分が不利な立場にあることを理解しているのだろう。表情に不安の色が浮かんでいた。

　……ったく、しょうがねぇなぁ。

「言えよ」

「……え？」

「おれの気が変わらないうちに」

　給水塔を見上げ、残りのパンをかじる。

　話を聞く態勢を整ととのえたつもりだったのだが、

「何よ……偉そうに」

　憎まれ口が返ってきた。

「（……譲じよう歩ほしてやってんのがわかんないのかねぇ。この性悪女は……）」

　内心で煮えたぎる怒りの感情を冬の寒風とコーヒー牛乳で冷やしていると、

「早はや坂さかさん……ここのところ昼休みになるとどこかにいなくなるのよ」

「昼休み？」つまり今この時間帯か。「たしかお前も委員長も弁当派だよな？　ってか、最近は一いつ緒しよに食ってなかったっけ？」

「ええ、教室で……」

　西さい園おん寺じがフェンスに寄りかかったまま腕組みをし、埃ほこりっぽいコンクリートの上で胡坐あぐらを搔かいているおれを下した目め遣づかいで見つめてきた。

「でもここ最近は……私が早はや坂さかさんに英単語勝負で勝ってからは『しばらくお昼はご一緒できそうもありません』と断るように……」

「ああ、それってつまり」

　おれは意い識しき的てきに声色を変え、

「憎につくき西園寺さんとお弁当を囲むなんてまっぴらごめんです！　──っていう、委員長の心の表れなんじゃないのか？」

「そ、そんなわけないでしょ！」

　西園寺がフェンスから身を離はなし、ところどころ塗装の剝はがれ落ちた金かな網あみを握りしめ、ぐわんぐわん、と前後に揺らし始めた。

「なんでそう言い切れるんだよ？」

　おれが冷静に問いかけると、西園寺は金網をつかんだまま硬直し、

「妙だなって思うのは昼休みのその一件くらいなものだからよ。授業の合間の休み時間なんかはちゃんと話してくれるもの」

「無視されるのも時間の問題だな」

「ば、馬鹿ばかなことを言わないで。ちひろは……い、いえ、早坂さんは……そんな薄はく情じような人ではないわ」

「ちひろ？　今、ちひろって言った？」

「は、早坂さん！」

「（心の中では呼び捨てなのか……ぷぷっ）」

「と、とにかく！　憶おく測そくで物を言わないでちょうだい……！」

「憶測？　果たしてそれはどうかな？」

「……えっ……」

「いつも一方的に突っかかってきて、挑発的な言葉や皮肉を浴びせる。高たか飛び車しやで、負けず嫌いで、意地っ張りで、優やさしさの欠片かけらもない」

「い、一体……誰だれのことかしら……」

　たら、と冬なのに西園寺の額ひたいを汗が伝う。

「委員長だって人間だからな。そりゃ、性格に難なんのあるヤツとは距きよ離りを置きたがるよ。友達は選ばないとねー。と　も　だ　ち　は」

「……あ、ああっ……」

　西園寺がフェンスに背中を預け、そのままズルズルと崩れ落ちていった。コンクリートの上に座り込んだ西さい園おん寺じは、ガシャン、と片手で金かな網あみをつかんで「う、噓うそよ……」と言いながらなんとか立ち上がろうとしたが、

「そういう可能性が頭の隅をよぎったからこそ、おれに相そう談だんしたんじゃないのか？」

「……あ、あああぁぁ……」

　またズルズルと身体からだを崩していき、最終的にコンクリートの上で四よつん這ばいになった。

　──ひゅううう～～──

　と、ちょうどそのとき、西園寺の精神状態を示すかのように北風が吹き荒れ、四つん這いの姿勢で絶望を味わっている西園寺のスカートが盛大にめくれ返った。背後に立っていたのならまた違った感想を抱いていただろうが、生あい憎にくおれは西園寺の真正面に立っていたので、スカートの中を拝おがむことはできず、その光景はシュールな感覚を呼び起こすものでしかなかった。

「西園寺」

「……な、何……？」

「単なる冗じよう談だんだ。気にするな」

「……くっ」と西園寺が唇を嚙かみ締しめながら身体を起こし、「……わ、わかってるわよ。それくらい……」と気丈に振ふる舞まった。

「（つーか……）」

　昼休みになると教室を出ていく委員長──

　行き先に心当たりがないでもない。

「わかったよ」

　おれは新たなパンの袋を開け、

「お前の心配が杞き憂ゆうだってことをこの名探偵渋しぶ沢さわ様が証明してやろう」

「……杞憂？」西園寺が目にかかった前髪を手で搔かき分け、「それってどういう意味？」

「明日あしたになればわかる」

　おれはクエスチョンマークを処理できずにいる西園寺にそう言葉を返し、ケチャップのたっぷりついたコロッケパンにかじりついた。




　翌日の昼休み。

　おれは、弁当を抱えて小走りで教室を出ていく委員長のあとを追いかけた。

　行き先はおれの予想通りで──

「（こんなことだろうと思ったよ……）」

　薄うす暗ぐらい元印刷室を抜き足差し足で前に進み、隠かくれ家がに続く扉の前で立ち止まったおれは、扉の隙すき間まから中を覗のぞき込み、テレビの前で正座をしている委員長の後ろ姿を目で捕ほ捉そくした。

「まずは昨日きのうの復習からです……」

　委員長がゲーム機きに差し込んだのは例の英語学習ソフトだった。漏れ聞こえる独り言から察するに一人ひとりで秘密の特訓に励んでいるものと思われる。というか、それしかないだろう。

「えっと、今日きようは三十分特訓するとして、そうすると放ほう課か後ごは二十分遅れでここに来ることになって、帰りは六時十分前に……ということになります。メモしておかなければ」

　そうか。委員長は『ゲームは一日に二時間まで』という自分ルールを守るために昼休みにここで特訓した分の時間を放課後の二時間から差し引いているのか。だから最近、遅刻続きで、帰宅時間も早めなんだな。帳ちよう尻じりを合わせているから。

「（まったく……委員長らしいな）」

　あー、もしかしたら──

　委員長がおれたちとの対戦を渋っていたのは、負けることに憶おく病びようになっていたからじゃなくて、特訓の成果を実感したいから、という願がん望ぼうゆえかもしれないな。一日二日特訓したくらいじゃ成長は実感できないだろうし。だとすれば、委員長、そのうち西さい園おん寺じに再戦を申し込むんじゃないかな。

　それはともかく──

「（そろそろ教室に戻るか）」

　この間、繁はん華か街がいで委員長を見かけたときはストーカーみたいに一時間近くも尾行した挙句、最後は我慢できずに電話でヒントを与えてしまったが、今回はおれのアドバイスは必要ないだろう。委員長なら自力で這はい上がってくるさ。




　数日後の放課後──

「西園寺さん！　私と勝負してください！」

　やはり、と言うべきか、委員長が西園寺にリベンジマッチを仕掛けてきた。

「この通りです！　お願ねがいします！」

　委員長が秘密の特訓に励んでいることを知ったあの日の昼休み──早めの退散を決め込んだおれは、教室に戻る途中、「顔を洗って待ってろ。そのうち委員長が再戦を申し込んでくるはずだから」という内容のメールを西園寺に送りつけていた。返信はなかったが、しっかり目を通していたのだろう。西園寺は委員長のこの突然の申し出に戸惑うことなく、

「いいわよ」

　クールに発音し、静かに首肯した。

「では……さっそく」

　委員長が棚から取り出した英語学習ソフトをゲーム機きに差し込む。西園寺が委員長の隣となりにクッションを敷しいて腰を下ろし、微妙に脚を崩した姿勢でコントローラーを握った。

「（委員長、頑張れ！　今こそ特訓の成果を見せるときだ！）」

　ふふふ、とおれは西園寺が委員長に負かされる姿を妄想した。妄想がエスカレートし、この間の屋上のときみたいに西園寺のスカートがめくれてしまう幻まで見えた。西園寺のスカートの中は……いや、今は妄想の詳細を語っている場合ではない。

　おれは画面に視し線せんを投じた。

　……ん？

　…………あれ？




　──現実とはなんと残酷なのだろうか。




「み、右に！　いえ、左が先です！」

　その久方ぶりの対戦は──

「あ、あああ！　横取りされ……っ！」

　またしても──

「あうう……一つも作れません……」

　前回同様──

「……う、ううう。こんなのって……」

　委員長の圧倒的敗北という結果に終わった。

　終わってしまった！

　おおおおおーい！　何負けてんだよ！　特訓したんじゃなかったのかよ!?

「（……って、キレちゃいかんな。弟子が落ち込んでるんだ。ここはフォローだ、フォロー）」

　おれは気を落ち着かせ、委員長に励ましの言葉をかけようとした──のだが、

「………………」

　何も言葉が出てこなかった。かける言葉が見当たらなかったのだ。おれは委員長が負けたときのことを一切想定していなかった。

「……ううう」下を向いてイジける委員長。

「…………」無言のおれ。

「…………」同じく無言の西さい園おん寺じ。

　秋あき葉ばは──

　不在なのでコメントなし。いたらいい感じに場を盛り上げてくれたかもしれない。呼んでおけばよかった、とおれは後悔した。

「……ううううっ」

　そのうち委員長はこたつの中に引っ込んでしまった。頭隠して尻しり隠さず……。

「（西園寺……）」おれは声をひそめ、「（お前の魔ま法ほうの言葉で委員長の心を癒いやすんだ。可及的速やかに）」

「（こ、心を癒せと言われても……）」

「（……仕方ない。台本を用意してやろう）」

「（台本を？）」

「（ちょっと待て）」

　おれはバッグの中からノートを取り出し、白紙のページを一枚破いた。

「（まずは……そうだな）」

　さらさらっとペンを走らせる。

　──早はや坂さかさん、こっちを向いて。

　とりあえずこんな感じで、

「（委員長に呼びかけてみよう）」

「（わ、わかったわ……）」

　西さい園おん寺じが委員長のお尻しりに顔を向け、

「早坂さん、こっちを向いて」

　と声をかけた。すると、

　ピクッ。

　委員長のお尻がわずかに揺れ動いた。
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　おれはさらにノートにセリフを綴つづり、

　──あのね。実は私……。

「あのね。実は私……」

　──あなたのことが……。

「あなたのことが……」

　──いえ、ちひろのことが……。

「いえ、ちひろのことが……え？　ちひろ？」

　──ラブなの！　ちひろのことがラブなの！

「……………………」

　西さい園おん寺じが口を噤つぐんだ──

　……ことにおれは気づかなかった。

「この男は……」

　西園寺がおもむろにゲーム雑誌を拾い上げた。

　もちろん、おれはそれに気づかず……。

　──ラブなの。ちひろラブなのよ。でも私は照れ屋だからついついあなたをイジめてしまうの。本当は仲よくしたいのよ。和わ気き藹あい々あいとした雰囲気の中、ちひろと触れ合いたいのよ。なのに私ったら──

　と、ここでおれは殺気を感じ、

「って、西園寺さん!?　ゲーム雑誌を丸めてどうしようってんですか!?」

「決まってるでしょう──っ！」

　西園寺が雑誌を振りかぶり……。

「あなたをぶちのめすのよ──っ！」

　──パコーン！

　とおれの後頭部にクリーンヒット。これがゲームなら「かいしんの　いちげき！」とか「クリティカルヒット」とか「SMAAAASH!!」とか表示されていたに違いない。

「い、いてぇ……」

「そのまま息絶えてしまえばいいのだわ」

　不名誉な台本を冷酷な言葉で一刀両断した西園寺はドスンドスンと畳を踏み鳴らしながら隠れ家を出ていった。

　その直後、

「……ハァ……」

　委員長のため息がこたつの中から聞こえてきた。

「（はー……ままならないねぇ……）」

　おれは脱力しながら俯うつむき、

　──ハァァァー……。

　委員長とため息のユニゾンを奏かなでた。







[image: ]







　　　◇５－１　失礼ですがご趣しゆ味みは？







　三時間目の数学の授業終了後、おれは次の授業に備えるでもなく、机に突っ伏して夢の世界に旅立とうとしていた。

「ねえねえ。私服登校の日っていつだっけ？」

「来週の火か曜よう日びじゃなかった？」

「私服登校かー。何着てこよっかなー」

「カネちゃんは芋いもジャージで登校すべし」

「やだよぉ！　そんな罰ゲームみたいなの！」

　あははははー、と教室のあちこちから集まってきた笑い声がおれを夢の世界から現実世界に引き戻した。おれは、うっせぇな、と思いながら顔を上げ、ぼやけた目を擦こすりつつ、私服登校ねぇ、と口を歪ゆがめた。

　桜さくら台だい高こう校こうには一学期に一回、私服登校の日が設けられている。ただ、私服の着用は強制ではないため、私服に自信がない生徒や、ファッションに無む頓とん着ちやくな生徒は、普段ふだん通どおり制服で登校してくる。多くの女子は競きそい合うように気合いの入ったコーディネートで登校してくるので女子の私服率は高め。男子は半々といったところだろうか。ちなみにおれは一学期の私服登校のときは制服で登校した。服装を考えるのが面めん倒どうだったこともあるが、素行の悪いおれがどんな格好で登校しようと、クラスの連中はどうせ見向きもしない。私服登校はリア充専用のイベント……日ひ蔭かげ者もののおれの出る幕ではないのだ。どうせおれなんかにスポットライトは当たらないのだから。

「（つまんねー、イベントだ）」

　内心で愚ぐ痴ちっていると、

「ねぇー」

　頭の悪そうな茶髪の女子がおれの一つ前の席に座っている委員長の肩を叩たたき、

「委員長は来週どうすんの？」

「……はい？」

「私服で登校するの？　それとも制服？」

「あ、私服登校のこと……ですか」

　予習でもしていたのだろう。委員長は机の上の教科書とノートを閉じ、

「一学期のときは制服だったのですが……」

「えー、じゃあ、また制服で登校すんの？　せっかくの機き会かいなんだし、私服にしなよー。つまんないじゃん」

「……は、はぁ……」

　委員長が首を捻ひねり、曖あい昧まいな言葉を返す。

　と、その直後、

「見たいなー。委員長の私服ー」

　香水臭い細身の女が茶髪女の肩越しに委員長の顔を覗のぞき込んだ。香水女は続けて、

「ふむふむ。この堅苦しい制服の着こなしから察するに、普段ふだん着ぎもそーとー地味と見た！」

「や、そんなの誰だれでもわかるから」

　茶髪女がすかさず突っ込みを入れる。

「ワシの名推理が～」と香水女が周囲に不快な香りを撒まき散らす。悪ノリするのが生きがいなのか香水女はなおも委員長弄いじりを続け、

「えー、では引き続きまして、委員長がおすすめする今期要注目のブランド、ベスト３を発表したいと思いマス！　委員長ヨロシク！」

「え？　え？」

「お願ねがいしマス！」

　無責任に委員長を煽あおり立てる香水女と、イエーイ、とノリノリで香水女に同どう調ちようする茶髪女。

「（あああ……もう！　イライラする！）」

　この糞くそ女おんなども。今すぐ背中合わせで簀す巻まきにして東とう京きよう湾わんに沈めてやりたい。──が、ここでおれが動けば『隠かくれ家がの外では他人のフリ』という委員長との約束を破ることになる。委員長と放ほう課か後ごの二時間を共有するようになってからというもの、こういうシチュエーションには何度となく遭遇しているが、未いまだに傍ぼう観かん以外の選択肢がないのは如何いかんともしがたい。

「（ってか、こいつら……）」

　こんなの高校生のやることじゃないだろ。下品極まりない。つーか、周りのヤツらも引いてんじゃねーか。

「（くそっ、こうなったら消しゴムの角を削り取ってあいつらの頭に……）」

　おれはペンケースから取り出した真新しい消しゴムに定規を押し当て、ノコギリを引く要領で角を切り落とした。

「（気づかれないように……そーっと……）」

　消しゴムミサイルを発射しようと、指先で欠片かけらを転がしていると、




「早はや坂さかさん、ちょっといい？」




　クラス一の仏ぶつ頂ちよう面づら、西さい園おん寺じ奏かな恵えが茶髪女と香水女の間に割って入り、右手に持っていた数学の教科書を委員長の机の上に広げた。

「この問題なんだけど──」

　そう言って開いた教科書の右ページを指さす西さい園おん寺じ。茶髪女と香水女のことは完全に無視だ。

「え、えっと……」

「早はや坂さかさん？　聞いているの？」

「……え？　あ、はい……」

　たぶん委員長としては茶髪女と香水女を蔑ないがしろにするのが忍びなかったのだろう（どこまでお人ひと好よしなんだ、うちの委員長様は）、しばらくの間、視し線せんを彷徨さまよわせていた。

　そのうち──

「……ウザ」

　西園寺乱入で興きようが削そがれたのか、香水女がくるりと向きを変えた。そして、行こ、と言って茶髪女と一いつ緒しよに教室の外に出ていった。

「ふん。雑魚ざこが逃げ出していったわ」

　西園寺が真顔で鼻を鳴らす。おそらく教室にいる誰だれもが西園寺からラスボス並みの風格を感じ取ったのではないだろうか。

「（さすが西園寺。頼りになるぜ）」

　師匠の役目を……お役を奪われたような気がして、その点はちょっと癪しやくだが、まあ今回は礼を言っておこうか。鬱うつ陶とうしい害虫どもをスマートに撃げき退たいしてくれたわけだし。そういや、あの害虫ども、去り際に、ウザ、とかなんとか言ってたが、明らかに西園寺にビビってたよな。なんとも思ってないんだったら、教室から出ていったりしないだろうし。たぶん今ごろ、女子トイレで西園寺の悪口大会を開いていることだろうよ。負け犬らしく。

「この問題のＸ軸はどうして──」

　西園寺が何事もなかったかのように勉強の話を再開する。澄すました顔がちょっぴり憎たらしいが、委員長に忍び寄る影かげは全すべて排除する、という姿勢はおれと一致するところだ。昨日きのうの敵は今日きようの友などと仲よしこよしを演じるつもりはさらさらないが、まあ、同盟を結ぶくらいの譲じよう歩ほはしてやってもいい。

　同盟っていうのはもちろん──

　委員長のピンチを救う同盟、だ。




　その日の放ほう課か後ご──

　おれと委員長は、最近の日課になっている『欲しがりませんゴールするまでは』をテーマにしたある秘密特訓を行っていた。この間の委員長ＶＳ西園寺の一件が「もっともっとゲームが上手うまくなりたいです！」と委員長を奮ふるい立たせるきっかけになったのは言うまでもない。

「委員長！　Ｂダッシュだ！」

「はい！　仰おおせのままに！」

「敵を華か麗れいにかわして」

「かわして……」

「土管を飛び越えたら一いつ旦たんストップ！」

「すとっ……ぷぅぅ～～～」

　おれの指示通りに土管を飛び越えた直後、急ブレーキをかけた委員長だったが──

「すとっぷ…………できません!?」

　──ひゅー。

　勢い余って燃もえ盛るマグマの中に落下。不本意にも投身自殺を図ってしまった。

「委員長、焦りすぎ。タイムアタックやってるわけじゃないんだから、もっとゆっくりでいいんだよ。ゆっくり、確かく実じつに行こう」

「理屈の上ではわかっているのですが……」

「操そう作さがおぼつかない？」

「……です」

「まだまだ修行が足りないみたいだね」

　おれはこたつの上に伏せてある委員長の『レトロゲーム手帳』を拾い上げ、

「委員長、確認しよう」

「確認……？」

「目的はただ一つ！　寄り道をせず、まっすぐゴールを目指すこと！　はい、復唱！」

「も、目的はただ一つ。寄り道をせず、まっすぐゴールを目指すこと……」

「コインはスルー！　絶対に取りません！」

「コインはスルー。絶対に取りません」

「キノコなんてもっての外！」

「……き、キノコなんて……もっての外」

　委員長は小声で復唱したあと、「キノコ欲しいです……あの大きなキノコ……大きくなれるキノコを……」と悩ましげな声でつぶやいた。

　──回かい避ひ行動に徹てつする。

　それが今回の特訓のテーマだ。目先の餌えさに釣られがちな委員長に必要なもの……それは強い自制心に他ほかならない。委員長が学ぶべきは技ぎ術じゆつ論ろんではなく精神論。心構えなのだ。キノコを切望する委員長の気持ちは痛いほどわかるが、今は目的を一つに絞って、あれもこれも、と欲張らないこと。そうやって自らに試練を課かし、自制心を養うことが上達への近道。──か、どうかはわからないが、たぶんこの方向性で間違っていないはず。

「渋しぶ沢さわ君……厳きびしいです……」

　残ざん機きを失った委員長がタイトル画面を見つめながらコントローラーを膝ひざの上に置く。

「ん、何？　委員長、西さい園おん寺じに勝ちたくないの？　負けっぱなしでもいいの？　またこたつの中に逃げ込むハメになるよ？」

「それは……もちろん勝ちたいですけど」

「だったら師匠の言いつけを守るべし」

「……守るべし……ですか」

「（元気ないな。原因はやっぱり……昼間のことかな？）」

　おれは落ち込む委員長の肩を叩たたき、

「まあ、これで三度目のゲームオーバーだし、今日きようの特訓はこれくらいにしておこうか」

　おれはそう言ってゲーム機きの電源をパチンと指で弾はじき、オレンジ色のカセットを引き抜いた。

「委員長？　次、なんのゲームで遊ぶ？　リクエストがあるなら応こたえるけど」

「その前に……一いつ旦たん休きゆう憩けいにしませんか？」

「あ、そうだね。一息つこうか」

「喉のどが渇いてしまいました」

　委員長が脚を崩し、熱あついお茶の入ったペットボトル（たぶんもう温ぬるくなってる）を両手で持ち上げ、ごきゅごきゅ、と喉を鳴らした。

「はふぅ～～」

「いい飲みっぷりだね」

「生き返るようです……」

　ふぅー、と委員長は何度かエロい吐と息いきをもらしたあと、空になったペットボトルのキャップをしめ、傍かたわらの地味なデザインのトートバッグにそのペットボトルをしまった。

「ねえ、委員長」

「うん？」

「えっと、その」

　言わないほうがいい気もするが──

　でも何か力になれるかもしれないし──

　おれは散々迷った挙句、

「来週の私服登校のことだけど」

　委員長が嫌いやがるのは目に見えていたが、あえてその話題を口にした。

「たしか一学期の私服登校のときは制服だったんだよね？　委員長は」

「……は、はい」

「今回はどうするの？　制服？　私服？」

「そ、それは……」

「それは？」

「い、いいじゃないですか、制服だろうと私服だろうと……どっちだって……」

　どうやらプレッシャーをかけすぎたようだ。

　途端とたんに委員長の挙動が怪しくなり、

「あっ、そうです……！」

　と何かを思い出したように畳の上に横たわっているトートバッグを手元にたぐり寄せ、中から一枚のプリントを取り出した。あまりにもわざとらしい話のそらし方だったが、ここは一いつ旦たん引くのがベストか、と思い、

「何それ？」

　委員長のネタ振りに乗ることにした。

「マイフェイバリットシングス、です」

「あー」

「ちゃんと日本語に訳せますか？」

「わたし　えいご　わからない」

「それ、どちらかと言えば……日本語がわからない外国人キャラじゃないですか？」

「マイフェイバリットシングス！　イエー！」

「今週のお勉強のテーマが決まりましたね」

「……うげっ」

　おれが苦虫をまとめて十匹くらい嚙かみ潰つぶしたような顔をすると、委員長が、「……まったくもう」と呆あきれながらおれの眼がん前ぜんにプリントを突きつけ、

「正解は『私のお気に入り』です」

「あー、それそれ」おれは大げさに頷うなずき、「えっと、たしかそのプリントってオーラルの授業中に配られたヤツだよね？」

「はい。『私のお気に入り』について、英語で三分間スピーチする課か題だいです」

「（……死ぬほど面めん倒どうな課題だな……）」

「渋しぶ沢さわ君はもうテーマを決めましたか？」

「おれ？　おれは……」

　スピーチ当日はズル休みする予定だからテーマも糞くそもないんだけど……なんてことは当然言えるはずもなく、

「んー、そうだなぁ。おれも特別趣しゆ味みが多いわけじゃないからなー……」

「そうなのですか？」

「あ、古着屋巡りがあったか」

「古着？」

「ほら、不良が全身ユ●クロファッションじゃカッコがつかないっしょ？」

「たしかに不良のみなさんは服装や髪型にこだわりを持っているように見えます」

「おれの場合、形だけだけどね」

　今どきの不良、悪ぶってるヤツが好むファッションと言えばおそらくストリート系とかＢ系のファッションなのだろうが、おれの地元では昔も今も裏うら原はら系けいが不良界の王道的ファッションと見なされている。理由は知らん。

「えっと」委員長が手帳を広げ、「渋しぶ沢さわ君は古着ファッションにうるさい、と……」

「うるさいってほどでもないよ。って、それメモる必要あるの？」

「……え？　あ、そ、その……渋沢更生プログラムを完成させるためにはどんな些さ細さいなデータも見逃せない……のですよ……」

「本当かなぁ」

「……必要なのです」

　言いながら委員長がおれから目をそらす。

　が、手帳を閉じると再びおれに視し線せんを向け、

「渋沢君は……その、やっぱり来週の私服登校の日は……」

「ん？　私服登校が何？」

「や、やっぱりいいです……」

　と今度は窓の外に視線をそむける。

　……いつにも増して挙きよ動どう不ふ審しんだなぁ。こりゃ、早いところ話題を変えたほうがよさそうだぞ。

「んで、委員長はなんにするの？」

「──は、はい？」

「スピーチのテーマだよ」

「テーマ」と委員長が腕組みをし、「んぅぅ～ん……」と苦く悶もんの声を漏らした。

「まだ決めてないの？」

「はい……」委員長は俯うつむいたまま、「レトロゲーム……ではダメですよね？」

「レトロゲーム」

「ダメ……ですよね……？」

「んー」おれはしばし考え込み、「まあ、委員長がレトロゲームについて熱あつく語ったからといって、それが元で、隠かくれ家がの秘密が露ろ見けんすることはないと思うけど……でも、クラスの連中の前でスピーチするんだよ？　差別するわけじゃないけど、女の子がレトロゲームを題材にスピーチするのは……うーん……」

「渋沢君的にはＮＧですか？」

「や、ＮＧってことはないけど。でも、まあ、ここはもっと無ぶ難なんに」

「無難に？」

「私はプロテインが大好きです！　とか？」

「に、肉体派すぎます！」

「じゃあ、女の子らしくネイルアートとか」

「……うっ」

「好きなアーティストとか俳はい優ゆうとか」

「……ううっ」

「あー」おれは両手を合わせ、「なんか、ごめん。無茶むちや振ぶりだった、かな？」

「……いえ、いいんです。無む趣しゆ味みなのは……女の子らしい趣味がないのは事実ですから」

　委員長はこたつの中に引っ込み、「どうせ私なんて……」といじけてしまった。最近このパターンが定番化しつつある。

「えっと……あ、そうだ。委員長って読書が趣味じゃなかったっけ？」

「多少は読みますけど……」

　委員長がこたつから顔を出し、

「哲学書とか……ですよ？」

「うわ、微妙」

「……微妙ですか」

「あ、いや、おれはいいと思うよ？　でも、あまり一般的な趣味とは言えないから人によってはドン引きする可能性も」

「………………ですか」

　再びこたつの中に引きこもってしまった委員長が、「ヴィトゲンシュタインとか……好きなんですけど」などとおれの知らない偉人の名前を例に挙げた。

「あー、ほら、委員長」

　おれはこたつの上に放置されたオーラルのプリントに目を落とし、

「最後のところに『マイフェイバリットシングスに当てはまるテーマがどうしても見つからない場合は、自分の地元・地域に関するＰＲ事項でもかまいません』って書いてあるよ」

「地域のＰＲですか……」と言いながら委員長が再びこたつから顔を出す。

「地元の名産とか隠れた名所とか、そういうのなら探せばいくらでもあるんじゃない？」

「うーん、でも、私が住んでいるのは新しん興こうのベッドタウンなので、声高にＰＲするようなことはないかもです……？」

「あ、ベッドタウンなんだ」

「はい」と頷うなずいた委員長がのそのそとこたつの中から完全に脱出を果たし、「渋しぶ沢さわ君の地元はたしか梅うめ崎さき町ちようですよね？」

「そうだよ」

「どんな雰囲気の町なのですか？　私、電車とかバスで通りかかったことはあるのですが、降り立ったことはなくて」

「うちの地元は……ヤバいよ……」

「や、ヤバい？」

「かなり治安の悪い地域なんだ。一歩ごとに不良とエンカウントすること請うけ合あい。おれみたいな柄がらの悪い不良がウヨウヨしてるからね」

「渋しぶ沢さわ君……みたいな不良が？」

「おれなんて雑魚ざこだよ。上には上がいる」

「え？　渋沢君が雑魚扱い!?」

「そりゃそうだよ。なんたっておれが通ってた中学は県下ナンバーワンの極悪中学だったからね」

「ご、極悪中学!?」

「……あー、えっと、話を戻そうか」

「極悪中学……は？」

「や、いいじゃん。おれの地元の話は」

「……気になります」

「委員長？　オーラルのテーマは？　早めに決めておいたほうがいいと思うよ？」

「あ、そうでした……」

　委員長が姿勢を正す。

「そういや、他ほかの連中は……西さい園おん寺じはなんにするって言ってた？」

「西園寺さんは紅茶をテーマにするそうです」

「へえ、紅茶」

　委員長の『哲学書』ほどのインパクトはないな。無ぶ難なんとは言えば無難。お嬢じよう様さまっぽい優ゆう雅がな趣味ではあるが。

「秋あき葉ばはなんて？」

「えーっと、秋葉さんはたしか……」

　委員長が顎あごに手を当てた瞬しゆん間かん──

　──ガラガラ……ガタン！

　隠かくれ家がの扉が勢いよく開け放たれ、

「趣味はイーアルカ●フー！　特技はアーバンチャ●ピオン！　食後のデザートはもちろんケル●グール！」

　……などとわけのわからないことを主張しながら秋葉が隠れ家に飛び込んできた。

「三つとも対戦格かく闘とうゲームのタイトルですね」

「正解っす！」

「お前、面接で落とされるタイプだよな」

「望むところっす！」

「望むな」

「やっぱり特技はイオ●ズンのほうがよかったですかねぇー？　ほら、ネットに有名なコピペがあるじゃないですかー。敵が襲おそってきても御おん社しやを守ることができます！　ってのがー」

　と言いながらおれの隣となりに腰を下ろす秋あき葉ば。

「冗じよう談だんは顔だけにしてくれ」

「てへ☆」

「顔だけ……のほうが余計腹立つな」

　おれがわなわなと拳こぶしを震ふるわせていると、

「あ、あの、秋葉さん？　まさかレトロゲームをテーマに英語のスピーチを？」

「いえいえ」と秋葉が首を振り、「今回は無ぶ難なんに『お菓子作り』をテーマにスピーチしようかと思ってますぅ」

「お菓子作りですか……いいですね」

「ほー」とおれも関心を示し、「お前のことだから、マゾゲーとか死にゲーをテーマにスピーチするんじゃないかと思ってたが、お前にも女の子らしい一面があったんだな。いや、けっこうけっこう。お菓子作り。いいじゃん」

「わーい、わーい！」秋葉が頭の上で両手を合わせ、「渋しぶ沢さわさんに褒ほめられたの初めてかもしれません！　嬉うれしいっす！　感無量っす！　心なしかちょっとだけおっぱいが膨ふくらんだような気がします！」

「最後のは噓うそだろ」

「おっぱいボインボイン！」

　褒めようが貶けなそうが、こいつが出力する感情は喜び以外にないらしい。なんて便利な脳みそをしているのだろうか。……ったく、幸せそうな顔しやがって。

　両手を叩たたいて喜ぶ秋葉の背後で──

「……女の子らしい趣しゆ味み……はあ」

　取り替えたばかりの電球みたいにピカピカ輝かがやく秋葉とは対照的に今にも電池が切れそうな我らが委員長──その委員長が吐き出したため息が渦を巻いていることに、このときのおれは気づきもしなかった。







　　　◇５－２　委員長大変身！







　数日後の放ほう課か後ご──

「遅くなっちまったな……」

　校内の自じ販はん機きが故障中だったため、学校の外にあるコンビニまで飲み物を買いにいったのだが、ついつい立ち読みに没頭してしまい、我に返ったときには四時半を過ぎていた。




『目にもの見せてあげるわ！』




　極力音を立てないように扉を開け、薄うす暗ぐらい印刷室に足を踏み入れると、奥の隠かくれ家がから西さい園おん寺じの怒号が聞こえてきた。

「（でけぇ声出しやがって……）」

　大方、ゲーム上級者の秋あき葉ばに惨みじめったらしく敗戦して、モードが『逆ギレ』に切り替わったのだろう。暴ぼう言げんの対象が委員長ってことはないはずだ。最近、委員長に対しては比較的温厚に振ふる舞まっているみたいだからな。それはともかく──

「（イエローカードだぞ、西園寺）」

　これは防音工事が必要かもしれないな……。

　などと非現実的なことを考えていると、

『──とにかく！』

　再び金切り声が漏れ聞こえ、

『明日あした、午前十時に桜さくら台だい駅えき集合よ！　二人ふたりともわかったわね!?』

　西園寺が思いもよらぬことを口にした。

　桜台駅に午前十時集合……だと？

　どういうことだ？

　おれは隠れ家の扉の前で足を止め、ゴクリと生なま唾つばを飲み込んだ。

　このタイミングで待ち合わせ時間を口にしたということは、西園寺がさっき叫んでいたのはゲームの対戦に負けて苛いら立だっていたからではなく……もっと別の理由？

「（明日は……土ど曜よう日びか）」

　おれは扉の前で中腰の姿勢を取り、中から聞こえてくる三人の声に耳を傾けた。

　しかし、話は長く続かず──

『異い論ろんがあるならどうぞ』

『まー、明日は暇ですしー』と秋葉。『あっしはお付き合いしてもいいっすよー』

『よろしい。早はや坂さかさんは？』

『えっと……』

　委員長なら何か有益な情報を漏らすのではないかと思ったが、

『……私も大丈夫です……』

『決まりね』

　結局、委員長の口からも秋葉の口からも、おれが欲する『待ち合わせの目的』が語られることはなく、その後、お喋しやべりな秋葉がレトロゲームの話題を委員長に振ると、それを境にいつものゲーム談だん議ぎが始まってしまった。

「（……コンビニで立ち読みなんてするんじゃなかった……）」

　真相の究明を早々に諦あきらめたおれは、「ちーっす」といつもの調ちよう子しで扉を開け、入り口に上うわ履ばきを並べ、ひょいと畳の上にあがった。

「遅かったっすねー」

「……ん？　渋しぶ沢さわ君？」

「……………………」

　委員長と西さい園おん寺じのリアクションが鈍にぶいのは二人ふたりがコントローラーをカチャカチャ言わせながらアルファベットを追いかけているからだと思うが、西園寺に限ってはおれをいない者として扱っているだけかもしれない。

「さてと……」

　おれはこたつの一辺に腰を下ろすと、コンビニで調達してきたコーヒーメロン牛乳（好奇心に駆られて買った）を袋から取り出した。

　──ちゅーちゅー。

　未いまだかつて味わったことのない液体がストローを通して体内に入ってきた。しかし、今は新感覚の飲み物の感想を語る気分ではない。

「（うーん……）」

　そのうち委員長あたりが気を利かせて、「渋沢君？　明日あした、お時間ありますか？」と声をかけてくれるのではないだろうか、と期待を胸に委員長の動向を見守っていたのだが、一向にその兆候は見られず、そうこうしているうちに放ほう課か後ごの二時間はタイムオーバーを迎えてしまった。

　どうやらおれは──

　明日の『お出かけ』のメンバーには入っていないらしい。

「（おれをハブにするとは……）」

　委員長たち、一体どこに行くつもりなんだ？

　男のおれがいると困るような場所？

　うーん、気になるな……。




　翌日、おれは──

「……来てしまった」

　時刻は午前九時四十五分。

　場所は桜さくら台だい駅えき前のロータリー。

「そういや、この間もゲームショップをはしごする委員長を尾行したっけ。……はは……完全にストーカーだ、おれ……」

　目の前を一台のタクシーが排気ガスを撒まき散らしながら通りすぎていった。冬にしては比較的温かい空気が排気ガスの影えい響きようでさらに温度を増す。もうちょっと薄うす着ぎでよかったな、と思いながらコートの前ボタンを外し、駅の構内に移動していると、

「げっ……あそこにいるのは西さい園おん寺じ……」

　おれは慌てて柱の陰に身を隠し、顔バレ防止のために用意してきたストローハットを深めにかぶり、切符売り場の脇わきに立っている私服姿の西園寺に視し線せんを固定した。

「……存在感あるよな、あいつ……」

　西園寺はお嬢じよう様さま大学に通う女子大生みたいなファッションで身を固めていた。ふわっとしたニット素材のフォーマルなワンピースを上手うまく着こなし、首に巻いたスカーフを差し色に使って派手はですぎず地味すぎないバランスのいいコーディネートでまとめている。

「……な、七十五点だな……」

　おれは柱の陰から辛から口くち評価を下した。

　可愛かわいいな……などと口走りそうになった自分を戒いましめるために。

「西園寺さん、早いっすー」

　数分後、今度は秋あき葉ばがやってきた。品格を重んじる西園寺とは対照的に秋葉のファッションはラフでポップだった。上からパーカー、六分丈のデニム、スニーカー、とボーイッシュなスタイルでまとめており、耳にかけて使うクリップ型のイヤホンを右の耳だけつけている。秋葉が発する明るい雰囲気をさらに増幅させる相性抜群のファッションと言えよう。

「九十点くれてやろう」

　おれは西園寺を横目で見つめ、「秋葉に負けてやんの。だっせー」とつぶやいた。

「ふーん」

　当の西園寺は秋葉の服装に対し、「まあまあね」と上から目め線せんで感想を述べていた。

「偉そうに……」

　柱の陰から西園寺に呪のろいをかけていると、

「す、すみません。遅くなりました」

　最後の一人ひとり、委員長が姿を現わした。

　委員長のファションは──

　地味だった。ダサくはないが地味。とにかく地味。いろんな意味で地味。重ねて言うがダサくはない。徹てつ底てい的てきに個性を排除し、ありきたりな洋服を組み合わせ、究極の『無ぶ難なん』を目指してみました、といった感じで、ファッションに無む頓とん着ちやくな人間によくあるちぐはぐなコーディネートとは違う。ちゃんと整ととのってはいるのだ。無難におさまっているというだけで。

「ダサくはない……ダサくはないんだけど」

　おれが、うーん、と唸うなっていると、パーカーのポケットに両手を突っ込んでいた秋葉が邪念のない自然な笑えみを浮かべ、委員長に向かってしゅたっと手を上げた。一方、人の欠点を容赦なくあげつらう西園寺はと言うと──

「……笑顔えがお？」

　とは言えないかもしれないが、うっすらと笑えみを浮かべているように見えた。辛から口くちをはるか後方に追いやり、インド人ですら忌き避ひしかねない激げき辛からを地でいく西さい園おん寺じが生温かい目で委員長を見つめるその姿は違和感アリアリだった。

　おれが不ふ思し議ぎに思っていると、

「行きましょう」

　西園寺が先頭に立ち、改札口のほうへ向かって歩き出した。三人は電子マネーとして使える乗車カードを改札にかざし、二番ホームに続く階段を下りていった。




　電車に揺られること三十分──

　三人は渋しぶ谷や駅えきで下車し、人でごった返す駅ビルを抜け出すと、そのまま徒歩で、国内外のブランドの路面店やセレクトショップなどが立ち並ぶスポットまで移動した。

「まさか……単なる買い物？」

　何かあるんじゃないかと思ってここまで尾行してきたおれだったが、三人がたどっているのは一般的な十代の女性が好む買い物のルートの一つでしかなかった。

「……退屈だ」

　一軒、二軒、三軒、と通りに並ぶ全すべてのショップを制せい覇はしかねない勢いなのは妥協を許さない西園寺が先頭に立っているからかもしれないが、お供の二人ふたりも買い物は好きなようで、休日のショッピングを楽しんでいるようだった。

　三人が四軒目のお店に姿を消した直後、向かいのパーキングで缶コーヒーを飲んでいたおれは「……帰るか」と目を伏せ、すっかり温ぬるくなったコーヒーを口に含んだ。

　昨日きのうの会話のやり取りから、西園寺を始めとする女性陣がおれに内ない緒しよで何かよからぬことを企たくらんでいるように感じられたのだが、どうやら今回は深読みがすぎたらしい。

「まあ、普通に考えて、女同士のショッピングに男を同行させたりはしないよな」

　おれは飲み干したコーヒー缶を近くのゴミ箱に捨て、駅のほうへ引き返し始めた。

「せっかくだからラーメンでも食べて帰るか」

　こうして休日の尾行劇げきは二時間ほどで幕を閉じた。徒労という形でもって。

　そして、土ど曜よう、日曜と時は流れ──




　翌週の月曜日。

　リア充どもが待ちに待ったイベント、私服登校の日がやってきた。もっとも、おれにとっては特別な日でもなんでもない。いつも通り制服に身を包んで登校するだけだ。ルーチンワークをこなす平凡な日常でしかない──

　……はずだった。




「おおおおー!?」




　そんな驚おどろきの声が教室に広がったのは、予よ鈴れいが鳴る間際のことで、そのときおれはベランダに出て、コンビニで買ってきたサンドイッチを空っぽの胃袋に放り込んでいた。

「……なんだ？」

　窓の隙すき間まから教室の中を覗のぞき込むと──

「あれは……まさか委員長？」

　別人かと思った。

　土ど曜よう日びに見た委員長の私服姿は徹てつ底てい的てきに個性を排除した無ぶ難なんなコーディネートだったが、今日きようは打って変わって可愛かわいい系のファッションで個性を打ち出していた。

　委員長の背後には西さい園おん寺じと秋あき葉ばが控えていて、土曜日に見かけたときと同じように二人ふたりとも個性的なファッションで身を固めている。三者三様のファッションはそれぞれの体型や容姿との相性が抜群によく、ファッション初心者にありがちな『洋服に着せられている感』がまるでなかった。あくまで自然体。三人とも背伸びはしていない。だけど、その巧たくみなコーディネートは、他ほかの私服の女子たちを一歩も二歩もリードしていた。

「わ、わっ……」

　委員長が教室の中に足を踏み入れると、数名の女子が集まってきて「その服、どこの？」とか「いつもそんな感じのファッションなの？」などと委員長を質問攻めにした。男子は男子で「おー」とか「可愛いー」とか「どこのアイドルかと思った」などと遠巻きに感想を述べている。よく見ると、この間、委員長のことをおちょくっていた茶髪女と香水女までもが委員長の周囲に群がり、「やるじゃん」と態度を一変させていた。

「……ん？」

　ふと視し線せんを奥に向けると、「見たか！」と言わんばかりのドヤ顔でクラスメイトたちを睥へい睨げいしている西園寺の姿が垣かい間ま見みえた。

「なるほど……あいつの入れ知恵か」

　おれはそう納得すると共に、先週の金曜日、西園寺が、『目にもの見せてあげるわ！』と声高に叫んでいた理由に思い至った。おそらく西園寺は、茶髪女と香水女の横おう暴ぼうな態度に思いの外、腹を立てていたのだ。それでヤツらを見返してやろうと自分勝手にも『委員長改造計画』を企くわだて、そして委員長を休日のショッピングにいざなった──

「……ってか、おれには相そう談だんなしかよ」

　単なる女同士の買い物なら、おれを誘わないのも納得だが、西園寺たちが土曜日に街に繰くり出したのは自己満足のファッションを楽しむためではなく、委員長をバカにした女子たちを見返すための服選びだったわけで、ならばおれの意見も……男目線から出てくるアイデアも参考にするべきだったんじゃないのか？　結果的に上手うまくいったからよかったものの……。

　委員長が今回の件をおれに相そう談だんしなかったのは、おれよりも西さい園おん寺じのほうがあてになると、頼りになると……そう思ったからなのか？　だとしたらけっこうショックだ。全面的におれを頼って欲しい、などと都合のいい考えを持っているわけではないが、それにしたって助言の一つくらい求めてくれたっていいじゃないか。

　委員長？　おれはそんなに頼りないか？







　　　◇５－３　仲なか違たがいと冬の嵐







　放ほう課か後ごになっても委員長に当たったスポットライトが消える気配けはいはなかった。いや、それどころか、他ほかのクラスから見物にやってくる物好きな女子まで出現した。主に帰宅部だろう、カラスのようにやかましい女子連中は、「一いつ緒しよにカラオケ行かない？」とか「ねーねー。買い物付き合ってよー」とかいったようなお誘いの文句をこれでもかと委員長に浴びせていた。

「……ふん」

　おれは人だかりを避けるようにそそくさと教室を出た。あ、しまった、コーヒー牛乳買うの忘れてた、と飲み物の確かく保ほの不備に気づいたときにはすでに隠れ家に到着していた。

「……ま、いっか」

　こたつとテレビの電源を入れ、最近ハマっているアドベンチャーゲームを棚の中から引き抜き、ゲーム機きに力強く差し込む。

「今日きようこそクリアだ」

　このゲームは、擬ぎ人じん化かされた野菜たちが繰くり広げるメルヘンチックな世界を舞ぶ台たいにしたアドベンチャーゲームなのだが、童話的な世せ界かい観かんとは裏腹に難なん易い度どのほうは非常に高い。難易度が高いのは、『いどう』『しらべる』『かう』『たたく』など十四ものコマンドを駆使してストーリーを進めなければならないからだ。最近はこの手のコマンド選択式のゲームはほとんど見られなくなったが、「犯人はヤス！」で有名な某アドベンチャーゲームを始め、この時代のアドベンチャーゲームはどれもこれも理不尽なほどに難易度が高い。ただ……マゾ体質の秋あき葉ばに言わせれば、「ヌルイっす！　ヌルヌルっす！　もっとあっしに無理難題を叩たたきつけて欲しいっす！　アドベンチャー地獄に突き落として欲しいっす！」とのことで、このゲーム以上に難易度の高いアドベンチャーゲームを絶ぜつ賛さん捜索中らしい。

「うーん、この先どうすれば……」

　二十分後、早くも行き詰ってしまったおれはコントローラーを膝ひざの上に置き、画面に表示された十四のコマンドを一つ一つ眺めながら、何か見落としがあるんじゃ、と必死に思考を巡らせた。

「とりあえずコーヒー牛乳を……」

　おれは画面に視し線せんを固定したまま、あるはずのないコーヒー牛乳に手を伸ばした。

「……って、買ってきてないんだった」

　習しゆう慣かんって恐ろしいな、と思いながらテレビから視線を外し、畳の目を指でなぞる。

「ふぅ……」

　テレビから流れる軽快なＢＧＭに聞き入っていると、ガラガラガラ、と背後で隠かくれ家がの扉が開く音がした。秋あき葉ばかな、と当たりをつけ、首を後ろに回すと──

「……え？」

　入り口に立っていたのは秋葉ではなく、本日のクラスの主役といっても過言ではない、女の子らしさが格段にアップした委員長だった。

　クラスの女子連中に、遊びにいこーよ、と誘われていたからてっきり今日きようは隠れ家に来ないものとばかり思っていたのだが……。

「ど、どうも……」

　畳の上にあがった委員長は、緊きん張ちようした面持ちで「はは……」とぎこちない笑えみを浮かべ、部屋へやの中ほどまで奇妙なすり足で移動した。

「（この甘い香りは……香水？）」

　花畑を連想させるようなかぐわしい香りを放っているのはもちろん委員長だ。香りの正体が香水とは限らないが、この上品な趣おもむきの香りはシャンプーなどとは明らかに異なる。

「（別人みたいだ。この場合、見違えたと言うべきかもしれないが。……っていうか、委員長、さっきから黙だまったままだな……）」

　いつもの委員長だったら即座におれの隣となりに腰を下ろし、「なんのゲームで遊びますか？」と無邪気に微笑ほほえむのが通例だが、この日はなぜか部へ屋やの真ん中で突っ立ったまま動こうとしなかった。ひらひらしたスカートの裾すそをつまんでみたり、モジモジしながらおれに流し目を送ってみたり、控え目なアピールを様々な形で繰くり返している。
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　なんつーか、いかにも……。

　おれのコメント待ち、って感じだな。

「（……感想か）」

　おれは委員長の視し線せんから逃れるように、横目でテレビ画面を見やった。そこには十四のコマンドが表示されていて、その中の一つに『ほめる』というコマンドがあった。

「（褒ほめる。……委員長を？）」

　ふとおれの脳裏に蘇よみがえる光景があった。それはクラスの連中が委員長の可愛かわいらしい私服を大だい絶ぜつ賛さんする光景で……その中には、地味だ地味だ、と勝手に委員長の私服を想像しておちょくっていた茶髪女と香水女の姿もあった。

　……バカバカしい。

　おれの中の天あまの邪じや鬼くな心が「チッ」と舌打ちをした。直後、現実のおれは身体からだを後ろに捻ひねって委員長の全身を視界に入れていた。

　そして、ほとんど無む意い識しきのうちに──

「似合ってない」

　否定的な言葉を口にしていた。

「……え？」

　委員長が驚おどろいたように目を見開く。

　ここで止やめておけばいいものを……。

「全然似合ってない」

　一度勢いがつくともうダメだった。

「センスなさすぎ。十五点」

　こたつに肘ひじをついて偉そうに評ひよう論ろんする。

　悪意剝むき出だしで。遠えん慮りよの欠片かけらもなく。

「…………っ」

　驚きに支配された委員長の顔が、悲ひ愴そう感かんに包まれるのに、それほど時間はかからなかった。委員長は、「そんなに似合ってませんか……？」と声を震ふるえさせながら、すがるような目でおれを見つめてきた。

　委員長の問いかけに対し、

「ああ」

　おれは即座に頷うなずきを返し、

「まったく似合ってないよ」

　と改めて残酷な回答を口にした。

「そう……ですか」

　委員長が肩を落とし、ゆっくりとおれに背を向けた。表情はうかがい知れないが、猫背の極みに達した上半身の曲がり具合から察するに、そうとう落ち込んでいるようだ。

　おれは……。

　そんな傷心の委員長の背中に向かって、

「委員長さ……」

　言わなくてもいいのに──

「クラスの連中にちやほやされて、アイドルにでもなったつもり？」

　つい口が滑ってしまった。

　しまった、と後悔の念が全身を駆け巡ったときにはもう手遅れだった。

「………………です……」

　おれが悪意ある言葉を発した直後、

「………………いです……」

　委員長が途と切ぎれ途と切ぎれの言葉を発し、

「……もう……いいです──っ！」

　何度か言い直したあと、ようやくはっきり聞き取れるような声で絶叫を奏かなで、首に巻いているオレンジ色のストールを手で乱らん暴ぼうに丸め、畳の上に叩たたきつけた。

「……え」

　怒るかもしれない、とは思っていたが、委員長がおれの悪意を上回る、すさまじい怒りを爆ばく発はつさせたものだから、

「…………っ」

　おれは言葉を失ってしまった。

　一方、怒りに支配された委員長は、

「……渋しぶ沢さわ君なんて……渋沢君なんてもう知りません──っ！」

　再び声を張り上げた。

「渋沢君なんて……一生隠かくれ家がにこもってＣＰＵと発展性のない無意味な戦いを繰くり返していたらいいんです！」

　委員長はその言葉を捨てゼリフにし、

「……あっ」

　と小さく発したおれの声を搔かき消すようにバタバタと大げさに上うわ履ばきを鳴らしながら隠かくれ家がを出ていってしまった。

「……まずった……な」

　おれは、アホだろ、と急速に冷えていく頭をこたつの天板にガツンと勢いよくぶつけた。

　そして、今さらのように気づく。

「…………ああ、そうか……」

　おれはクラスの連中と同じにはなりたくなかったのだ。普段ふだんは委員長なんて気にも留めないくせに、委員長がドレスアップした途端とたん、目の色を変えて、可愛かわいいね、すごいね、と声をそろえて大合唱。おれはそんなクラスメイトたちに迎合したくなかったのだ。反発したかったのだ。おれはお前らとは違う。おれはお前らの知らない委員長を知っている。隠れ家でしか見せない笑顔えがお、ゲームの対戦に負けたときに見せるがっかりした表情、気を緩ゆるめているときに見せる穏おだやかな表情……。おれは委員長といろんなものを共有している。クラスメイトが知らないものをたくさん。

　──そういう……。

　今までクラスメイトたちに抱いていた優ゆう越えつ感かんのようなものが、これを機きに壊こわされるような気がして、だからおれは余計に反発心を強めたのだと思う。さらに、委員長が今回の件に関して、おれに相そう談だんを持ちかけてくれなかったことに対する反発の心もそこにプラスされたから──

「くそっ……」

　どうして言えなかったんだ。

　一言、可愛いよ、って。似合ってるよ、って。

　そう言えば丸くおさまったのに。

「どんだけ天あまの邪じや鬼くなんだよ！」

　おれはもう一度天板に頭をぶつけた。いつもは心地ここちよく感じられるレトロゲームの軽快なＢＧＭも今は不快なだけだった。

「……く……そっ」

　自分の行いを悔やんでいると、

　──ガラガラガラ……。

　隠れ家の扉が再び音を立てた。

「……委員長？」

　わずかな期待を胸に後ろを振り返ったおれの目に飛び込んできたのは大人おとなっぽい私服姿に身を包んだ西さい園おん寺じだった。

「…………っ！」

　見るからに殺気立っている西園寺は上履きを履いたまま畳の上にあがり、大おお股また三歩ほどでおれの目の前までやってきた。

「な、なんだよ？」

　膝ひざ立だちの姿勢で赤いコートを羽は織おった西さい園おん寺じを見上げると、

　──パシーン！

　西園寺は無言でおれをビンタした。

　目が覚めるような強烈な平手打ちだった。

　頰ほおの感覚がなくなるくらい……。

　おれに重い一いち撃げきを浴びせた西園寺は、

「なんなのよ、さっきの態度は？」

「お前……」とおれはようやく顔を上げ、「聞いてたのか？　おれと委員長の話を？」

「途中からだけど、あなたが早はや坂さかさんに何を言ったのか、早坂さんがあなたにどんな言葉を返したのか……だいたい聞いていたわ」

「なんだよ」

　盗み聞きとは趣しゆ味みが悪いな、とおれが突っぱねると、

「そんなことはどうだっていいのよ！」

　西園寺がレディースの総長ばりの迫力で啖たん呵かを切り、おれの胸むな倉ぐらをグイっとつかんだ。

「ねえ？　ファッションに無む頓とん着ちやくな早坂さんが、どうしてあんな華やかな格好で今日きようの私服登校に臨のぞんだのか……その理由を、あなたはちゃんとわかっているの？」

「それは」おれは胸倉をつかまれたまま、「この間、委員長のことをバカにしてた、茶髪女と香水女を見返すためだろ？」

「違うわ」

「……は？　違う？」

「それは早坂さんの目的ではないわ」

　西園寺はそう言ったあと、「私の目的よ」と言葉を付け足した。

「私が早坂さんに提案したのよ。あのバカ女どもに目にもの見せてあげましょう、って。それともう一つ、早坂さんがオーラルのテーマに困っているみたいだったから、まず私服登校の日に早坂さんのファッションセンスをアピールして、その流れのままオーラルのスピーチに臨めば説得力があるんじゃないかって。つまり、ファッションをテーマにスピーチしたらどうかと二重の提案をしたのよ」

「……なるほど」

　一石二鳥のアイデアってわけか。

「最初は乗り気じゃなかったのよ、早坂さん」

　西園寺が話を続ける。

「でも土日に街に一いつ緒しよに繰くり出して洋服を見て回っていたら、早坂さん、急にやる気を出し始めたのよ。気になって、『どうして乗り気になったの？』って尋たずねたら……早坂さん、なんて答えたと思う？」

「……さあ」

　おれが首を傾かしげると、西さい園おん寺じがようやく胸むな倉ぐらから手を放し、ピンク色の唇を忙せわしなく動かし始めた。

「どうせなら渋しぶ沢さわ君が目を丸くして驚おどろくようなファッションで私服登校に臨のぞみたいです、って、クラスの女子を見返すことよりも、渋沢君、渋沢君ってあなたのリアクションばかり気にしていたわ。しまいには……西園寺さん、私にファッションのイロハを叩たたき込んでください！　と言って手帳を広げて、私や秋あき葉ばさん、果てはショップの店員にまで頭を下げて、ファッションの手ほどきを受ける始末よ。店員なんて完全に引いていたわ」

「……委員長が……そんなことを」

「早はや坂さかさんはあなたを驚かせようと思って、あなたに褒ほめてもらいたい一心でファッションの勉強に励んだのよ。それなのに……それなのにあなたは！　一体何様のつもりよ！」

　西園寺が右手を振り上げ、再びビンタのモーションに入った。右の頰ほおを叩かれたら左の頰も差し出しなさい的な発想ではないが、ビンタされて当然だ、と思ったおれは、顔をかばうことなく静かに目を閉じた。しかし、西園寺の追加の一いち撃げきはいつまで経たっても炸さく裂れつしなかった。

　おれがゆっくりと目を開けると、

「一度叩けば十分……」

　と言って西園寺が手を引っ込め、

「単細胞生物じゃあるまいし、最低限の学習能力くらい持ち合わせているのでしょう？」

　そう言いながらコートのポケットからウェットティッシュを取り出し、おれの胸倉をつかんでいたほうの手にそのウェットティッシュを押し当てた。

「ビンタされるよりもショックなんだが……」

　西園寺の潔けつ癖ぺき体質に辟へき易えきしていると、

「責任を取りなさい」

「……え？」

「早坂さんとの関係を早急に修復しなさいと言っているのよ」

「あ、ああ……」

「何よ？　その自信のなさそうな顔は？　不良のくせに情けない」

　西園寺が何歩か後退し、二メートルくらい距きよ離りを取った。そういえばいつもはこのくらい離れて会話してるよな、とどうでもいいことに気づく。

「……仕方ないわね」

　窓際まで後退した西園寺が腰に手を当て、横目でちらりとおれに視し線せんを寄こし、

「あなたには借りがあるし……今回は特別に手を貸してあげるわ。甚はなはだ不本意だけれど」

「明日あしたは雪が降るな。まず間違いなく」

　おれが嫌味いやみで返すと、

「ふっ」

　と西さい園おん寺じが口元に手を当て、

「少しは元気が出たみたいね？」

　実に魅み力りよく的てきな──

　色気のある微笑ほほえみを浮かべた。

「なっ……」

　予想外の返しにおれの思考は一いつ瞬しゆん固まってしまう。すぐに気を取り直したものの、

「（こ、こいつ……こんな顔もできるのか）」

　西園寺相手にどぎまぎしてしまった。

　……くっ、一生の不覚だ。

　おれは西園寺から一いつ旦たん視し線せんを外し、何動揺してんだよ、と気持ちを切り替えた。

　そして──

「えー、あー。…………んで？」

　西園寺に動揺を悟られないよう、わざとぶっきらぼうな口く調ちようで問いかけた。

「何か考えがあるんだろうな？　委員長の機き嫌げんを直すとっておきのアイデアが」

「……そ、それは」

「おいおい。何も考えてねーのかよ」

「う、うるさいわね！　自分の不始末くらい自分で片付けなさいよ！」

「うわ……逆ギレしやがった……」

　緊きん迫ぱくした雰囲気から一転、お互いを罵ば倒とうし合ういつものモードに場がシフトした。

　……うん。やっぱり西園寺とはこういう関係のほうが落ち着くな。

　内心で頷うなずきつつ、西園寺と睨にらみ合っていると、




　──ガラガラ……ガッターン！




「趣しゆ味みはイ●パス！　特技はラ●ブラ！　将来の夢はポート●ア連続殺人事件！　で、お馴染なじみの秋あき葉ば瑞みず穂ほちゃん、さんじょー！」

　変な生き物が隠かくれ家がに飛び込んできた。

「意味わかんねーし……」

　無視を決め込む西園寺に代わって秋葉に小声で突っ込みを入れると、

「あっしに作戦があるっす！」

「作戦だ？」

　どうやらおれたちの会話を盗み聞きしていたらしい。……そういや、イ●パスとラ●ブラってどっちも対象となる宝箱とか敵の情報を探るサーチ系の魔ま法ほうだっけ。

「うっす！　作戦っす！」

　秋あき葉ばは隠かくれ家がの重苦しい雰囲気を打ち消すような明るい声で、

「名づけて『渋しぶ沢さわ熱ねつ血けつ物語！　ドラゴン委員長クエストⅢ～そして伝説のデートへ～』っす！」

「………………」

「………………」

　おれは西さい園おん寺じと顔を見合わせ、こいつ頭大丈夫か？　的な言葉を交わし合い、同時にため息をついた。

　かくして……。

　秋葉考案のデート作戦──クラスメイトと遭遇する可能性の低い都心に委員長を呼び出し（これは西園寺と秋葉頼み）、当日はおれ主しゆ導どうで、委員長のご機き嫌げん取とりに全力投球する──は決行の運びとなった。







　　　◇５－４　二人ふたりの仲を取り持つモノ







　その日は祝日ということもあって都心は人であふれ返っていた。約束の五分前に渋しぶ谷や駅えきに着いたおれは人の流れに従って改札口を通り抜け、待ち合わせ場所のハチ公こう前まえ広ひろ場ばへ向かった。

　あれだけ怒らせたんだから、わざと遅れてくることもありえるよな、というおれの予想とは裏腹に、委員長は待ち合わせ場所であるハチ公前広場に先に到着しており、直立不動の姿勢でハチ公像を見上げていた。

「あ、委員長……」

　まず顔を合わせたら何よりも先に、その服似合ってるよ、と。そう声をかけようと昨日きのうの夜から決めていたのだが、どういうわけか委員長は野暮やぼったいデザインのダッフルコートを羽は織おっていた。おそらく今日きようも私服登校のときみたいに華やかな格好をしてくるはずだ、とおれはなんの根拠もなく思い込んでいたのだが、実際に目の前に立っている委員長は先週、尾行したときに目もく撃げきした『無ぶ難なんなファッション』に逆戻りしていた。

　出で端ばなを挫くじかれたおれは、

「きょ、今日きようはどうも……」

　となぜか敬語で挨あい拶さつしてしまった。

　対して委員長は、

「おはようございます」

　ロボットのような平坦な挨拶。

　ムスッとした表情でおれを迎え入れた委員長はおれを一いち瞥べつしたあと、すぐに目をそらし、ハチ公こう像を見上げ、

「秋あき葉ばさんと西さい園おん寺じさんが、どうしても、と言うので、一度だけ……一度だけ渋しぶ沢さわ君にチャンスを与えることにしました」

「……どうもありがとうございます」

　相変わらず敬語のおれ。一方の委員長は表情こそ硬いものの、思ったよりも饒じよう舌ぜつで……だがおれとは一切目を合わせようとしなかった。

「なんでも今日は、渋沢君が私を楽しませてくれる、とかなんとか……」

「まあ、そんな感じ」

　おれは口く調ちようを意い識しき的てきにタメ口に切り替え、じゃあ行こうか、と言ってスクランブル交差点のほうを見やった。

「どこへ行くのですか？」

「あー、うん。ちょっと早いけどお昼にしようかなと。……どう？」

「別にかまいませんけど」

「十分くらい歩くけど平気？」

「別にかまいませんけど」

　二度続けて同じリアクションが返ってきた。本人は「かまわない」と言っているが、言葉通りに受け取ってはいけないような気がしないでもなかった。だが、ここで安易に行き先を変えてしまうと、計画性がないですね、と嫌味いやみを言われるに決まっている。だから変更はなしだ。

「じゃあ、ついてきて」

　ちょうど信号が青になったので、スクランブル交差点を斜めに渡り、電車の中で頭に叩たたき込んだ地図を頼りに、西園寺から教えてもらったパスタのお店を目指した。




「……美味おいしいね」

「はい」

「委員長は……ペペロンチーノだっけ？」

「はい」

「お、お店の雰囲気もいいね。落ち着く感じで」

「はい」

　立て続けに「イエス」の返答が三回も！

　これは幸さい先さきいいぞ！

　……などとポジティブに考えてみたものの、向かい側の席に座る委員長は店内にいる他ほかのお客の不幸を全すべて自分のものにしてしまったかのような不ふ機き嫌げんっぷりで、これならまだ西さい園おん寺じを相手にするほうが楽だった。

「（参ったな……）」




　食後──

　今度は秋あき葉ばからのメールを頼りに、「洋服でも見にいこうか？」と近くのファッションビルに向かった。委員長はやはり、「別にかまいませんけど」と行き先にケチをつけることはなかったが、移動中にしても買い物中にしても、委員長の口から飛び出す言葉は、「はい」か「いいえ」の二パターンに限定されていて、まるでドラ●エの主人公と会話しているかのようだった。

「次はどこに？」

　一通りのお店を見て回り、エスカレーターで一階に戻ってくると、委員長が苛いら立だたしげに次の行き先を尋たずねてきた。

「そうだね……」

　おれは出入り口の回転扉を見つめながら、

「じゃ、じゃあ、休きゆう憩けいがてらコーヒーショップにでも……」

「コーヒーショップ……ですか」

　それまで平坦な声で受け答えをしていた委員長が初めて感情らしきものを声に宿した。

「……別に……かまいませんけど」

　おれの気のせいだろうか？

　心なしかがっかりしているような──

「……では行きましょう」

　出入り口に向かって歩き出す委員長。

　その背中はちょっと丸まっていた。




　一階で飲み物を受け取ったおれたちはエスカレーターで二階に上がり、渋しぶ谷やのスクランブル交差点が見下ろせる窓際の席に隣となり合う形で腰を下ろした。

「（ちっとも会話が盛り上がらんな……）」

　おれはドリップコーヒーを飲みつつ、スクランブル交差点を行き交う人の群れの中に現状を打開するヒントがないものか、と現実逃とう避ひとも取れる人間観かん察さつモードに移行した。

「（ここから見ると……まるでアリの行列だな）」

　ん、あのボーイッシュなファッション、秋あき葉ばを彷ほう彿ふつとさせるな。顔は……ちょっと残念な感じだが。あー、そういや、秋葉のヤツが、「一応、当日は私たちも渋しぶ谷やに出向きますんで」とかなんとか言ってたな。連絡を取り合ってないから実際の動向は定かではないが、あいつらのことだからわりと近くにいるんじゃないかな。




「んー？　あれ、渋しぶ沢さわじゃない？」




　委員長と無言の時を過ごしていると、聞き覚えのある女の声が背中に届いた。

　振り返るとそこには──

「お、お前らは」

　同じクラスの女子……ではなかった。

「たしか……上うえ田だと川かわ下した……だったか」

　装飾過多なゲテモノファッション（本人たちは前ぜん衛えい的てきだと思っているのだろう）で身を固めている少女たちは、かつての同級生、中学のときのクラスメイトだった。もっとも、上田も川下も同じクラスだったというだけで、プライベートな交友があったわけではない。この二人ふたりがおれの顔を覚えているのは、おそらく……おれが中学時代、悪い意味で目立っていたからだろう。

　──っていうか──

「（最悪のエンカウントだぞ、これ……）」

　上田と川下はクラスの女子の中心人物だったのだが、それだけに留とどまらず、当時、県下ナンバーワンの極悪中学と言われていた我が母校を舞ぶ台たいに（残念ながら冗じよう談だんではない。ウチノチュウガクマジヤバイカラ）、ヤンキー気質かたぎな男子を従えて下級生や教師を困らせまくったロクでもない女たちなのだ。同じように性格に難なんを抱えている西さい園おん寺じが人一倍自分に厳きびしいのに対し、こいつらは自分自身を律することができない。自分に甘く、それでいて他人には厳しい。

「（西園寺は自分の間違いに自分で気づけるヤツだからな。おれはああいう人間は嫌いじゃない。でもこいつらは……）」

　茶髪女や香水女と同じタイプの人間──

「へー」

　上田がニヤニヤしながら距きよ離りを詰めてきた。

　そして、おれと委員長を見比べながら、

「渋沢ってさー、『友達なんて必要ねーから』とか『彼女なんて欲しいとも思わないね』とかなんとかカッコイイこと言っちゃう系の硬派な不良じゃなかったっけー？」

「そうそう」と川下が同意を示し、「よく教室の後ろのほうで騒さわいでたよね。おれの心は誰だれにも縛しばることはできない──みたいな？　男子の間でなんて呼ばれてたのかは知んないけど、女子はみんな渋しぶ沢さわのこと『天然ボケ製せい造ぞう機き』って呼んでたよね」

「それそれ！　きゃはははははは！」

　上うえ田だと川かわ下したが好き勝手喋しやべる中──

「（ぎゃあーす！）」

　こいつらおれの黒歴史を……！

　赤せき裸ら々らに語りやがって……！

　たしかに中学のときのおれは今以上に変なヤツだったさ。でも！　中三の秋に我に返ったんだよ！　そして硬派（笑）を封印！　でもって人間関係をリセットするために、うちの中学の連中が受じゆ験けんしそうにない桜さくら台だい高こう校こうを進学先に選んで……そうして今の平へい穏おんな環かん境きようを手に入れたんだ。

「（ああ、もう最悪だ！　封印したはずの過去を……思い出したくもない過去を思い出してしまったじゃねーか！）」

　ぐおおお……。

　おれが頭を抱えていると、

「で？　その子、渋沢の彼女？」

　上田が率直な疑問を投げかけてきた。

「……はあ」

　疑問に答えずため息をついていると、

「──ち、違います！　私と渋沢君はそういう関係ではありません！」

　委員長が脊せき髄ずい反射的に上田の言葉を否定した。普段ふだんの委員長だったら、「ち、違います……」と控え目に否定していただろうが、このときはおれと冷戦中ということもあって、声や表情に怒りがにじんでいた。おそらく上田に反発する意図はなかったのだろうが、

「ふーん」

　短絡的な思考回路を有する上田は委員長のその一言をきっかけに態度を豹ひよう変へんさせ、

「何そのダサい服。中学生かよ」

　と委員長を罵ののしり始めた。どうやらターゲットをおれから委員長に切り替えたようだ。

「……えっ……」

　まさか初対面の相手にいきなり罵ば倒とうされるとは思っていなかったのだろう。委員長の顔が困惑の二文字で色いろ濃こく染まった。

「おい、上田。突然、何言い出すんだ」

　おれは慌てて席を立ち、上田の前に立たち塞ふさがり、「図ずう々ずうしすぎんだろうが」と呆あきれ顔がおで注意した。しかし、生まれてこの方、自分の過ちを認めたことがない女王様──か何かと勘違いしている──上田はおれの言葉など意に介さず、

「ねえねえ、渋沢。あたしら今から原はら宿じゆくに買い物に行くんだけど、暇なら付き合ってくんない？　荷物持ち担当ってことでよろしくー」

「……はあ？」

「その子、彼女じゃないんでしょ？　だったらいいじゃん」

　と言いながら委員長を横目に見る上うえ田だ。

　そして──せせら笑い。

「（こ、こいつ……）」

　委員長を孤立させようってのか？

　なんて強引なヤツらだ……。

　つーか、アホだろ。たった一回の発言で気を悪くして八つ当たりするなんて……。

「…………っ」

　と、そのとき──

　委員長が丸まる椅い子すから立ち上がり、

「……行けばいいじゃないですか」

　窓の外に見えるスクランブル交差点を見下ろしながらそうつぶやいた。

「…………え？」

　とおれがマヌケな声を発すると、委員長がさらに言葉を紡ぎ、

「私みたいな……私みたいなダサい女なんて放っておいて！　その人たちと買い物なりなんなり行けばいいじゃないですか！」

　今度は一転して声を張り上げた。委員長の声に呼応するように、店内のお客の視し線せんが一いつ瞬しゆんにしておれたちに集まった。何事だ、とみんな目を白黒させている。

「委員長……」

　何もそこまで自分を卑ひ下げしなくても──

「ほら、この子もこう言ってるし」

　上田がおれの肩を叩たたき、茶々を入れてきた。いや、茶々なんてもんじゃない。泥水をぶっかけられたような気分だ。

「──いい加減にしろよ」

　おれは上田の手を払いのけた。

　そして、立ったまま俯うつむいている傷心の委員長の隣となりに並び、「上田」と裸の女王様を正面から見やった。

「何よ？」

　おれは好戦的な姿勢を崩さない上田に対し、

「おれたち、こう見えてもデート中なんだよ」

「……は？」

「だからデート中なんだって！」おれは語気を強め、「わかったか？　わかったら、とっととおれたちの目の前から消えろ！　いい加減目障りなんだよ！　そのゲテモノファッション！」

「なっ!?」

　おれのゲテモノファッションという罵ば倒とうの文句が予想外に効いたらしく、上うえ田だは蒸気を発するヤカンみたいに首から上を沸ふつ騰とうさせた。目の前にいるのがうちのクラスのバカ女どもだったら、ここらで潔いさぎよく退散していただろうが、そのバカ女どものさらに上を行くバカ女は「泥沼の戦い上等！」とばかりに口の端を吊つり上げた。

「（くっ……撃げき退たい失敗か）」

　まずいな──

　急いで次なる作戦を練らなければ──

「で、デート……？」

　と──

　傍かたわらの委員長が素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「……ん？」

　おれが横目で委員長を見ると、

「私たち……デート中だったのですか？」

　と委員長が赤ら顔で視し線せんを彷徨さまよわせた。

「そうだよ」おれは平静を装い、「ドキドキワクワクデート大作戦の真っ最中だよ。考案者は秋あき葉ばで、正式な作戦名は『渋しぶ沢さわ熱ねつ血けつ物語！　ドラゴン委員長クエストⅢ～そして伝説のデートへ～』って言うんだけど」

「…………は、はうう……」

　おれの話を聞いているのか聞いていないのか、委員長は頭を抱えて縮ちぢこまり、

「で、デート……。渋沢君とデートなのに……私、こんな野暮やぼったい格好で……ううう」

　委員長は、恥ずかしくて顔から火が出そうです、と声を震ふるわせながら自分の肩を両手で抱きしめた。

　……我に返ったっぽいな。

　たぶん、今まで怒りに支配されていたから、自分の姿を客きやつ観かん的てきに見る目が鈍感になっていたんじゃないかな。ってか、よく考えてみると、休日に委員長と二人ふたりっきりで街に繰くり出すの初めてだよな。なのに邪じや魔ま者ものが……。

「……委員長」

　おれはヤドカリみたいに殻に閉じこもってしまった優ゆう等とう生せいの頭に手を置き、

「気にすることないよ」

　耳元で優やさしくささやいた。

「……うう」

　だが委員長はそれでも顔を上げない。

　おれは再び口を開き、

「委員長。おれは服装のセンスの良よし悪あしで付き合う相手を選んでるわけじゃないんだよ」

「……え？」

「気が合うかどうか、一いつ緒しよにいて楽しいかどうか……。友達ってそうやって選ぶもんだよ。少なくともおれはそうだ。委員長はどう？　服装のセンスで友達を選んでるの？」

「ち、違います……！」

　間かん髪ぱつ入いれずに否定の言葉を発する委員長。

「わ、私も……渋しぶ沢さわ君と同じです」

「だよね。だと思った」

「……当然です……」

　委員長が目を瞑つむり、うんうん、と何度も頷うなずく。

　表情はまだちょっと硬いが──

　しかし、背中はもう丸まっていなかった。




「ねえ？　茶番は終わった？」




　一件落着──と思いきや、外野の上うえ田だが性しよう懲こりもなく舞ぶ台たいの上にあがってきた。

「上田……空気読めよ……！」

　おれが拳こぶしを振り上げると、

「ダメですよ、渋沢君。暴ぼう力りよくは──」

　委員長がおれの腕をつかみ、ブンブンと首を左右に振った。

「……わかってるよ」

　チッ、と舌打ちしながら拳を引っ込め、すっかり冷えてしまったドリップコーヒーを口の中に流し込む。一気に飲み干したあと、ふぅ、と小さく息を吐き出し、冷静になった頭で、

「（やっぱりこういう手合いは無視するのがベストなんだろうけど、こいつらの暴言の数々を思うと……黙だまって引き下がるのはちょっと癪しやくだよな……）」

　だけど──

　このままでは泥沼の戦いが続くだけだ。

　暴力はダメ。罵ののしり合あいも無意味。

「（攻こう撃げきコマンドと話すコマンドが使えないとなると……）」

　残された手は攪かく乱らんくらいか。もっとも撹乱にもいろいろ方法があるわけだが……んー、そうだな。おれと委員長が醸かもし出すラブラブオーラで上田たちを辟へき易えきさせる、とか？　……いやいやいや。無理だろそれは。たしかにバカップルが放つラブラブオーラはすさまじい破は壊かい力りよくを秘めているが、打ち合わせもなしに小芝居（恋人設定）を演じるのはさすがに無理がある。ただ委員長を困惑させるだけだ。

「（敵を煙に巻く、攪かく乱らん攻こう撃げき、か。これがＲＰＧだったら状態異常系の魔ま法ほうを唱えることで簡かん単たんに敵を攪乱させることができるんだけど、現実には魔法なんて存在しないからな……）」

　って待てよ？　ＲＰＧ？

　──ピコーン。

　脳裏に閃ひらめくものがあった。

　そうだよ。

　あるじゃないか。

　相手を辟へき易えきさせるラブラブオーラに匹敵する生なま温ぬるいオーラを放つ方法が……もう一つ！　これだ！　もうこの手に賭かけるしかない！

「（特殊コマンド……選択）」

　おれは閃きを実践しようと真横を向き、

「委員長」

「……はい？」

「こういうときはさ、敵を眠らせる魔法とか、混乱効果を与える魔法を唱えるのがベストな戦法だと思うんだけど、委員長はどう思う？」

「渋しぶ沢さわ君……」

　委員長が一いつ瞬しゆん呆あきれ顔がおを浮かべた──が、おれの発言が単なる冗じよう談だんではないことに気づいたのか、次の瞬間、表情が穏おだやかになり、

「私だったら……私だったらここはダンジョンを抜け出す魔法を唱えてこの建物から一気に脱出しますね」

　とおれの冗談に乗ってきた。

「はは、委員長。それは無理だよ」

「え？　どうしてですか？」

「だって今はゲテモノモンスターと戦せん闘とう中ちゆうなんだよ？　戦闘が終わるまではダンジョン脱出系の魔法は唱えられないよ」

「で、では……逃走コマンドを……」

「それも無理。これボス戦だから」

「……ボス戦だったんですか」

「こいつらはさ、渋しぶ谷やの街を没落させようと魔界『梅うめ崎さき町ちよう』からやってきた悪いモンスターなんだよ。攻撃力はさほど高くないけど、ステータス異常を引き起こす特殊能力を使ってくるからちょっと鬱うつ陶とうしい敵だね」

　いつもの調ちよう子しで想像の翼つばさを広げていると、ふとおれの脳裏に、四畳半の畳の部屋へや……狭苦しい隠かくれ家がの映像が浮かんできた。

　……そうか。そうだよな。

　おれは今さらのように思った。

　小こ洒落じやれたパスタ屋とか流行の洋服がディスプレイされたファッションビルとか、そんな普通の女子高生が喜びそうなスポットに委員長を連れていって一体なんになるっていうんだ。

　委員長が好きなもの──

　おれが好きなもの──

　おれと委員長を繫つなぐもの──

　二人ふたりの共通項──

　それは……レトロゲームに他ほかならない。

　これ以外にない。

　これに変わるものは存在しない。

　どうして忘れていたんだろう。

　とても大切なことなのに。

　当たり前のことなのに。

「（どうかしてるぞ、まったく……）」

　おれが「情けねぇ」と小声でつぶやくと、隣となりに立っている委員長が「うん？」と不ふ思し議ぎそうに首を傾けた。

「ねえ、ちょっと──」

　と、ここでまたしても上うえ田だが絡んできた。

「さっきからゴチャゴチャ何話してんのよ？」

「作戦会かい議ぎだよ」とおれは即答し、「昔ながらのコマンド選択式ＲＰＧをベースにゲテモノモンスターを倒す方法を二人で模索してんだよ」

「……はあ？」

「はあ？　じゃねぇよ。お前、一体どこの田舎いなか者ものだよ。今、世は空前のレトロゲームブームなんだぞ？　お前、知らないのか？」

「は、流行はやってないでしょ……そんなの」

　上田は必死に否定する素振りを見せたが、先ほどまでの勢いは完全に失われていた。一方、背後で傍ぼう観かんする川かわ下したは、「逆転ムード？」と他人ひと事ごとのように友人を嘲あざ笑わらっている。

　あともう一押しだが……。

　トドメの一言、トドメの一いち撃げき。

「（何かないか……何か──）」




「ところがどっこい──っ！」




　そのとき──

　おれたちの目の前に頼もしい援軍が現われた。

　一人ひとりは太陽さえ「眩まぶしい！」と目を瞑つむってしまいかねない強烈な光を万年放っている秋あき葉ば。もう一人はオートスペルで氷系の魔ま法ほうを常時発動させ、絶対零度を実現している西さい園おん寺じ。

「私たち、今時の女子高生もレトロゲームに夢中なのですぞー！」

　上うえ田だと川かわ下したの前に飛び出した秋葉が、どこぞの毛むくじゃらの生き物っぽい口く調ちようでレトロゲームブームを強調し、その後、なぜかパーカーのポケットから露ろ出しゆつ度どの高い女戦士のフィギュアを取り出し、目の高さにかざした。

　そして──

「渋しぶ沢さわさーん！　私がこの人たちを羽は交がい締じめにしている間に攻こう撃げき魔法を！　できれば炎系の魔法でお願ねがいします！　どーぞ、私もろともこんがり焼き上げてください！」

　秋葉自慢の変態発言が飛び出した。

　上田を始め周囲のお客は完全なるドン引き状態に陥っていたが、「さすが秋葉だ」「あはは」とおれも委員長も大胆不敵な秋葉に感心することしきりだった。美味おいしいところを持っていかれたなー、とフィギュアを印いん籠ろうのようにかまえている秋葉を眺めていると、

「秋葉さん。攻撃魔法はダメよ」

　後ろに控えていた西園寺が前にしゃしゃり出てきて、

「周囲の人たちに迷惑がかからないように、ここは即死魔法で穏おん便びんにすませるべきよ」

　と恐ろしいことを口にした。

　こいつ、ＲＰＧなんてやったことないはずなのに、どこで知ち識しきを仕入れやがった？

　……つーか……。

「おいおい、西園寺。お前、穏便っていう言葉の意味ちゃんとわかってんのか？」

「おそらく、あなたが思っている穏便とは違うのでしょうね。ふふっ……」

「恐っ！」

「渋沢君？　穏便という言葉には『物事を角立てず穏おだやかに行うこと』という意味の他ほかに『手軽なこと』『便利なこと』という意味も含まれているのですよ？」

　委員長がいつもの調子で弁を振るう。

　ははは……──

　まるで──

　隠れ家で雑ざつ談だんしてるみたいだ──

「（……何もかも元通り、だな）」

　それもこれも……。

　秋葉と西園寺。

　二人ふたりが駆けつけてくれたおかげだ。

　援軍の登場がダメ押しになって──

「って……あれ？　上うえ田だたちは……」

　おれは今さらのように気づく。

　目の前に立っていたはずの上田と川かわ下したがいつの間にかいなくなっていることに。

　どこに消えたんだろう──

　おれが疑問に思っていると、

「……ふん。たわいもない……」

　西さい園おん寺じが下りのエスカレーターを見つめながらクールに言葉を吐き捨てた。どうやら上田たちが去っていく様よう子すを見ていたらしい。

「（神経の図太い上田もおれたちに加えて援軍まで相手にする余裕はなかったみたいだな）」

　ま、どうでもいいか。あんなヤツら……。

「さてさてー」

　邪じや魔ま者ものが消え、場の空気が弛し緩かんする中、ムードメーカーの秋あき葉ばが丸まる椅い子すに腰かけ、

「渋しぶ谷やの街は攻略完了しましたしー、そろそろ次なる街に向けて出発しましょー」

「次なる街？」

　委員長が首を傾かしげる。

「秋あき葉は原ばらにレトロゲーム専門店があるんですよー。せっかく都心に出てきたんですから、やっぱ行くべきでしょー。オタクの聖地にー」

「なるほど。秋葉だけに秋葉原ってわけか」

「……うわ……寒っ……」

「だ、黙だまれ！　性悪女！」

「何を言ってるの。黙らなければならないのは寒いギャグを平気で口にするあなたのほうよ」

「んだとぉ？」

　今日きようのラスボスはお前かぁ！

　と西園寺にガンを飛ばしていると、




「れ、レトロゲーム専門店!?」




　委員長が悲鳴にも似た絶叫を店内に轟とどろかせ、

「い、行きましょう！　今すぐ行きましょう！」

　と我先に駆け出した。

「わー、待ってくださいよー」

　フットワークの軽い秋葉が即座にあとを追いかけ、

「……しょうがないわね」

　西さい園おん寺じも肩をすくめながらあとに続いた。

　おれもすぐに駆け出し、コツコツ、とヒールを鳴らしながらエスカレーター乗り場に向かう西園寺の隣となりに並び、

「……なあ」

「ん？　何よ？　まだ文句があるの？」

「いや、そうじゃなくて……」

「だったら何？」

「つまり、その、あれだ……」

　おれは視し線せんを斜め下に向け、

「今回はいろいろ助かった。……ありがとう」

「な、何よ、急にっ」

「マジで感かん謝しやしてんだって」

「わ、私は……別にあなたを助けたつもりはないわ。全すべては早はや坂さかさんのためよ。勘違いしないように。……勘違いしたら、殺すから」

「そんな理由で人を殺すな」

「……うるさい」

　トントントントン──

　西園寺がエスカレーターを駆け下りていく。

　勇ましく腕を振りながら。

「（素直じゃないねぇ……）」




　その後、駅までの道すがら──

「ねえ、委員長」

「うん？　なんですか？」

「今日きようはどうして私服登校のときみたいな服を着てこなかったの？」

「そ、それは……」

　委員長は歩きながら背中を丸め、

「……お、お母かあさんが……洗せん濯たくしちゃって……あれ一着しか……ちゃんとした洋服がなかったから……仕方なくこのような格好を……」

　委員長の声は都心の喧けん騒そうに搔かき消され、何を言っているのかほとんど聞き取れなかった。

「ふーん」

　おれは適当に相あい槌づちを打ち、

「……けっこう似合ってたのに」

　遮しや蔽へい物ぶつのない空に向かってつぶやいた。

　すると、「ええ？」と委員長が一転して声のボリュームを上げ、

「渋しぶ沢さわ君？　今なんと？」

「何も言ってないよ」

「う、噓うそです！　い、今……私のことを褒ほめるような発言を……！」

「はあ？　空耳じゃないの？」

　……あーあ。またやっちまったよ。

　つくづく天あまの邪じや鬼くだねぇ、おれも。

　これじゃあ、西さい園おん寺じと変わんねえな……。

「渋沢君！　リピート！　リピート！」

　委員長がどこからともなくレトロゲーム手帳を取り出し、「さっきの発言をもう一度！　新たな渋沢語ご録ろくとして手帳に記録しますので！」と叫びながらおれに追いすがってきた。

「何やってるのよ……あなたたち」

　呆あきれ顔がおの西園寺と、

「『渋沢君の大運動会』始まり始まりー。最初の種目はクロスカントリー！　最終種目の勝ち抜き格かく闘とうまで、ある程度、体力を温存しておいたほうがいいと思いますぅ！」

　委員長に追従するはた迷惑な秋あき葉ば。

　まったく……。
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　西さい園おん寺じの言う通りだぞ。

「渋しぶ沢さわくーん！　まってくださーい！」

　でも──悪い気分ではない。たまにはこういう日があってもいいのかもしれない。

「（教室でも……こんなふうに気兼ねなく話せる日が来るといいな）」

　おれはなおも、はぁはぁ、と息を切らしながら追いかけてくる委員長を見つめながら、未来への展望を脳裏に思い描いた。







　　　あとがきです

　どうも、作者の周す防おうツカサです。五ヶ月ぶりの刊行となります。今回も際どいネタ満載ですが、どうぞご賞しよう味みくださいませ（賞味期限はありません）。




　さて、みなさんも経験があるのではないかと思うのですが、人におすすめしたくなる小説や漫画などを読んで、「絶対に読め！　今すぐ読め！」と犯罪者さながらの剣けん幕まくで友人・知人に迫って迫って迫りまくり、「あ、うん。気が向いたらね」とそっけないことを言われますますムキになってしまう……そんな経験。自分は面おも白しろいと思っている。しかし、友人にはその面白さが伝わらない、伝えることができない、というジレンマ。「渋しぶ沢さわ」を書いていると、同じようなジレンマに陥ります。上手うまくお話に絡めることができない、という作者側の、制作上の都合により、作中でネタにするのを泣く泣く断念したレトロゲームがいくつもあるのです。……そういえば一人ひとりでクソゲーをやってもストレスになるだけですが、みんなで突っ込みを入れながら遊ぶと──ワンプレイ限りですが──思った以上に、楽しめる、笑える、という不ふ思し議ぎな現象が発生します。本作においてもこれを読んでいる読者のみなさんは、渋沢たちとシチュエーションを共有することによって何か感じることがあるのではないかと思うのですが、「つまらない」「くだらない」「渋沢、不良か？」「作者のゲーム観かんを疑う」「お前にレトロゲームのなんたるかを教えてやるよ」──などのクレームがありましたら、是非ともファンレターを装った怒りのお手紙を送っていただけたらと思います（おい！　一巻もこういう流れだったぞ！）。




　そんなわけで恒例の謝しや辞じ的てきなものを。

　担当編へん集しゆうの三み木きさん、土つち屋やさん。日ごろからお世話になっております！　三木さんは一日に一回、必ず右手でイオ●ズンを左手でアル●マを繰くり出すという話ですが、あまり乱用すると寿命が縮ちぢまりかねませんので、ほどほどにしておいてくださいね？　最近は土屋さんも三木さん並みに魔ま法ほうを乱用しているようですが、なるべくコストパフォーマンスの高い魔法を選択するよう心がけてください。……あれ、なんだかきな臭い文章に見えるな、これぇ……。

　イラストレーターの彩さえ季きなおさん、お疲れさまでした！　毎回イラストが上がってくるのが楽しみで、それが小説を書く原動力の一つになっているのはもはや言うまでもありません。どうぞ今後ともよろしくお願ねがい致します。




　とまあ、そんなわけで──

　また次の巻でお会いできたらと思います。




　　　二〇一一年十一月上じよう旬じゆん　周防ツカサ＠ドット絵を描かいている場合ではない！
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周す防おうツカサ

みずほたちが　どんどん　がったいしていく!?　なんと　よけい　うざくなってしまった！　※合体後のビジュアルを作成したところ顔色と目の形が予想以上にミスマッチだったので急遽、合体直前の画像に差し替えました。ご了承ください。
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彩さえ季きなお

引き篭もりイラストレーターをしております。最近外に出るのが面倒くさいので通販でよく服を買うのですが、引き篭もりなので外に着ていく機会がないまま季節が過ぎていきます……。
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